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「……これ以上……母を傷つけないで！」

　細い腕うでを精せい一いつ杯ぱい広げて、アンリエット・ヴァンドーム・デス・ベタイゴイツェは仁に王おう立ちした。

　母、ルクレツィアを守るために。

　ルクレツィアは、東あずま屋やの柱によりかかるようにして、うずくまっていた。そのドレスはところどころ裂さけて、土まみれ血まみれになっている。

　右の二の腕からは、とめどない流血。

　顔に張り付いているのは、死に瀕ひんした者特有の、恐きよう怖ふの表情。

　アンリエットの肩かた越ごしに、ルクレツィアは、敵の姿を見つめる。

「おさがり下さい、アンリエット様」

　敵──アリメルドは、いつも通りの慇いん懃ぎんな口調で、はるかに年下の少女に話しかける。

「先に手を出してきたのは、母君ですよ」アリメルドは、ルクレツィアを指さした。「私に支し払はらう金をケチっておいて、いざ私が他ほかの雇こ用よう主を見つけようとすると、お別れ会と称しようして私をこの離り宮きゆうに導き、殺そうとした」

　アリメルドは、左手で右腕を押さえ、なおかつ捻ねん挫ざした足首の負担を和やわらげるため、わずかに宙に浮ういていた。ルクレツィアの奇き襲しゆうによって、さしものアリメルドも深刻な怪け我がを負っている。

「私は、殺されかけてもなお笑っていられるような、心の広い人間ではありませんのでね。どいて下さい、アンリエット様」

　すぐ横に浮かしていたソールドを、アリメルドは動かして、地面と水平にした。

　その先せん端たんを、ルクレツィア──すなわち、アンリエットに向ける。

　しかし、アンリエットは動かない。

「こちらこそお願いです、アリメルド」と、逆に乞こう。「あなたに不満があったのならば、私が代わりに謝ります。契けい約やくが不満だったというのなら、新しい契約を提案させて頂きます。もはやベタイゴイツェにいたくない、というのならば、手切れ金という形でも結構です。ですから何なに卒とぞ、母を許して頂けませんか──」

　まだ十四歳にも満たない少女ながら、その立ち振ふる舞まいは、堂々としたものだった。

　アリメルドも、感じ入らずにはいられなかった。

　だが──

「あなたの心は美しい。つい、説得されてしまいそうになる。さりとて、私は王おう妃ひ殿どのから裏切られたのです。あなたの提案が言葉通りに履り行こうされるとは、到とう底てい思えませんな」

「履行するわ！」

　余力を振ふり絞しぼって、ルクレツィアが叫さけんだ。

「あなたの言い値でお金を払はらうわ！　いくら欲しいのか、言いなさい！」

　卑ひ屈くつな笑えみを浮かべながら、アリメルドに取り入るように言う。

　わざと身を乗り出して、胸の谷間を強調するようなポーズを取る。

「いけませんな、ルクレツィア様」

　しかし、アリメルドの態度は変わらない。

「この期ごに及およんで命いのち乞ごいとは、情けない。……今いま更さら妥だ協きようなんてできないのですよ。私は既すでに覚かく悟ごを決めております。恐おそれ多くも、王おう妃ひ殿でん下かにソールドを向けたのですからね。もはや、私が死ぬか、あなたが死ぬか、二つに一つしかないのです。そして、私はまだ死にたくない。日本に帰るという大目的がある」

「お願いです！」

　悲痛な叫びを、アンリエットが漏もらす。

「母を──母を、許して頂けないのですか」

「……よくわかりませんな」

　アリメルドは、アンリエットの双そう眸ぼうを見つめた。

「何な故ぜ、あなたが、身体からだを張って王おう妃ひを守る必要があるのですか。あなたの実の母親ではないでしょうに」

「そんなことはわかっております」

　アンリエットは、小さく頷うなずいた。

「私は妾しよう腹ふくの子です。生物学的な意味では、たしかに親子ではありません。それでも、母は母なのです」

「その母君のせいで、随ずい分ぶんと不ふ遇ぐうであったと存じておりますが」

「そんなこと、関係ありません」

　アリメルドは様々に言葉をかけるが、アンリエットは決して譲ゆずらない。

　どうしたものか、とアリメルドはしばし、言葉を失う。

　と、その間に──ルクレツィアの目が、素す早ばやく動く。

　東屋の外、庭園の一角に据すえられた岩──人一人の腕わん力りよくでは到底動かせない重量であろう、岩が揺ゆれる。

　ルクレツィアが引導術を発揮して、摑つかんだのだ。

　静かに岩を持ち上げる。

　アリメルドの背中にぶつけるべく、岩を墜おとす。

　アリメルドの死角をついた、完全な不意打ちだったが──

「……お母様!?」

　アンリエットが叫んだ。

　その声こわ色いろに、アリメルドは咄とつ嗟さにソールドを背に回した。

　間かん一いつ髪ぱつ、岩はソールドに激げき突とつ。

　衝しよう撃げきを完全に殺しきることはできず、アリメルドは前方につんのめった。

　その隙すきに、ルクレツィアはアンリエットに覆おおい被かぶさり、両りよう腕うでで押さえ込んだ。

「はははッ！」嘲あざけり笑うルクレツィア。「ここで死ぬのはおまえだよ、アリメルド！」

「お母様！　何をするんですか!?」

　アンリエットは手を振り払おうとするが、ルクレツィアは死にものぐるいの馬ば鹿か力ぢからを発揮して、決して逃にがそうとしない。

「……ルクレツィア様。それは、どういうおつもりで？」

　どこから攻こう撃げきが飛んでくるか、十分に注意しつつ、アリメルドは問うた。

「ハ！　人ひと質じちよ、人質！　この体勢なら、私を殺すことなどできないでしょう!?」

　前面はアンリエットを盾たてとし、背中は東あずま屋やの屋根を支える太い柱で隠かくす。ルクレツィアの守りは、完かん璧ぺきと見えた。

　アリメルドの左右で、巨きよ大だいな岩が一つずつ、音もなく持ち上がる。

「死になさい、アリメルド！」

　ルクレツィアは、二つの岩を、墜とした。アリメルドを挟はさみ込むように、すり潰つぶすために。

「…………」

　アリメルドは、頭上へと墜おちて、サンドイッチにされるのを避よけた。

　二つの岩は激突する──と思いきや、ぎりぎりですれ違ちがった。弧こを描えがき、それぞれアリメルドを追いかける。

　アリメルドの手が、東屋の屋根に軽く触ふれる。

「王妃殿下。二つほど、言いたいことがございます」

　岩の動きを冷静に見ながら、アリメルドは斜ななめ下方へと墜ち──

「一つは、アンリエット様を人質になさるなど、ゲスの極きわみであるということ──」

　敢あえて、一方の岩へと接近する。

　正面衝しよう突とつコースに突っ込んで──寸前、くるりと身をかわす。

　岩は、ターゲットを失って、後ろからアリメルドを追っていた岩と、激突。

　凄すさまじい音を立てて、二つの岩は砕くだけた。

　ルクレツィアと、アンリエットの眼前で。

　砕けて小さくなった岩がバラバラと落ちて、粉ふん塵じんを立てる。

　粉塵が、ルクレツィアの視界を塞ふさぐ。

「もう一つは……私が、常に合理性を求める人間だということです」

　アリメルドの声とともに──ソールドが、墜ちてきた。

「!?」

　粉塵の陰かげから突とつ然ぜん現れたソールドに、対応できるはずもなく──

　ルクレツィアは、アンリエットごと、身体からだを裂さかれた。

　勢い余って、ソールドの先せん端たんは東屋の柱に突き刺ささる。

「かッ……!!」

　ルクレツィアは、血を吐はいた──ソールドの上で。

「私は、合理性という言葉のしもべなのですよ……」

　粉塵は徐じよ々じよに収まり──その中から、アリメルドが歩いて姿を現す。

「アンリエット様を人質にされれば、私は何もできない──とでも思われましたか？　なめてもらっては困りますな！　アンリエット様には、申し訳ないことになりましたが、ま……運が悪かったと思って頂くしかありませんな」

　ずるり、とルクレツィアの上半身は滑すべり落ちた──アンリエットとともに。

「……安らかにお眠ねむり下さい」

　アリメルドは、アンリエットの上半身を丁てい重ちように持ち上げて、東屋外の草むらに寝ねかせた。

　しかる後、ソールドを摑み直して、柱から引っこ抜きつつ、ルクレツィアの上半身を転げ落とす。

　と──ミキミキ、と音がして、東屋が傾かしいだ。

「おっと、こりゃいかん。心中はノーセンキューだ」

　するり、とアリメルドは東屋から逃のがれ出た。

　十秒も経たたず、傷ついた柱は内側に折れ曲がり、屋根を支えられなくなった。

　大きな音を立てて、東屋は潰れた。

「……さてはて」

　アリメルドとしては、せめてアンリエットの下半身だけでも外に出しておきたいところではあったが──

　遠く──離り宮きゆうの母おも屋やの方から、迫せまり来る二つの人ひと影かげがある。

　ヘイルメリーとアシュラータだ、とアリメルドはすぐに気がついた。

「まことにぶしつけながら、これでおいとまさせて頂こう。オ・ルヴォワール」

　ソールド一枚を伴ともなって、アリメルドは墜ちていった。

　アシュラータ達と、反対の方向へ。

　新たなる雇こ用よう主を見つけるために。







「…………はあああ──ッ!!」

　シーツをはね飛ばすような勢いで、アッシュは身を起こした。

「…………」

　しばし、呆ぼう然ぜんとし続けて──やっと気づく。

　悪い夢を見ていたのだと。

「……うう……」

　手を顔に当て、汗あせを拭ぬぐう。

　すごい量の汗だった。

「また見た、あの時の夢──」

　ザールバイン離宮で見た、地じ獄ごくのような光景を、アッシュは今でも時々夢に見る。

　崩くずれた東あずま屋や。

　アンリエットの上半身。

　東屋の屋根をどけた下から出てきた、アンリエットの下半身と、ルクレツィアの二つに裂かれ、潰つぶれた死体──

　決して忘れてはならない、あの光景。

　あの光景を心に刻みつけて、アッシュはこれまで生きてきた。

「……とはいえ、夢で見るのは……。寝ね覚ざめはもう少しすっきりといきたいものね」

　窓から差し込む曙しよ光こうは、まだほのかだ。もう少し寝ていても問題ない、と判断して、再びアッシュはベッドに身を投じる。

　と──妙みような感覚が、頭を打つ。

　枕まくらにしては、少し硬かたく──しかし石のように硬いわけではなく、むにむにとしている。なにやら、腕うで枕でもされているような──

　アッシュは首だけ右に向ける。

　腕だった。

「……うるせーなあ……なんなんだよ朝っぱらから……」

　腕の主は──要かなめ。

　アッシュの大声に刺し激げきされた要が、空いている右手で顔をこすっていた。

　すぐに、左腕を押さえている重みに気づいて、顔を左に向け──

　アッシュと要の目があった。

「…………!!」

　がば、と二人は揃そろって跳はね起きた。悲鳴を上げようとして、

「ムゴゴッ」

　互たがいに互いの口を押さえ、黙だまらせる。

　アイコンタクトをかわし、「決して大きな声を上げないように」との協定を結んで、互いに手を離はなす。

「……どういうことなのよ要!?」

　小さい声で、しかし激しい口調で、アッシュが叫さけぶ。

「それはこっちのセリフだ！」

　同じく小声で、要も言い返した。

「ここは俺のベッドだぞ!?　アッシュこそなんでここにいるんだよ!?」

「そんな馬ば鹿かなことがありますか！　ここは、──」

　私の部屋よ、と言いかけて、アッシュは室内を見み渡わたす。

　よく見ると、何か違い和わ感かんがある──どころではない。

　そもそも、曙光が差し込んでくる方向、窓とベッドの位置関係すら、違ちがう。

「……あれ……」

　被かぶっているシーツの色すら、別物だった。

「……な……なんでなの!?　どういうこと!?」

　アッシュはますます動転した。

「まさか、要！　あなた、私を寝しん室しつから強ごう引いんに連れてきて、──」

「ンなわけあるかい！　俺はずーっと寝ねてたよ！　昨日の晩に眠ねむりに落ちて、さっき目が覚めたらアッシュがいたんじゃねーか！　そっちが寝ぼけて俺のベッドに入ってきたんだろ！」

「……う……！」

　アッシュは、反論できなかった。
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　シャツ一枚にパンツ一枚という格好で、要と共にベッドの上にいる、という現実に直面して、思考は完全に停止し、硬こう直ちよくする。

　しかも、その時。

「……おーい！　なんかあった？」

　寝室の扉とびらを叩たたくノック音とともに、メティスの声。

「…………!!」

　要とアッシュは、飛び上がった。

「下！　下！」

　半ば突き落とすようにして、要はアッシュをベッドから押し出した。

　おとなしく従って、アッシュはベッドから転げ落ち、ベッド下へと滑すべり込む。

「入るよ～！」

　と宣言して、メティスは寝室に入ってきた。

　要は──勢い余って、ベッドから転落していた。

「……どうしたの？」

　メティスの問いに、

「……へ、変な夢見ちゃってさあ！」

　要は咄とつ嗟さに言いつくろった。

「ちょっと叫んじまったよ！　いやー悪い悪い！」

「……んんん……？」

　だが、要の態度に、メティスははっきりとした違和感を覚える。

　少し考えてから、鼻をすんすんと鳴らし──

「……なんか男の部屋らしからぬいい匂においがするような気がするんだけど……この匂いは……アッシュ？」

　ガン、とベッドの下ですごい音がした。

「あいったぁ──ッ!!」

　激げき突とつ音を凌しのぐ大きな声を、要はことさらに上げた。

「おー痛！　寝ぼけて足をぶつけちまったよ！　あー痛い痛い！」

　噓うそくさい調子で言いながら、要はメティスに接近、部屋から追い出しにかかった。

「今から着き替がえるから、出て行ってくれよ。野や郎ろうの裸はだかなんか、見たくねーだろ？　というか俺が恥はずかしいんだよ」

「いやいや、今、ベッド下から、まるで誰だれかが頭をぶつけたような音が、──」

「まあまあまあ！　気にすんなって！」

　有う無むを言わせず、メティスを弾はじき出して、強引に扉を閉める。

「朝から騒さわがしくして悪かったな！　すぐ朝飯食いに行くから！」

「……あー、そう。なんでもないんなら、別にいいんだ」

　不信感を隠かくそうともしなかったが、ともかくメティスは追求を諦あきらめて、部屋の前から去っていった。

　足音が遠ざかっていくのを確認してから、

「……おい、大だい丈じよう夫ぶか」

　要はベッドに声を掛かけた。

「…………」

　ずるり、とアッシュはベッド下から滑り出てきた。頭を押さえながら。

「……なんでこんな目に遭あうのよ……」

　猛もう烈れつに不ふ機き嫌げんそうな声で、アッシュは言った。

「なにもかもおめーが悪い」要は言い返す。「さっさと出て行け」

「言われなくてもそうするわよ」

　アッシュは立ち上がり、扉にはりついて、耳を澄すませた。

「……誰も来てないわよね」

「多分な。行った行った」

　要がアッシュを追い出そうとした時──

　音もなく、扉が開いた。

　扉の向こうにいたのは、

「……おはようございますぅ。今日の朝ご飯はなんですか……」

　パジャマ姿で、まだ寝ねぼけているライセだった。

　寝ぼけているにもかかわらず、引導術を駆く使しして床ゆかの上数センチの高度を保ちつつ、滑るように室内に入ってくる。

　要とアッシュは、ともに言葉を失った。

「……お二人とも、お早いですねえ。珍めずらしいじゃないですか……」

　ライセは、この部屋をダイニングと勘かん違ちがいしているらしかった。

　が、ほどなくして、そうではないことに気づく。

　寝ぼけ眼まなこを大きく見開いて、叫さけんだ。

「……はっ！　二人とも、どうして一いつ緒しよの部屋で寝てるんですか!?」

「どわああ──ッ!!」

　アッシュと要は、同時にライセの口を塞ふさぎにかかったが、既すでに手て遅おくれだった。







　ベタイゴイツェ王国と、シュマルカルデン同盟の戦いが始まって、既に三ヶ月が経たとうとしていた。

　アッシュとその一党は、同盟側のエージェントとして、ある日は同盟国内へ、ある日は前線へ、そしてまたある日は潜せん入にゆう調査のため王国内の某ぼう所しよへ身を投じる、という忙いそがしい日々を送っている。

　開戦以降三度、両軍の大規模な激突があったけれども、双そう方ほうともに一方的な勝利を収められたとは言い難がたく、戦線は徐じよ々じよに膠こうち着やく状じよ態うたいに陥おちいりつつあった。

　同盟側は、戦力的にやや不利ながらも、よく守り、戦い抜ぬいている。しかしながら、戦争が長引けば長引くほどに、状じよう況きようは不利になる。腰こしを据すえてのにらみ合いとなれば、規模が巨きよ大だいな王国側の方が有利である。

　その事実は、アッシュも要もしっかりとわきまえている。なにかしら手を打たなければ、同盟の将来は危あやうい──そんな危機感を、共有している。

　そんな矢先、アッシュ達に召しよう喚かん命令が下された。シュマルカルデン大公国公太子、アサイアス・サムスターク・デス・シュマルカルデン、直々の呼び出しであるという。

　なんらかの重要な作戦を申しつけられるに違ちがいない、と予期しながら、アッシュはシュマルカルデンに戻もどってきた。いかなる困難な任務であろうと、現在の戦せん況きようを少しでも有利な方向に傾かたむけるために全力を尽つくす、という固い誓ちかいを、アッシュは立てていたが──

　その実は、アッシュの想像とは、大おお幅はばに異なっていた。







「……なんか、随ずい分ぶん、妙みような感じだね……」

　公太子アサイアスは、おずおずと声をかけた。

　テーブルの対面には、三人のエージェントが着席している。右から、アッシュ、ライセ、要。

　ただし、アッシュと要は、それぞれにあさっての方向を向き、全身から怒いかりのオーラを放出していた。アサイアスの面前、できるだけ失礼にならないように、という努力は見えるが、それでも隠し切れていない。

「あはは……」

　ライセは苦笑を浮うかべた。

「今朝、ちょっと色々ありまして……不機嫌なんですよ、二人とも。それより、すごいですねえ、この天てん球きゆう儀ぎ！」

　話題を変えるべく、テーブル横手に顔を向けて、感かん嘆たんの声を上げる。

　天文台のフロア内中央部に設置されている、巨大な天球儀。イセス・メリアをめぐる五つの衛星軌き道どうを目に見える形であらわし、軌道予測をしやすくするための設備である。近い将来、五つの月がいずれの方向に動くか予期しておくことは、月の引力を摑つかんで空を飛ぶ引導士ハイダイバーにとっては極きわめて重要なことだ。

　ただし、現在、天球儀からは、月の模型が全すべて取り外されていた。

「調整中なんですか？　これだけおっきいの、動いているところを是ぜ非ひ見てみたいですねえ」

「ありがとう」アサイアスは礼を言った。「でもちょっと、調整にはしばらく時間がかかりそうなんだ。というか、今日君達を呼んだのは、これにも関かかわることでね……」

「これにも？」要が言った。「ってことは、またどっかにゲートが開くのか」

　ゲート。

　地球、日本からイセス・メリアへ通じる、一方通行のゲート。

　ゲートは、月同士の引力均きん衡こう点が接近する時に、発生するという。

　これを割り出すのには、衛星軌道に関する高度な算術技法が必要とされる。その技法をマスターしている者はごくわずかしかいない。アサイアスは、大公国公太子であると同時に、そのごくわずかな人間の一人──占せん星せい術じゆつ師だった。

「……ゲートが開くのは、間ま違ちがいない」

　ぬっ、と要の眼前に、一人の男性がいきなり現れた。

「おわあ！」

　要は叫んだ。半ば、生理的嫌けん悪お感かんも入り交じったような声で。

「出たなコーメイ！」

「やあ、久しぶり。一ヶ月ぶりかなあ」

　要の悲鳴など意に介かいする様子もなく、コーメイはうっとりと微笑ほほえんだ。

　シュマルカルデン同盟内の要人にして、「軍師」を自じ称しようする男、コーメイ・ジューガリアン・デス・ライノドロワ。アッシュと要にとっては、直属の上司にあたる人物。

　その見た目は、ほとんど少年。要より十歳くらいは年上のはずだが、同年代にしか見えない童顔。そして──重要なことだが──男の尻しりを追いかけるのが趣しゆ味み。

　特に要はお気に入りであるらしく、要は常に貞てい操そうの危機を感じていた。

「……あんたもいたのかよ。あんたが出張ってくるってことは、結構重要な問題でもあるのか？」

　要が言うと、コーメイは何度も頷うなずき返した。

「さすがは我が愛いとしの要君。察しがいいね。僕の手足として動くエージェントが少なくなるかもしれない、というかなり重要な話だ」

「はあ。そりゃ……」

　そうだろうな、と適当な相あい槌づちを要が返すより早く、

「僕としては、君に去られるのは断腸の思いなんだけどね」

　とコーメイは言った。

「……は？　なんのこと？」

　要は顔をしかめる。

「順を追って話した方がいいね」アサイアスが発言した。「まずは、月の話からだ。つい最近、五つの月のうち四つが接近するという現象が見られた。ご存じの通り、月の軌道は、それぞれの引力の影えい響きようを受けて、摂せつ動どうする。軌道がずれるってことだ。これが、天体二つの接近ならば、その結果を計算ではじき出せるんだけど、三つ以上がからむと途と端たんに難しくなる。四つとなったら、完全にお手上げだ。だからこういう時は、摂動発生後の月の軌道を観測して、計算をし直さなきゃならないんだ」

「だから、天球儀は現在調整中、というわけね」

　アッシュの言葉に、アサイアスは頷く。

「そういうこと。で、ここからが本題なんだけど──こんな現象は、たまにしか起きない。調べてみたら、前にこれだけの衛星接近が発生したのは、二十五年前らしい。その時期のことを書いている書物を色々当たってみたところ、どうやら、その直後の時期に妙なゲートが発生したそうなんだ」

「妙なゲート、とは？　なにか変なものでも墜おちてきたのかよ」

「逆」とアサイアス。「普ふ通つうのゲートは、人を──日本人をイセス・メリアに吐はき出す。ところが、その時期に現れたゲート──グレートゲートって呼ばれていたみたいだけど──は、イセス・メリアの人間を吸い込んで、どこかに飛ばしてしまったみたいなんだ」

「……なに!?」

　要は息を吞のんだ。

「それって、まさか……!?」

「グレートゲート発生時に、その場に居合わせた人間は、ゲートの向こう側に、明らかにイセス・メリアではない、異界の街並を見み出いだしたとされている。巨きよ大だいな立方体の建築物が建ち並ぶ、立派な文明を持っているであろう国の風景を、ね」

「日本か」要は、恐おそる恐る言った。「もしかして、日本に戻もどるゲートだったって言うのか」

　ライセも、そしてアッシュも、アサイアスの言葉を待つ。

「確言はできない」アサイアスは慎しん重ちようだった。「けれども、可能性はすごく高いんじゃないか、な。今、僕は軌き道どう計算のやり直しをしているんだけど──計算が正しければ、近日中に、大規模なゲートが発生する。それは間違いない。複数のゲートが、同時刻同位置に生まれて、一つの大きなゲートを形成するはずなんだ。こんな現象、僕は初めて見るよ」

「つまり、二十五年前同様、日本に帰ることのできるゲートが発生する──そう言いたいのね？」

　神しん妙みような表情で、アッシュは問う。

「可能性は高い、とだけ言っておこう」コーメイが答えた。「まあ、僕は、グレートゲートの発生を前提として、色々考えている。様々な問題が出てくるからね……。まず第一の問題は、この件、おそらくはアリメルドも算出を済ませ、グレートゲート発生を見込んでいるだろうという点だ」

「……そうでしょうね」

　押し殺した声で、アッシュは認めた。

「グレートゲートが発生したら、アリメルドは日本へ帰るだろう。彼の第一目的は、日本への帰き還かんを果たすことだからね。しかしそれを見過ごしては、アッシュ、君の目的は果たせない。……僕は、同盟の功労者たるアッシュの願いを無視するほど薄はく情じようじゃない。だから君には、アリメルド追つい撃げきの任を与あたえようと思う。ラストチャンスになるかもしれないよ」

「……今回ばかりは、あなたに礼を言うわ」

　コーメイを睨にらみながら、アッシュは言った。

「やる気満々そうで、結構だ」

　アッシュの視線を、コーメイは薄うす笑わらいで受け止めた。

「第二の問題は、要、そしてライセ、君達だ。もちろん君達には、アッシュと共にアリメルド追撃の任についていってもらう。そこでおそらく、グレートゲートの開放に立ち会うことになるだろう。……君達は、どうするつもりかな？」

「帰りたいです！　帰れるものなら帰りたいと思います！」

　ライセは、思わず腰こしを浮うかした。

　が、あまりに力ちから一いつ杯ぱい主張するのは、アッシュに対して失礼かと思ったか、

「……ま、まあ、アッシュにはよくしてもらってますけど……」

　と、フォローを入れる。

「気にすることはないわ」アッシュは言った。「故郷に戻りたいと思う気持ちは、ごく当然でしょ。私に義理立てすることなんてないわ。それより──」

　す、とアッシュは要へと視線を滑すべらせる。

「あなたはどうなの？　要」

　水を向けられて、要は──

「……俺は、……」

　言い淀よどんだ。

　同盟のエージェントとしての活動が忙いそがしかったこともあって、まるっきり頭の中から抜ぬけ落ちていた──日本に帰りたいかどうか、なんて。

　イセス・メリアに墜ちてきた直後ならば、すぐにでも「帰りたい」と主張したところだ──ライセのように。

　だが、今は、どうか。

　気持ちを整理すべく、しばし考え込んでいると──

「帰りたいんでしょ？」

　妙みようにきつい調子で、アッシュは言った。

「あなたも、私に義理立てすることはないのよ？」

「な……なんだよ」

　冷水を浴びせるような物言いに、要もいきり立つ。

「ンなこと、一言も言ってねえだろうが」

「だ……だったら、こっちに残りたいってすぐに言えばいいでしょ？　言い淀むのは、言えないことを考えているって証しよう拠こよ」

　アッシュの物言いは、にべもない。

　なんでこうも冷たく当たられるんだ──そんな思いが、要を喧けん嘩か腰ごしにする。

「な、なんなんだよ、アッシュ！　アレか、おまえは俺を追い出したいのか!?」

「そんなことは言ってないでしょ！」

「いーや、今のは、俺に帰れ、出て行けって言ってるのと同然だぜ！」

「あー、痴ち話わ喧げん嘩かはその辺にしてくれないかね」

　見かねてコーメイが口を挟はさむと、

「どこが痴話喧嘩だ！」

　要とアッシュは声をハモらせてツッコミを入れた。

「フッ」コーメイは小さく笑う。「君達が言い合うとは珍めずらしい。それとも、外面をよくしているだけで、実は家の中ではしょっちゅう言い合いをしているのかな」

「そんなことはないはずなんですけど……」

　ライセが、苦笑を浮かべて場を取り繕つくろう。

「問題が、もう一つあるんだ」アサイアスが言った。「グレートゲートの発生地点なんだけど……」

「そういえば、それを聞いていなかったわね。どこなの？」

「なんか、とんでもないところなのか？　ベタイゴイツェのど真ん中とか」

　アッシュと要が、次々に聞く。どちらも、声の固さを和やわらげようとしているが、あまりうまくいっていない。

　とばっちり以外の何物でもないが、アサイアスは心を強くもって、二人と向かい合う。

「要君、いいところをついているね。でも、ベタイゴイツェの『ど真ん中』じゃない。……その……」

　少しためらってから、アサイアスは地名を告げた。

「ザールバインなんだ」

「……!!」

　びくり、とアッシュは反応し、身を固くした。

「…………？」

　明らかに異常な態度だった。要とライセは、思わずアッシュを見つめる。

「……ザールバイン……？」

　低い、絞しぼり出すような声で、アッシュは呟つぶやいた。

「それは……」

　どこなんだ、と要が問いかけようとすると、

「ベタイゴイツェの領地だよ」コーメイが先回りして言った。「かつては大公国だったけど、姻いん戚せき関係によって王国と一体化している。王族の離り宮きゆうザールバイン城があることで有名かな」

「王族の離宮ね……。アッシュにとっては、思い出の地ってことか？」

　やや冗じよう談うだんめかして要が言うと──

「…………」

　ギッ、とアッシュは無言でにらみ返した。

「う…………!?」

　深い憎にくしみのこもった、氷のような視線を受けて、思わず要は身を引いた。

「い……一体どうした」

　要の言葉に、アッシュはふと我に返り、

「あ……い、今のは悪かったわ」

　謝って、あさっての方向に目を向ける。

　嫌いやな空気が、観測室内を満たした。

「あー……まあ、とにかく……」

　おずおずと、アサイアスはアッシュ達に言葉をかけた。

「そういうわけで、アッシュ、君はザールバインに行くんだ。……宿願を果たして欲しい。これは、我が父ダラスの意志でもある」

「あ……ありがとう、ございます」

　心ここにあらずという調子で、アッシュは頭を下げた。

「グレートゲートの正確な出現場所と時間を割り出すのに、もう少しかかりそうなんだ。だから、答えが出たら、後で改めて君達に伝えに行く。……そのうち、僕は前線の視察に行くことになっていてね。その時、寄っていくよ」

「その際には、僕もついていく」コーメイが言った。「期待しているよ。要がアッシュを捨てて、僕になびいてくれることをね」

「その可能性は絶対にないから、安心してくれ」

　静かに、要は吐はき捨てた。







「……いやはや。このような形で、この場に舞まい戻もどってくるとは思ってもみませんでしたな」

　広い石いし畳だたみの道を踏ふみしめながら、アリメルドは呟いた。

「そうでしょう。私も、このような形で、あなたとともにこの道を歩くことになるとは、思っていませんでした」

　アリメルドの前を行く女性が、応じて言い返す。

　女性の名は、ヘイルメリー。

　ヘイルメリー・ヴァンドーム・デス・ベタイゴイツェ。

　ベタイゴイツェ王国の第一王女にして、摂せつ政しよう。現在、事実上の国家最高権力者の座にある人物である。

　ヘイルメリーとアリメルドは、離宮ザールバイン城の庭を、二人で歩いていた。

　護衛の人間は、一人としていない。立場ある人間にしては不用心な振ふる舞いではあるが、二人とも優すぐれた引導士ハイダイバーだ。両者ともに、二枚のソールドを伴ともなって、移動している。

「それにしても……一体どういう風の吹ふき回しですかな。私と直々に会って話がしたい、とは」

　不安の気配を顔に張り付けたまま、アリメルドは歩き続けている。

「さあ……あの人の考えは、私の想像の及およびつかないところにありますので」

　一方で、ヘイルメリーは表情を変えず、迷うことなく進み続ける。

　二人の進む先にあるのは、まばらな林と、林の中に建つペンションのような家。異邦人オーバージーの建築士に依い頼らいして作らせたものである。そこそこに立派なたたずまいだ──が、母おも屋やたるザールバイン城に比べれば、あまりに小さい。

「ここはもしかして、あの東あずま屋やがあったところではありませんかね」

　推測をアリメルドが口にすると、

「その通り」ヘイルメリーは認めた。「あなたが逃とう亡ぼうしてから、建たて替かえたのですよ」

　玄げん関かん扉とびらを開き、家の中へ入って、リビングに続く扉とびらを叩たたく。

「ヘイルメリーです。入ります……」

　ヘイルメリーに続いて、アリメルドも室内に足を踏み入れ……

「……う……？」

　目を疑った。

　リビングは、ピンク色一色の空間として装そう飾しよくされていた。

　壁かべもピンク、床ゆかの敷しき物ものもピンク。

　そして、部屋の中央に、二人の人間がいる。

　一人は女性。ほぼ全ぜん裸らの女性が、目め隠かくし、ギャグボール、首輪だけ身につけて、四つんばいになっている。

　もう一人の男性は、その女性の背に、腰こしを下ろしていた。

　ピンク色のズボンをはいているだけで、上半身は裸はだか。灰色の髪かみを長く伸のばしている。

　見た目は壮そう年ねんといったところだが、その割に身体からだは引き締しまり、筋肉が盛り上がっていた。

「おお……来たか……」

　ヘイルメリーとアリメルド、二人の姿を認めると、男は首を右へ九十度曲げた。

「アリメルドをお連れしました──父上」

　そう言って、ヘイルメリーは男性に頭を下げた。

「お……お久しぶりでございます、国王陛下……」

　続いて、アリメルドも頭を下げる。

　この男性こそ、オルランド・ヴァンドーム・デス・ベタイゴイツェ──ベタイゴイツェ国王。

「……ああ……久しぶり、ということになるのかな、アリメルド……」

　オルランドの声は、妙みように甲かん高だかく、そして間延びしている。

「はて……整形でもしたかな……昔と顔が違ちがうような気がするんだけど……」

「失礼ながら、整形などしておりませんよ。私の顔は、昔からこのままでございます」

　内心、恐きよう々きようとしながら、アリメルドは訂てい正せいした。

　今回の拝はい謁えつは、オルランドのたっての希望によるものだった。この拝謁のために、国軍の最高司令官たるヘイルメリーもわざわざ「数日間、離り宮きゆうで静養する」という名目のもと、アリメルドと父を会わせるためにやってきたのである。

　国王にどのような意図があるのか、アリメルドにはまるで想像もつかなかった。

　オルランドは、弱じやつ冠かん十八歳で父から王位を継ついだ。長ちよう兄けい故、ごく当然の継けい承しようだったが、宮きゆう廷てい内には、ひょろりとしていかにも意志の弱そうなオルランドよりは、成人する前から既すでに王の威い風ふうを備えている弟の方が王位にふさわしいのではないか、と見る向きもあった。そこに、王位継承順位は低いが野心は大きい親しん戚せき筋の王族らが乗っかって、宮廷はあっという間に陰いん謀ぼう劇の舞ぶ台たいとなった。

　が、この陰謀劇に勝利を収めたのは、オルランドだった。その見た目からは想像できない苛か烈れつさを発揮し、敵対する者をことごとく排はい除じよした。謀む反ほん人は一族皆みな殺ごろしにして晒さらし、同腹の弟すら手に掛かけ、殺した。そのやり口、見せしめの凄せい惨さんさは、王国の民全すべてを震ふるえ上がらせたものである。

　しかしやがて、オルランドは政争に飽あき、まつりごとにも興味を失った。ある時、摂政に全権を譲ゆずることを宣言して離宮にこもり、以来悠ゆう々ゆう自じ適てきの生活を送っている。

　今は、一ひと頃ころの苛烈さは影かげを潜ひそめている──が、噂うわさでは、時々かつてのようなえぐいことを思いつきでやらかす、とも聞く。

　ヘイルメリーですら、父がどういうつもりであるかわからない、という。

　これから何が起きるのか、まるで読めず、アリメルドはただ緊きん張ちようするしかなかった。

「……そうかね……そうだったかね？　まあ、どうでもいいことだ……おまえがアリメルドだと言うのなら……」

　オルランドは立ち上がり、アリメルドに歩み寄った。

「…………」

　内心の動どう揺ようを押さえつけながら、アリメルドは直立して、待つ。

「……まず、言っておかなければならないことがある……」

　至近距きよ離りでオルランドは立ち止まり、アリメルドの目をのぞき込んだ。

「……なんでしょう」

　あまりに近すぎる距離に戸と惑まどいながら、アリメルドは見返す。

「ルクレツィアを殺した件だ……」

　す、とアリメルドの顔から血の気が引いた。

　単刀直入すぎる言葉に、完全硬こう直ちよくする。

　オルランドは──アリメルドの手を取った。

「是ぜ非ひとも直接会って、君に礼を言いたかったんだ。ありがとう……」

「…………」

　アリメルドは、二度ほど瞬まばたきした。

「な……なんですって？」

　自分の耳を疑い、聞き返す。

「ありがとう……と言ったんだ」オルランドは繰くり返した。「私は、ルクレツィアがとても苦手でね……あの美しい顔の下に隠かくれていたのは、強きよう烈れつ極きわまりない権けん勢せい欲よくと物ぶつ欲よくだった。アレをあのままにしていては、私に平安の日は訪おとずれない……そう思っていたから、ルクレツィアが殺された時は飛び上がって喜んだものだよ……。だから、君にはいつか、礼を言わなければならないと思っていた……」

　手を強く握にぎりしめて、オルランドは謝意を示した。

「アンリエットが死んでしまったのは残念だが……ま、ルクレツィアを葬ほうむるためのコストと考えれば、やむなしだ。その件に関して、私はこれっぽっちも怒おこってはいない。……そのことを君に伝えたかったんだ……」

「さ……さようでございますか。ありがとうございます」

　脱だつ力りよくしながらも、アリメルドはどうにか頭を下げ、謝意を示した。

　なんたる無関心か──内心で、アリメルドは愕がく然ぜんとする。自分も人のことはあまり言えないが、妻と娘むすめを殺した相手に対し、このようなことを言ってのけるとは、他者に対してあまりにも無関心すぎる。

　一見穏おだやかな人物にも見えるが、その実、人の道を大きく踏ふみ外はずしたとんでもないモンスターなのではないか。

　底が見えないだけに、恐きよう怖ふはいやます。

「それはそれとして……今日、君を呼んだのは、他ほかでもない……」

　オルランドはアリメルドから手を離はなした。

「……聞いたよ。ここの近所に、グレートゲートが発生するんだって……？」

「その通りです」

　アリメルドも、グレートゲートの出現に関しては、既に算出済みだった。

「私は、いつの日か日本に帰ることを夢見て、流る浪ろうの旅を続けてまいりました。この期を逃のがさず、イセス・メリアからおいとましようと考えております」

「そうか……そうかね。君ほどの優すぐれた占せん星せい術じゆつ師は他にいない、と聞いている。残念だが……仕方ないな」

　オルランドは、今度は左に首を傾かたむけた。

「ところで……いまだに、アシュラータは君を追いかけているそうだな……」

「そうなのですよ」アリメルドは認めた。「彼女だけは、いまだに私を仇かたきと見定めておりましてね。きっと向こうもグレートゲート発生の情報をつかみ、この地へやって来ることでしょう。私を殺す、最後のチャンスと考えて、ね。だからこそ、もしよろしければ、わずかでも私に力を貸して頂きたいのですが……」

「そうそう、それ」

　薄うすい笑えみを、オルランドは浮うかべた。

「そのことを言いたかったんだ……。私とて、恩を返すということがいかに大事か、わかっている……。去りゆく君に酬むくいるためにも、手を貸そうじゃないか……その話」

「本当ですか！」ぱっとアリメルドは顔を明るくした。「ありがとうございます」

「私もね……なんとなく、アシュラータが恋こいしいと思っていたんだ。親と子は、一いつ緒しよに暮らした方がいい……わかるだろ？　だが、ヘイルメリーは国政で忙いそがしい以上、ともに住んではくれない。となると、私が頼たよれるのは、もうアシュラータしかいないのだ……」

「そのあたりは、国王陛下の思うがままにしていただきたいと存じます。私としては、グレートゲート発生の時まで、アシュラータ君を抑おさえて頂ければ、それで構いませんので」

「……うむ。安心して構えていたまえ。……今の話、聞いていたな？　ヘイルメリー」

「はっ」

　表情を変えず、ヘイルメリーは応じた。

「……アシュラータを捕つかまえるための態勢を、整えるように……。必ず生かして連れてくるよう、部下達にはよく言い含ふくめておけよ……？　感動の親子対面という時に、娘が上半身だけしかなかった、なんてことになると……半日くらい、酷ひどい気分になるだろうからな……」

「わかっております」

　ヘイルメリーの返事を受けて、オルランドは椅い子す──女性の背に、腰こしを戻もどした。

「よろしく頼たのむ……吉きつ報ぽうを待っているぞ……？」

　言いながら、女性の尻しりをぺちんと叩たたく。焼き印が刻み込まれている尻を。

　女性は、声にならない悲鳴を上げた。




「……ほっとしました」

　帰り道、アリメルドは正直な気持ちを、ヘイルメリーに漏もらした。

「あなたは運がいい」

　正面に建つ城に視線を固定しながら、ヘイルメリーは応じた。

「どうやら、今日の父上は機き嫌げんがよかったようですね。機嫌が悪かったら、あなたの顔を見た途と端たんにソールドを投げ込まれていたかもしれません」

「……それはそれは」

　短く、アリメルドは神経質に笑った。

　一方で、ヘイルメリーの機嫌は、極きわめて悪いようだった。父のあのような姿、物言いを見せつけられて、機嫌が良くなる道理はないな、とアリメルドは解かい釈しやくする。

「……あなたが異世界に帰りたいというのであれば、私は止めはしません。ただ一つ、できることならば、この世界を去る前に、アシュラータの始末をつけていただきたいのです」

「始末？　それは──」

「必ずしも、殺せということではありません。父上の言う通り、ザールバインで幽ゆう閉へいするのもいいでしょう。ただ、あの子がこのまま好き放題にしていることを、許すべきではないと言っているのです。ベタイゴイツェの血をうけた者が、よもや反メドラニカ勢力とつるむなど……。任せます、アリメルド。……それでは、私はこれから仕事がありますので」

「仰おおせのままに」

　アリメルドは神しん妙みように頭を下げた。

　ヘイルメリーと別れ、アリメルドは城裏手の庭園、東あずま屋やがぽつぽつと建っている芝しば生ふエリアへと向かう。

　とある東屋の屋根の下に、

「……よう！　五体満足で帰ってこられたみたいだな！」

　兎と々と木ぎはいた。手を振ふって、アリメルドの注意を惹ひく。

　兎々木周しゆう人と──三ヶ月ほど前、日本からイセス・メリアに墜おちてきて以来、アリメルドのそばについて行動している異邦人オーバージーである。墜ちてくる以前は高校生だったが、引導士ハイダイバーとしての才能は非常に高く、既すでにあちらこちらの戦場で赫かつ々かくたる戦功を上げている。

「いやはや、幸運に恵めぐまれたようだ」

　アリメルドは、ことさら胸をなで下ろしてみせた。

「予想外に温かく迎むかえ入れてもらえた……と言っておこう。どうやら、我々は、国王陛下の機嫌を損そこねることなく活動することができそうだ」

「そいつはよかった。これで俺達、日本に帰れるんだな？」

「そう断定するのは気が早い」アリメルドはたしなめた。「まだ、過か剰じような期待をしてはいけないよ。計算は間ま違ちがっていないだろうが、二十五年前の言い伝えが間違っている可能性はある」

　もっとも、アリメルドも期待に胸を高鳴らせている──今度発生するゲートは、積年の夢をかなえるゲートだ、と。

「おいおい、期待するなってか？　そりゃ無理だろ」

　兎々木は肩かたをすくめた。

「このクソッタレな世界に墜ちてきて、絶望の毎日を送っていたところに、日本に帰れるってニュースが飛び込んできたんだ。喜ばずにいられるか、っての」

「絶望の毎日……？　私には、君はいつも喜び勇んで前線に行って、敵軍兵士を殺しまくることに楽しみを見み出いだしているように見えたがね」

「いやいや。人を殺さなきゃ生きていけないなんて、絶望的な生活だろ？」

　ニヤリ、と兎々木は笑った。

「個人的には、君はイセス・メリアに完全適応しているように見えるがね。こちらに居残れば、優ゆう秀しゆうな引導士ハイダイバーとして気ままに生きていけると思うが──まあ、故郷に帰りたいと思うのも当然ではあるな」

「そうだよ。あんたこそ、占せん星せい術じゆつ師として名をなしているのに、それでも日本に帰りたいんだろ」

「フッ。それもそうだ」

　と応じて、アリメルドは後方を指さした。

「そろそろ行こう。衛兵団と打ち合わせの時間だ」

「もうそんな時間かよ。もうちょっと庭園を眺ながめていたかったけど、仕方ねえな」

　兎々木は面めん倒どうくさそうに答えて、腰を上げ、東屋の外に出──引導術を発動した。

　アリメルドも地を蹴けり、一いつ旦たん頭上に墜ちてから、軌き道どうを曲げ、ザールバイン城の真下に広がるザールバインの街へと向かっていく。







「わしは……今いま更さら、日本に戻もどろうとは思わんがね」

　戻ってきたアッシュ達から話を聞き終えると、芝しば草くさ十じゆう蔵ぞうは開口一番、そう言った。

「……そうなんですか？」

　要、ライセにとっては、意外な言葉だった。

「イセス・メリアに墜ちてきてから、もう長いからな」しみじみと、十蔵は語る。「もう、こちらの土に骨を埋うずめた方がよい、と思っているよ。日本では、わしはもう死んだことになっているだろうしな」

「その辺はどうとでもなると思いますけど」

　要は言ったが、十蔵は首を振った。

「仮に向こうに戻れたとして、年老いたこのわしが生きていけると思うのかね。この年、この足では雇やとってくれるところはないだろうし、未み払ばらいである以上年金も期待できない。今更日本というせちがらい場所に戻り、あくせく働きながら死ぬよりは、この場所で悠ゆう々ゆうと暮らす方がよいわ」

　言い切って、大笑いする。しかしすぐに表情を改め、

「だが、おまえらなら、日本に戻るのもありだろう。まだ若いんだ、なんだってできるだろうさ」

　と、二人に助言する。

「……二人とも、帰る気満々だそうですよ」

　あらぬ方向から、アッシュが口を挟はさんできた。妙みようにイヤミな調子で。

「あのな、アッシュ！」要は声を叩たたきつける。「俺は帰りたいだなんて一言も言ってねーぞ！　そんなに俺を追い出してーのかよ！」

「追い出したいなんて一言も言ってないわ！　勝手な解かい釈しやくしないでくれる!?」

　言い合って、アッシュと要はにらみ合う。

「……やれやれ」

　メティスは、頭を抱かかえた。

「時間が解決すると思ってたけど、二人ともますますいがみ合ってるじゃないの」

「すいません」ライセが頭を下げる。「私がナイスジョークを連発して場を和やわらげることができたなら、お二人とも仲直りできていたんじゃないかと思うんですけどぉ、──」

「ライセは悪くないよ。悪いのはあの二人だって」

　メティスは要とアッシュを繰り返し指さした。

「いやいや、悪いのは向こうだって！」

　要とアッシュは、それぞれお互たがいを指さした。そして、ますますにらみ合う。

「…………」

　メティスは言葉を失った。が、すぐに気を取り直して、

「それよか、グレートゲートが開くのがザールバインだなんて、皮肉なもんだね」

「…………そうね」

　渋じゆう面めんを、アッシュは作った。

「ただ単に、家族と顔を合わせるのがつらい……ってだけじゃ、なさそうだな」

　要の言葉に、

「あたしから言うよ」

　と、メティスが説明役を買って出た。アッシュの妹、アンリエットがアリメルドに殺された場所が、ザールバイン城であることを、要とライセに語る。

「……やっぱりそうか」

　説明を聞いて、要は納なつ得とくした。

「そんなこったろうと思ってた。アッシュがムキになる理由といえば、だいたい想像はつく」

「……そりゃどうも」

　ぷい、とアッシュはあさっての方向を向いた。

「ちょっともう、仲直りしなって」メティスが言った。「これから、力を合わせて、アリメルドの勝ち逃げを阻そ止ししなきゃならないって時に、仲なか違たがいしててどうすんの」

「いざとなれば、私一人でやってみせるわ」

　かたくなな態度を、アッシュは見せる。

「あのさあ。アッシュ、あんた、今まで何度要に助けられてきたと思ってんの？　悪くすれば死んでいたかもしれないところを、フォローしてくれたのは要じゃないか？　ムキになるなって。どうしちまったんだよ？」

　メティスは、半ば説教気味に言った。

「どうもしていない！」

　勢いよく、アッシュは立ち上がった。

「ちょっと気分が悪いから、私、部屋で寝ねてるわ！　食事の時間まで、誰だれも起こしに来ないでね！」

　一方的にまくしたて、大おお股またでリビングから出て行ってしまう。

「おい、アッシュ！　アッシュったら！」

　メティスが声をかけるも、アッシュの足を止めることはできなかった。

「……本当に、どうなってるんだ」メティスは首を傾かしげた。「あんな機き嫌げんの悪いアッシュなんて、見たことないよ」

「まったくさな」

　十蔵も同意を示す。

「要、あんた、アッシュになにかとんでもないことでもした？」

　メティスは、要に目を向けた。

「やっぱり、今朝のアレは、そういうこと？」

「ちげーよ！　そんな、──」

　反論しようとしたところ、メティスは要の首根っこを捕つかまえ、顔を寄せて、

「ここだけの話」小声で聞いた。「本当のことを教えてくれよ。誰にも言わないからさあ」

「俺は本当のことしか言ってねー！」

　普ふ通つうの声で、要は答えた。

「なんにもなかった！　目が覚めたらアッシュが横で寝てた、それだけだよ！」

「ほんとにほんと？」

「超ちようほんと！　合コンの翌日に目を覚ましたら隣となりで知らない女が寝てた、みたいな話じゃねーんだよ」
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「ふうむ……」

　しばらく、メティスは要の目をのぞき込んだ後、腕うでを放した。

「ウソ、ついてないっぽいね。……残念だなあ。何かあった方が、個人的にはおもしろかったのに」

「お前の興味を満たしてやる義理なんざ、俺にはねーよ」

　言い返して──要は、ため息を一つつく。

　たしかに、アッシュの様子は何かおかしい。

　アッシュになにかとんでもないことをしたのか、というメティスの疑問は、案外正しいのかもしれなかった。

「とんでもないこと」が何なのか、要自身がわかっていないというだけで。

「しかしまあ……気が重いな」

　悪い傾けい向こうだ。

　引導士ハイダイバーの戦いは、ほんの一いつ瞬しゆんの判断力が物を言う。生き残るためには、極力冷静でなければならない。怒いかり、焦あせり、動どう揺よう、恐きよう怖ふ──強い感情は冷静な判断を下すことを難しくする。

　結果、愚おろかな引導士は、空中で二枚下ろしになり、血の花を咲さかせることになる。

　今のアッシュの精神状態では、取り返しのつかないことにもなりかねない。

「……どうにかしなくちゃな……。どうにかできるのかどうか、まるで自信はねーけどな」

　呟つぶやいて、要は自分の後頭部を撫なでた。




「…………」

　リビングを出て、数歩歩いたところで、アッシュは壁かべにもたれた。

　どうしてしまったのか──アッシュ自身、わからなかった。

　あんな風に要に冷たくあたる理由なんて、何もない。

　なのに、心にもない言葉が、口をついて出てしまう。

　冷たい感情を、ぶつけてしまう。

「なんなのよ、これ……」

　考えれば考えるほど、アッシュの心は混乱する。

　意味ある答えが、見つからない。

「ううう……これはまずいわ……」

　完全に失調していることを、アッシュは自覚していた。

　こんな調子では、アリメルドと相対した時、まともに戦えない。

　それどころか、アリメルドにたどり着く過程で、無名の引導士ハイダイバーに足あし下もとをすくわれかねない。

　一ひと寝ね入いりすれば、もう少し心が落ち着くかもしれない──そう信じて、アッシュは自室へ向かった。重い足を引きずりながら。

























「う～ん……」

　大きな姿見の前で、要かなめは唸うなった。

　ザールバインへの潜せん入にゆうに備え、要は自室で変装を行おうとしていた。

　普ふ段だんならば、アッシュが勝手にしゃしゃり出てきて、要に女装を強要しているところである。

　しかし今回は、アッシュは口を出すつもりはないようだ。

　そこで要は、独力での変装を試みた。女装は避さけ、まるで別人みたいな男性になりかわる、という目標を立てて。

　幸い、アッシュの家には男性に変装するためのグッズも数多く備び蓄ちくされていた。アッシュ自身が男装するためのものである。

　それらのグッズを適当に見みつ繕くろい、要は様々な組み合わせを試ためしているところなのだが──

「……今ひとつしっくりこない……」

　長ちよう髪はつのカツラをかぶってみても、付け髭ひげをつけてみても、あるいは伊だ達て眼鏡めがねをつけてみても、どうにも不自然極きわまりない。変装というより、仮装だ。

　街角の人並みにうまいこととけ込める変装には、どうしてもならなかった。

　これならいっそ、やはり女装という手段に訴うつたえてみるべきでは、とも思うが──

　ぶるぶるぶる、と要は首を何度も振ふって、

「いや、そんなはずはない。何かぴたりとくる変装の仕方があるはずだ」

　自分に言い聞かせる。

「普ふ通つうの変装を諦あきらめて、女装という手段に甘えるってことは、あってはならねー……はず」

　いつの間にやら、女装することに抵てい抗こうを感じなくなってきている。

　このままでは、女装に悦よろこびを感じるような人間になってしまうのではないか──

　それは、重大な懸け念ねんだ。

「もうちょっとだ。もうちょっとでベストな答えが見つかるはずだぞ……」

　再び、要は変装行こう為いに没ぼつ頭とうする。変装グッズを取っ替え引っ替えして、姿見とにらみ合う。

　しかし──

「……おーい、要。どんな具合ー？」

　約三十分後、ノックと共にメティスが部屋に入ってきた時。

「……メティス」

　要は、散らかった変装グッズの真ん中で、四つんばいになってうなだれていた。

「……頼たのむ……今から女装するから、手伝ってくれないか……」

　そして、降こう伏ふくを宣言した。




「……あら」

　居間に入ってきた要を見て、アッシュは小さな声を上げる。

「結局、そういう格好にしたのね」

　メティスの力を借りて、要は少女の姿に変装していた。社会のやや下層に所属する、仕事にも就つかず昼間から街中をふらふらしている未成年の少女──というテーマで、メティスは見事なコーディネートをやってのけた。

「ああ、そうだよ。結局俺は、女の格好をする方が似合う男だよ。笑いたければ笑うがいいさ」

　ことさらに自じ虐ぎやく的な調子で言って、アッシュのツッコミをさそってみたが──

「……そう。まあ、似合っているわ」

　あまり興味なさそうに、アッシュは言い捨てた。

「…………」

　シュマルカルデン首都イルナバラから離はなれて数日。アッシュの怒いかりはとうに消え失うせていたが、代わりに冷れい淡たんさが取って代わっていた。理り不ふ尽じんな罵ば声せいを投げつけられることはなくなったが、重苦しい、面めん倒どうな状じよう況きようであることに変わりはない。

「……意外ですねえ」

　す、とライセが身を寄せ、小声で要に言う。ライセも要と似たようなテーマで変装を果たしていた。

「アッシュさんのことですから、要さんの女装を見た瞬しゆん間かんに大興奮すると思ってましたけど、……随ずい分ぶんおとなしいですねえ」

「大興奮って……まあ、そうかもな」

　要としても、アッシュがもう少しいい反応をしてくれるだろうと予期していたので、拍ひよう子し抜ぬけではあった。

「よお、アッシュ、そんな調子で大だい丈じよう夫ぶ？」

　メティスが声をかける。

「大丈夫、とは？　私はいつでも大丈夫よ」

　と言い返して、アッシュは立ち上がる。

　しばし、ぼんやりと立ち尽つくした後──

「……それじゃ、そろそろ行きましょうか」

　上の空、という感じで要、ライセに言う。

「……ああ、行こーぜ」

「行きましょう」

　アッシュの様子を不ふ審しんに思いつつも、二人は返事した。

　ふらり、とアッシュは家の外に出て、浮うき島しまのへりから、足あし下もとの光景を見み渡わたす。

　幾いく枚もの薄うすい雲の向こう側に、ザールバインの街並みは隠かくれていた。







　ザールバイン。

　ベタイゴイツェ家の離り宮きゆうがあることで有名な街だが、特とく徴ちようはそれだけではない。

　広い地上領を持ち、街を構成する浮島もそれに比例して大きい。地上領は豊富な農業生産力を持ち、都市部にはイセス・メリアでも有数の規模を誇ほこる農作物商品取引所がある。先物取引やら小豆あずき相場にて一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらう手合いが出入りする、なかなかに騒そう々ぞうしい街だ。

　それ故ゆえに、アッシュからすれば、比ひ較かく的てき潜せん入にゆうしやすい街ではあるのだが──

「……なんなのよ、これ」

　ザールバインの街に入って五分も経たたずに、アッシュは潜せん入にゆう作戦の難易度の高さを思い知らされるハメになった。

「おいおい、マジかよ」

　建物の壁かべに手を当てて寄りかかり、要は張り紙をじっと見つめる。

　手配書だ。

　手配書に描えがかれている似顔絵は、全部で三人分。

　アッシュ、要、そしてライセである。

　似顔絵の下には、三人の名前と、各おの々おのの外見的特徴、そして賞金額が記されている。

　額は、目を疑うほどに高い。

「これはすごい額ですねえ」吞のん気きな声を、ライセは漏もらした。「思わず自首したくなりますね。私が賞金をもらえるならの話ですけどぉ……」

「それはやめておけ。ここを見ろ」

　手配書の下の方の部分、特記事じ項こうを要は指さした。

「アッシュは生かして連れてこいとあるが、残り二名は生死を問わずということになっている」

「おわ。マジですねぇ」

「……私だけ？」

　要の指し摘てきに、アッシュは眉まゆをひそめた。

「ああ。向こうはなんとしてもおまえを捕つかまえたいみてーだぜ。よく見るとアッシュだけ賞金額高いし」

　壁に沿って、要は視線を滑すべらせる。

　約二メートル間かん隔かくで、手配書は貼はられている。

　どこまでも果てしなく、手配書の列は続いていた。

「そうみたいですねえ……」

　後方を、ライセは振り返る。

　反対側の建物の壁にも、異常としか言いようのない枚数の手配書が、これでもかとばかり並んでいた。

「…………おああ……」

　アッシュは頭を抱かかえて、壁に寄りかかった。

「アリメルドが本気を出してきたってこったな」要は言った。「まあそりゃ向こうも、日本への帰き還かんがかかってるとなりゃ、マジになるよな」

「……そうね」アッシュは認めた。「これは、アリメルドの仕し業わざね。間ま違ちがいない……」

「きっとそうですよ。こんなことも書いてありますし」

　ライセが、別の特記事項を指さす。

　要は顔を寄せ、文を読み上げた。

「えー……『八やつ浦うら要は女装癖へきを持つため、女性の衣装を身につけて周囲の目を欺あざむいている可能性あり』……うるせーよ！　大きなお世話だ！」

　こんなことならやっぱり自力で変装を果たすべきだった、と要は後こう悔かいした。

「ここまで狙い打ちされているとは、困りましたねえ」

　ライセは、先せん輩ぱい二人に問題を提起した。

「これだと、私達が三人で歩くことすら危険じゃありませんか……？　人の目を惹ひく恐おそれ大ですよぉ」

「まったくだ」要は認めた。「一いつ旦たん退くか？　変装をやり直した方がいいかもしれねーぜ」

　アッシュとライセが男装すれば、この手配書の記き載さいを欺くことができるのではないか、と要は提案するが、

「その必要はないわ」

　冷たく、アッシュは提案を切り捨てた。

「いちいち家に戻もどって、着き替がえをする時間も惜おしい。この程度のことで慎しん重ちようになりすぎるのは、臆おく病びよう者よ」

「……俺が臆病者だと言いてーのかよ」

　カチンときて、要は言い返した。

「図星を言い当てられて、怒おこってるの？　情けないわね」

　売り言葉に買い言葉、とばかりアッシュも語気を荒あららげる。

「待って下さい！」素す早ばやく、ライセが割り込んだ。「ここは敵地ですよぉ。騒さわいで人目を惹いたら元も子もありませんってば」

　真っ当な指摘に、要もアッシュも黙だまり込んだ。敵意も露あらわに、にらみ合う。

「……まあ……ライセの言うことは、わからなくもないわ」

　先にアッシュが折れた。視線をあさっての方向に向ける。

「三人で行動するのはよくないわね。二手に分かれた方がいいんじゃないかしら」

「同感だ」

　要は応じて、すっと一歩退いた。

　そして、要とアッシュは、ライセをじっと見つめる。

「……えーと、要とアッシュのどちらについていくか、私が決めろってことですかねえ……」

　板いた挟ばさみな状じよう況きように陥おちいったことを悟さとったライセは、しばしの間、しかし大いに迷い──

「……すいません、私、アッシュについていこうと思います」

　アッシュに肩かたを寄せた。

「……まあ、いいだろ。俺は一人で歩いてくるさ」

　小さく息をついて、要はライセの選せん択たくを認めた。

「それじゃあ、ここで別れましょう。何かあったら、私の家に戻るように」

　アッシュは事務的に告げた後、要に背を向けて歩き始めた。

「あ、おい……」

　要はアッシュを呼び止めようとして──道向こうから、二人連れの衛兵が歩いてきたのに気がついた。

「パトロールにも人員を割さいて手厚く対策、ってわけかよ」

　仕方なく、要も踵きびすを返し、反対方向へと歩き始めた。衛兵を始め、道を行き交かう人々の注意を集めないよう、ブラブラと。







　手配書は、ザールバインの隅すみから隅まで貼はり出されていた。

　農作物商品取引所を中心とする、ビジネス街の壁かべにも。

　高級住宅街に並ぶ街路樹にも。

　朝早くには市が開く広場の、噴ふん水すいの側そく壁へきにも。

　ありとあらゆる箇か所しよに、手配書は掲けい示じされている。

　これはむろん、ベタイゴイツェ国王という後ろ盾だてを得た、アリメルドの指導によるものである。

　このような、景観を大いに損そこねる行こう為いが、人々に受け入れられるはずがない。ザールバインの住人にとっては、迷めい惑わく以外の何物でもなかった。

　とはいえ、一応、国王の命令による措そ置ちである。国家最高指導者としての務めを放ほうり出し、実権を持たず、既すでに隠いん居きよ生活を送っている人物ではあるにせよ、王は王に違ちがいない。ほとんどのザールバイン人は、身内の人間数人に文句をぶちぶちとぶちまけ合う程度にとどめていた。離り宮きゆうが鎮ちん座ざする街だけあって、衛兵の優ゆう秀しゆうさは王国内でも一、二を争う。離宮警備のため、優すぐれた引導士ハイダイバーを多数かき集めているという噂うわさだ。

　そんな面々と敢あえてトラブルを起こしたがる人間は、そうはいない。

　正常な判断力さえ持っていれば、愚おろかな行いがいかなる結果をもたらすか、わかるものだが──




　ふらり、と一人の人物が、ザールバインの繁はん華か街がいの一角に現れる。

　ボロボロのマントに身を包み、フードで顔を隠かくしているものの、その身体からだの線から、女とわかる。

　そして、胸の盛り上がり方からは──ひとかどの引導士であろうことが見て取れる。カテゴリＦかＧか。

　女は、ゆらゆらと身体を揺ゆらしながら、歩く。見ている方が不安になってくる、幽ゆう鬼きのごとき歩調だ。

　飲み屋の壁と向かい合う形で立ち止まり──女は、壁に貼られた手配書を見やる。

　アッシュの似顔絵に、フードの奥の目は釘くぎ付づけとなり──

「……ゥ……アゥァ……アシュラータァァァァ……」

　不意に声を漏もらしたかと思うと、左手を伸のばし、力ずくで手配書をひっぺがした。

「……ゥアア！　殺ゥス！　ブチ裂さク……ッ!!」

　奇き声せいを上げながら、女は、果てしなく並んでいる手配書を片かたっ端ぱしから裂さいていった。

　まるで、傷ついて半はん狂きよう乱らんになった猿さるのような所作だった。人間が持ち合わせているべき理性の気配が、まるで感じられない振ふる舞まいだ。

「……おい！　暴れている奴やつがいるぞ！」

　当然、彼女の振る舞いは、道行く人々の好こう奇きの的となる。

　うっとうしい手配書を片っ端から剝はがしていく、という行為に内心快かい哉さいを叫さけぶ者もいないではなかったが、そのやり方が乱暴すぎる。誰だれかが通報に飛んでいき、ほどなくして衛兵二人組がやってきた。

「おい、そこの！　何をしている!?」

　衛兵は、武器を構えて、女に怒ど声せいを投げつけた。

　手に握にぎっているのは、ザールバインの衛兵に支給されている、槍やり型のソールドだ。細長い金属の棒で、中央部が太くなっている一方で、両りよう端たんは細く円えん錐すい状に絞しぼられている、というシンプルなものだ。先せん端たんは尖とがってこそいないものの、引導術の力を持って振るえば、人を二人三人とまとめて突つき通すことも可能。

　このソールドを見ただけで、常人であればすくみ上がり、喜んでお縄なわにつくものだが──

「ァゥゥ……！　死ナス……！　ォゥァァァッ!!」

　まるで声が聞こえていないかのように、女はひたすらに暴れ続ける。手を止める様子はない。

「制圧するぞ！」

　衛兵二人は視線を交かわし、実力行使に出た。

　ソールドの先端を交差させて、前進。女の胴どうに押しつけ、そのまま壁へ押さえつけようとする。

　が、女は──

「……ゥガァァ……邪じや魔ま……！」

　突とつ然ぜん反応して、地面を蹴けった。

　マントをなびかせながら、引導術を利用して大きくジャンプ。突き出されたソールドを飛び越こえて、

「……フゥァァ──ッ!!」

　右みぎ腕うでで、衛兵の頭を狙ねらった。

　ソールドで身を守る余よ裕ゆうはなく、衛兵は身を固め──

　衝しよう撃げき音。

　衛兵は、押し潰つぶされた。

　蛇じや腹ばら構造の提ちよう灯ちんが畳たたまれるように、小さく丸まる。

　頭部は一いつ瞬しゆんで地面に激げき突とつ、衝撃で粉ふん砕さいされた。

　スイカ割りのスイカのように。

「……な……!?」

　衛兵は、目を疑った。

　一瞬の出来事すぎて、何が起きたかすぐには理解できなかった。

　が、地面を染める赤い色、そして血の臭においが、理解を強しいる。

　ほんの一いち撃げきで、僚りよう友ゆうは殺されたのだ、と。

「……フィィ……ハァァ……！」

　女は、もう一人の衛兵に照準を定める。

　大の男を一発で圧殺した右腕が垂れ下がり、マントの下から見えている。

「……なに……!?」

　衛兵は、驚おどろきの声を漏らす。

　それは、正確には、右腕ではなかった。

　義手。

　右腕の形をした、義手。

　ただし、女の元の右腕を模したものとは思えない。

　指らしきもの、肘ひじらしき関節もあるけれど──むしろこれは、太い鉄の柱。

　敵を撲ぼく殺さつするための鈍どん器き──ソールドだ。

「貴様ッ！」

　衛兵は、全力で鉄槍を突く。女の胸の真ん中を目がけ、殺すつもりで。

　女はくるりと身を翻ひるがえして、切っ先を避よけた。

　そのまま義手を伸のばして、衛兵の顔面を捕つかまえて──

「ゥゴァァァァ──ッ！」

　壁かべに、叩たたきつけた。

　義手の荷か重じゆうは、衛兵の頭ず蓋がい骨こつには耐たえられない大きさだった。

「…………!!」

　まともな悲鳴をあげることもできず、衛兵は頭を砕くだかれる。

　血と、頭蓋骨の内側に包つつみ隠かくされていたさまざまなものが、爆ばく発はつ的に飛び出した。

「ギャアァァ──ッ!?」

　遠巻きに見ていた野や次じ馬うまが、絶ぜつ叫きようする。

　恐きよう怖ふはあっという間に伝でん播ぱして、繁はん華か街がいはパニック状態に陥おちいった。ある者は悲鳴を上げ、ある者は血相を変えて逃にげ出す。またある者は状じよう況きようが見えず、突然発生した混こん沌とんにただ戸と惑まどう。

　その渦かち中ゆうにあって一人、混沌の元げん凶きようたる女だけは、落ち着いたものだった。

「……ゥゥゥ……アシュラータ……必ズ殺ス……！」

　顔に浴びた返り血を拭ぬぐった後、女は再び、手配書剝がしに没ぼつ頭とうし始めた。







「さて……参った」

　一人でザールバインの街並みを闊かつ歩ぽしながら、要はひどく悩なやんでいた。

　アッシュの調子がいまだにおかしいのも問題だが──今は、それは置いておく。

　大事なのは、アリメルドに関する情報を探す、という目的を遂すい行こうすることだ。

　ただ──目的遂行のため、いかなる手段に打って出るべきか。

　それがわからない。

「よく考えたら、こういう仕事の時は、アッシュの尻しりにくっついて歩いているだけだったからなあ……」

　イセス・メリアに墜おちてきて、アッシュと行動をともにするようになってから既すでに半年くらい経つ。

　半年間、何を見て、何を学んできたのか。

　学習の結果を発揮する時が来たようだ。

「しかし……う～ん……まず、たった一人で出歩くってのが怖こわいよな」

　要は、軽く腹部を撫なでた。上着の内側に、携けい帯たい用の小型ソールドを仕込んではいる。が、自分の身を守る武器は、それだけだ。

　不安極きわまりない。

　一いつ旦たん家に戻もどり、メティスを連れて来た方がいいのでは──とも思うが、あとでまたアッシュに理り不ふ尽じんななじられ方をするのではないか、と考えると二の足を踏ふんでしまう。

「やっぱり自力でどうにかすっか。クソ。おのれアッシュめ……」

　ブチブチと文句を垂れながら、要は周囲を見て回る。

　レストランやら軽食屋が建ち並ぶ街区だった。街路樹の陰かげにオープンテラスの席が並んでいて、多くの客が食事をとり、コーヒー、紅茶をすすっている。

　世間話に興じている中年男性のグループに割り込んでみるか、と要は心を決める。イセス・メリア人は、見知らぬ相手でもあっさりと受け入れ、政治談義の中に加えてしまうという気さくさがある。特にアッシュみたいな美少女であれば、なおさらだ。

　アッシュ並みとは言わないにせよ、俺だってそこそこいけるはずだぜ──と、足を踏み出した時。

「…………？」

　ふと、どこからか流れてきた鼻歌が、要の意識を刺し激げきした。

　馴な染じみのある旋せん律りつだ、と思った、次の瞬しゆん間かん──

「……疎そ開かいライダーアバドンのオープニングテーマ！」

　曲名を叫さけんで、咄とつ嗟さに振ふり向いた。

　喫きつ茶さ店てんとおぼしき店の店頭で、アイスレモンティーを飲んでいる男女が二人。

　鼻歌を歌っていたのは、男の方だった。

「よう、要」

　手を高く掲かかげて、男──竹たけ内うち神しん護ごは要を手招きした。

「ここの紅茶、結構うまいぜ！　来いよ、有名人！」

　その隣となりで、少女──大おお間ま可か憐れんは笑え顔がおを浮うかべた。




「……そうか。神護と可憐……エレナも、グレートゲートに引き寄せられて、ここに来たのか」

　神護達の話を一通り聞いて、要は納なつ得とくの相あい槌づちを打った。

　竹内神護と大間可憐。要と一いつ緒しよに日本からイセス・メリアに墜ちてきたものの、様々な経けい緯いの末、今は反王国ゲリラ組織「平原の民たみ」に身を寄せ、活動している二人である。

　要が所属する同盟と、平原の民とは、反王国という一点で一いつ致ちしており、比ひ較かく的てき良好な関係を保っている。その思想には大きな開きがあるため、お互たがいとも相手を信しん頼らいできる味方とまでは思っていないが、王国という強大な敵に対たい抗こうするため、消極的に手を結んでいる。

「そういうことだ。日本に帰れる可能性があるのなら、見み逃のがすわけにはいかない」

　落ち着いた口調で、神護は語る。

「グレートゲートが開くのは二十五年ぶりなんだろ？　ってことは、これを逃のがしたら、次に帰るチャンスは二十五年後ってこった。そんなに待てるかよ」

　対照的に、可憐は陽気で砕けた調子で、言葉を発する。

「必ずしも二十五年周期だとは限らないが、まあ……オリンピックの開かい催さい頻ひん度どより低いであろうことは確実っぽいな」

　正確を期すように言って、神護は要を見やる。

「平原の民のリーダーの許可も取ってある。グレートゲートが開いた際には、そのまま日本に帰っていいってな。だが、帰る寸前まで、平原の民としての活動を続けるつもりでいる」

「平原の民に対する義理立てってことか」

「グレートゲートが期待はずれの代しろ物ものだった場合の保険でもある。それに、イセス・メリアを去るからといって、あとを濁にごしていくのはよろしくない」

「それもそうだ。おめーは本当に用心深いな」

「あらゆる悪いことを想定しておくと、あとで幸せになれる。こっちの世界で過ごすうちに学んだ教訓だ。まあ、無事に日本へ帰れることを望んではいるが……」

　とまで言って、神護は口を覆おおい、要の耳に寄った。

「……なによりも、可憐が限界に来ているっぽい」

「なんだと」

　思わず、要は神護と可憐を見やった。

「ん？　どうしたよ」

　視線を受けて、可憐は片眉まゆを吊つり上げる。

「男同士の密談だ。聞かない方がいいと思うぞ」

　神護は可憐にそう言ってから、再び要にささやく。

「最近、素すの可憐に戻もどることが多くなった。もう……精神的に、耐たえられないのかも」

「…………」

　もともと、大間可憐はまじめで内気、おとなしい女の子だった。

　が、イセス・メリアの情け無用な文明は、可憐の心を苛さいなみに苛んだ。唐とう突とつに訪おとずれる死、残ざん虐ぎやくな死、親しい人の死をあまりにも見過ぎたせいで、可憐の精神はある方法をもって自己防衛を果たそうとした。

　今、可憐は、自分が「秋あき篠しのエレナ」であると信じ込んでいる。事故死した、幼なじみであると。

　エレナという人格を装うことで、可憐はイセス・メリアに対応しようとした。エレナは豪ごう放ほう磊らい落らくにして快活、開けっぴろげで喧けん嘩かっ早ぱやい、という性格の持ち主だった。きっとエレナであれば、イセス・メリアの社会に容易に対応できたに違ちがいない、という思いこみが、可憐を変えた。

　異常なやり方ではあるけれども、とにかく、可憐はイセス・メリアを生き抜ぬいていくための「意思の力」を手に入れた。絶望して生きる気力を失うよりははるかにマシだ、と要は信じていたが──

「所しよ詮せん、仮面は仮面ということなんだろう。抜ばつ本ぽん的な解決にはなっていない、と思ってはいたが……。その上面めん倒どうなことに、可憐人格が戻ってくると、引導術が使えなくなる」

「なんだそりゃ。そんなこと、あり得るのか？」

「あり得るも何も、そういう現実に直面している。空を墜おちている最中に、突とつ然ぜん可憐人格を取り戻すこともあった。そういう時は、急に自由落下を開始する。俺がつきっきりでないと、危なっかしくて仕方がない」

「……かなりまずいみたいだな。何が原因なんだよ」

「やっぱり、イセス・メリアで、引導士ハイダイバーとして活動すること自体が、負担なんだろう。普ふ段だんはエレナ人格を保っているから、戦うことも、敵をソールドで二つに引き裂さくことも、簡単にやってのける。でも、ふと気を抜いた時に、自分が可憐であることを思い出してしまうんだろう。エレナだった時の所行がフラッシュバックして、可憐人格はその記き憶おくに耐えられなくなる──」

「エレナが活かつ躍やくすればするほど、可憐人格を苛む記憶が増えていくってことか。それは……なかなかどうしようもねーな」

「このままでは、可憐を守りきれなくなる時がくる」

　そう語る神護の顔つき、そして口調は、極きわめて切せつ迫ぱくしていた。

「だからこそ、俺達は日本に帰れるチャンスを逃すわけにはいかないんだ。さもなくば、可憐はやっぱり、イセス・メリアという世界に押し潰つぶされる。それだけは、──」

　神護はまだ何か言いたそうだったが、

「……おーいぃ……」

　可憐が声を挟はさんできた。

「いい加減にしろよー。これ以上ほっとかれたら、一人でどっか行っちゃうぜ？」

「……悪いね」

　神護は身を引いて、たたずまいを正した。

「それより、要はどうなのよ？」

　可憐は要に問いかける。

「ってか、ザールバインに来たってことは、日本に帰るつもり満々なんだろうけど」

　と言われて、要は──

「……いや、それは……」

　返答に詰つまる。

「ん？　違うの？」

「……俺がザールバインに来たのは、──」

　少し考えてから、要は答えた。

「アッシュのおともだ。グレートゲートが開く前に、アリメルドを殺すために来た」

「そういえば」神護は頷うなずいた。「仇かたきを討うつラストチャンスか。そういうことになるな」

「ふーん……」

　しかし、可憐は納なつ得とくしない様子だった。テーブルに上半身を這はわせ、低く構え、要の顔をのぞき込む。

「それって、ひょっとして、日本に帰る気はない……ってこと？」

「…………」

　要は、黙だまり込むしかなかった。

「おいおい、マジ？」可憐は言葉を重ねる。「実家の温かい布ふ団とんより、アッシュの大きなおっぱいを選ぶってわけ？」

「別にアッシュのおっぱいが恋こいしくて迷っているんじゃねーぞ」

　要は断言した。

「んじゃ、おっぱいのことはおいとこう」

　テーブル上の見えない荷物を横にのける仕草を、可憐はした。

「アッシュだっけか。あの女に心を奪うばわれたってか？」

「そんな言い方はすんな。……ただまあ、あいつと二度と会えなくなる、と思うと、迷う。迷っているのは、認める」

「結局、アッシュから離はなれたくないってことじゃねえか。いやー、そりゃないわ。今度のグレートゲートをやり過ごしたら、次はいつ開くかわからねえんだぜ？　二十五年後だったらラッキーな方だ。もしかしたら、ずっと開かないかもしれねえし、それ以前に死んじまうかもしれねえ。一生日本に帰れなくても、いいのかよ」

「だから迷っているんだ」

　苛いら立だちを隠かくさず、要は吐はき捨てた。

「いいか。俺が、本当にアッシュのおっぱいに夢中だったとしたら、速そつ攻こうでイセス・メリアに残るって決心している。でも、そうじゃねーんだ。できることなら、俺だって日本に戻もどりてーよ。俺にとっては、重大すぎる二択たく問題なんだ。どっちの人生を選ぶか、って話だ」

「……人生か」

　ぽつりと神護が口を挟んだ。

「たしかにそうだな。これは、人生の進路を選ぶ重大な問題だ。まあ、俺達には、選せん択たくの余地はないが──」

　ちらりと可憐を見てから、言葉を続ける。

「──女性のために人生を捧ささげるというのも、悪くはないだろ。俺だって、可憐──エレナがこっちに残りたいって言うんなら、そうする」

「マジかよ」可憐が言った。「いやあ、普ふ通つうの人間だったら、日本に戻ることを選ぶだろ。神護にそう言ってもらうのは、ちょっと嬉うれしいけど──でも、それって、自分の意見がねえってことじゃねえの」

「主体性に欠けている、と？　いや、別にそんなことはない」神護は首を振ふった。「俺には俺の原則がある。その原則に従った結果、日本に帰るのが吉きちだ、と判断した。それだけのことだ」

「そうか……なるほどな」

　神護が何を言わんとしているのか、要は読み取った。

　神護の原則とは、「可憐を守ること」である。これは、イセス・メリアに墜おちてきた直後から貫つらぬいている大原則だ。もし仮に、可憐がイセス・メリアで生きていくことを望むならば、神護は可憐を守るために、イセス・メリアに残ることだろう。

　極めてシンプルな話だ。

　大切なのは、大原則。

　とまで考えて、要は我が身を振り返る。

　八浦要の大原則とは、なんなのか？

　自分は、一体何をしたいのか？

　そこがはっきりとわからないから、いまだに要は戸と惑まどい続けている。

　だが、必ず存在するはずだ──大原則という一本の柱が。

　柱が見つかりさえすれば、現在直面している問題に対する答えも、おのずと見つかるはずだ。

「……うん、いいことを聞いた。さすが神護、頭がいいな」

「頭がいい……？」

　唐とう突とつに要に褒ほめられて、神護は戸惑った。

「まあ……額面通りに受け取っておこう。そう言って頂けるとは恐きよう悦えつ至し極ごくだ」

「……ふうむ。ところでさ、要」

　可憐が口を開いた。

「今いま更さらな質問だけど、こんなところをぶらついて、何やってたの？」

「言ったはずだぜ、アリメルドを殺すために動いているって。単身で情報収集活動を行っている。アッシュ達とは別行動だ」

　要が言い返すと、神護が食いついてきた。

「アリメルドは平原の民たみにとっても敵だ。手を貸すこともやぶさかじゃない。組織に対するいい置きみやげにもなるだろう」

「手を貸してくれるのか」要はぱっと顔を明るくした。「持つべきものは友だなあ」

「個人的にあの女はあまり好きじゃないが、アリメルドを殺してくれるってんなら、邪じや魔まをする理由はねえやな」

　ニヤニヤと可憐は笑う。

「その言い方はあまり好きにはなれねーが、一応礼は言っておく」

　と要が切り返したちょうどその時、

「……おっと、なんだありゃ」

　空を見上げて、神護が呟つぶやいた。

　二人組の衛兵が、低空を地面に平行な軌き道どうで墜ちていた。槍やり型のソールドを両手で持ち、さながら事件現場に急行しているという風。

「おい、まさか、俺達を──」

　要は一いつ瞬しゆん浮うき足だったが、はやる心を押さえつけ、腰こしを落ち着けた。

　小さかった人ひと影かげは、あっという間に大きくなった。あたかも要達を目指しているかのごとく、迫せまりくる。

　上着の下に手を突つっ込んで、隠し持ったソールドをいつでも投げられるよう、要は構える。

　と──要達の頭越ごしに、更さらに二名の衛兵が墜ちてきた。

　オープンテラスの直上を横切り、向こうから来た二人組と合流する。

「街中で暴れている奴やつがいるってのは、どこだ？」

「あちらです！　ついて来て下さい！」

　衛兵達は、短く会話を交かわして合流、東の方に向かって一いつ緒しよに墜ちていった。

「……ビビらせんな、っての」

　だらり、と要は腕うでを垂らした。

「こんなことでビビるなっての。そんな調子で、イセス・メリアで生きていけると思ってんのか？」

　からかうように、可憐は要の肩かたを叩たたく。

「大だい丈じよう夫ぶなんだろうな」

　一人、神護は心配顔を見せる。

「アッシュも潜せん入にゆう調査をしているんだろ？　向こうが引っかかったってことはないか？」

「ん？　ああ、そりゃ大丈夫だろ」要は手を振った。「あいつは、俺みたいなマヌケじゃねーよ。簡単に正体をばらしたりするもんか」

「……随ずい分ぶんとアッシュを信しん頼らいしているんだな」

「そりゃそうだ。あいつはしっかりしてるよ。すごい頼たよりになるぜ」

「その上、おっぱいも大きいし」

　可憐が勝手に言葉を付け加える。

「それは関係ねー。いやまあ、胸のサイズで引導士ハイダイバーとしての素質が決まる以上、無関係とは言い切れねーが、──」

「はー、むかつく」

　要の言葉を無視して、可憐は立ち上がった。

「そろそろ動こうぜ。お望み通り、アリメルド捜さがしといこうじゃねえか」

「それもそうだな」

　応じて神護は立ち上がり、

「とにかく、俺はアッシュのおっぱいにばかり心を奪うばわれているわけじゃねー。何度でも言うぞ」

　要は繰くり返し主張した。







「…………！」

　頭上を覆おおう影かげに、アッシュはびくりと身を震ふるわせた。

　思わず足を止め、かっと目を見開く。本能的に、隠かくし持ったソールドを取り出そうとする。

「大丈夫ですよぉ……！」

　小声で、しかし素す早ばやく、ライセはアッシュをたしなめる。

　影の正体は、四人の衛兵だった。地上から数メートルの地点を、東方向目がけて墜おちている。

　四人とも、眼下のアッシュには、一いち瞥べつすらくれず、通り過ぎていった。

「……はあ……」

　緊きん張ちようが解ける。アッシュは肩を落とした。

「なんか、ぼーっとしてません？　アッシュ……」

　心配そうに、ライセは声をかける。

「そ……そうね。ぼーっとしてたわ。ごめんなさい、ライセ」

　顔に手を当て、謝るアッシュ。

　しかしその声は、いまだに心ここにあらずという調子。

「どうしたんですか、アッシュ。いつもだったら、私がびくびくして、アッシュがたしなめる立場なのに、今日は逆じゃないですかぁ」

「そうね……」

　アッシュは反論できなかった。ライセの言う通りである。

　両手で頰ほおを叩いて、気合いを入れ直し──既すでに見えなくなった衛兵達の軌道を、視線でなぞった。

「なんだったのかしら、今の衛兵達は」

「なんでしょうねぇ……。あ、もしかして、要が何か大失敗をやらかしたとか、──」

　ライセは冗じよう談うだんのつもりで言ったのだが、

「…………!!」

　びくり、とアッシュは強きよう烈れつに反応した。

「要が!?　まさか、そんなバカな……！」

　即そく座ざに足を地面から浮うかせて、衛兵達を追いかける構えに入る。

「うわあ！　冗談ですよ、冗談！」

　ライセは飛びついて、アッシュを押さえ込んだ。

「要が行ったのは反対側じゃないですかぁ！　あっちに要がいるはずありませんって！」

　ライセを振ふり払はらってでも墜ちていく、という勢いだったが、そう指し摘てきされて、やっとアッシュは抵てい抗こうをやめた。落ち着きを取り戻し、地に足を着ける。

「そ……そういえば、そうだったわね」

　と答えて、大きく肩を落とす。

「…………」

　しばらくの間、ライセはアッシュをじっと見つめた後──

「要のことが、心配で仕方がないんですね」

　と言葉をかける。

「!!」

　図星をつかれた、という表情を、アッシュは見せたが──すぐにあさっての方向に顔を向ける。

「そ……そんなこと、別にないわよ。今のだって、要が見つかってしまうと、隠おん密みつ裡りにアリメルドを捜すという目もく論ろ見みが崩くずれるかもしれない、って思ったから、つい強く反応してしまっただけで、……」

　言い訳する声は、尻しりすぼみになる。アッシュ自身の耳にも、あまりにも噓うそくさく聞こえた。

「なんとなく思っていたんですが……」

　ライセはアッシュの両りよう肩かたを捕つかまえて、正面から向かい合った。

「アッシュは、要が日本に帰ってしまって、二度と会えなくなることを、恐おそれているんじゃないんですか」

「……ぅ……」

　アッシュは即そく答とうできなかった。

　何か言おうとしては、口を閉とざす。ぱくぱくと何度も開閉を繰り返した後、

「まあ……まあ、要がいなくなったら、十分くらいはさみしい思いをするかもしれないわね……多分」

　弱めの声で言う。

「本当ですか」

　真しん剣けんな表情で、ライセは迫せまる。

　普ふ段だんの彼女とは、まるで別人だった。

「アッシュにとって、要の存在は、本当にそれだけなんですか」

「いや、だって、それは……」

　あまりの迫はく力りよくに気け圧おされながら、アッシュは笑ってごまかそうと試みた。

　けれども、ライセの態度は揺ゆるがない。

「……ぁ……ぅぅ……その……」

　さんざんにうめいた後、

「わ……わかったわよ！　正直に言うから！」

　半ば悲鳴気味に叫さけんだ。

「こっちに残って欲しい、って思ってる！　私、要がいなくなっちゃうって考えるだけで、もう……頭の中がごちゃごちゃになるっていうか、わけがわからなくなるっていうか……とにかく！　そういうこと！」

　顔を真っ赤にして、必死に訴うつたえる。

「……だったら、要に、その気持ちを素す直なおに伝えるべきだと思います」

　真しん摯しに、ライセは言った。

　その冷静な声は、ゆっくりと、しかし確実に、アッシュの心に染しみ渡わたっていった。

　おのずと、緊きん張ちようが解けていく。

「言葉にして伝えなきゃ、気持ちは伝わらないと思いますよ……」

　ライセの言葉に、

「……そうね。それもそうよね……」

　アッシュは、深く大きく頷うなずいた。

「私は、要に、イセス・メリアに留とどまって欲しいと思っている。そう、要に伝えるわ……」

「それがいいです」

　微笑ほほえみを、ライセは浮うかべた。

「ちゃんと言うべきですよ。同じ帰られるにしても、引き留めずに帰られて後こう悔かいするより、引き留めて帰られる方が──あっ」

　ライセの言葉に、アッシュはまたもや動どう揺ようしだした。

「いや……いやいやいや……私が説得したら、要、こっちに残ってくれるよね？　ねえ!?」

　今度はアッシュがライセの両肩を摑つかみ、全力で訴えかける。

「は、はい！　アッシュがお願いすれば、要も残ってくれると思いますよぉ……！」

　これ以上力を込めないで、とライセはタップを繰くり返した。

「……そうよね……きっとそうよね……？」

「きっと、そうですって」

　やっとのことでライセはアッシュの腕うでを振り払い、一息吐ついた。

「とにかく、そのことは、今は一いつ旦たん忘れましょうよぉ。まず先に、やるべきことをやらなきゃぁ……」

「……ええ、そうね……。ライセに逆にさとされるなんて、私もまだまだね……」

　雑念を振り払い、アッシュは前を見つめた。アリメルドを討うつことが、一番大切な目的だ。要の存在に心を乱され、チャンスを逃のがすなどということは、あってはならない。

　改めて一歩を踏ふみ出そうとして、──

「…………？」

　アッシュは、ふと、視線に気づいた。

　建物と建物の狭せまい隙すき間まから、アッシュとライセを見つめている者がいる。

　マントにフードという出いで立ちのため、こちらから向こうの顔は見えないが──

「……誰だれでしょう」

　ライセも、その人物に気づいた。

　その人物は、二人に対して、軽く手招きをした。

　そして、くるりと踵きびすを返し、路地の奥へと歩み去っていく。

「…………どうしましょうかぁ……」

　ライセが意見を求める。

「ここはザールバインよ。私達を捕まえようとするのに、こそこそする必要はない」

　罠わなの可能性は低い、とアッシュは見て取った。フードの人物のあとを追い、歩き始めた。

　フードの人物は、複雑な路地裏を何度も折れ曲がりながら、進み続けた。何度も振ふり切られそうになりながら、アッシュとライセは進み続け──

「……あれ。どこに行きましたかねぇ……」

　とうとう見失ってしまったか、と二人が戸と惑まどったその時、

「……こっちです」

　後背から、声がした。

　くるりとふりむくと、フードの人物が、空き家の入口内側に、身を隠かくすように立っていた。

　その場で、フードを脱ぬぎ払はらう。

「……イングリッド！」

　久しぶりに見る顔に、アッシュは思わず声を上げた。

「お静かに」

　イングリッドは人差し指を口に当てた。

「あの……どちら様で？」

　ライセの問いに、

「私は、イングリッド・マズマルダ」イングリッドは自己紹しよう介かいした。「国王親衛隊ベラトリクスの一員──いや、今現在は、元ベラトリクスです」

「国王親衛隊!?」

　今度は、ライセが声を上げた。

　す、とアッシュは手を伸のばしてライセの口を塞ふさぎ、黙だまらせる。

「大だい丈じよう夫ぶ。彼女は敵じゃないわ。昔からのお友達」

　と説明してから、イングリッドに目を向け、紹介する。

「こちら、十とお日か町まちライセ。私の仲間よ」

「そうですか。よろしく」

　イングリッドは手を差し伸べた。

「あ、えっと、こちらこそよろしくお願いしますぅ」

　ライセが手を握にぎり返す。

「あなたのような方がぁ、どうしてこんな所に……？」

「アシュラータ様なら、グレートゲートを追いかけて、必ずザールバインに来ると信じていました。あのようなことがあった場所とはいえ」

　イングリッドの即そく答とうに、アッシュは口を閉とざす。

「さっき言った通り、元ベラトリクスと言いましたけど、まあ、休きゆ暇うかを戴いただいているような状態でして。その、──」

　イングリッドが説明しようとして、

「……アバンの護衛失敗の責任を取らされた、ってこと？」

　アッシュが先回りする。

「そうとも言います」

　短い言葉で、イングリッドは認めた。

　前にアッシュとイングリッドが会ったのは、三ヶ月ほど前のこと。

　親王国派のガウルバッフ大公国と、親同盟派のブレーベンブルク大公国との軍事衝しよう突とつが発生し、ガウルバッフ大公アバンが捕ほ虜りよとなった。二国の間に休戦協定が結ばれた後、アバンを出で迎むかえるために、イングリッドが派は遣けんされた。アバンは王女ヘイルメリーの婚こん約やく者であるため、わざわざベラトリクスが護衛につくことになったのである。

　ところが、アバンは護衛中に何者かの襲しゆう撃げきを受け、不ふ慮りよの死を遂とげた。王国側はこれを同盟側の仕し業わざと断定し、宣戦布告の理由とした。同盟側としてはまるであずかり知らぬことながら、一方的に攻せめられるわけにもいかず──全面衝突状態となり、今に至る。

「……一つ聞かせて」とアッシュ。「アレは、ヘイルメリーの仕し掛かけたことなの？」

　長らくアッシュの胸の内にあった疑問──なかば確信に近い疑問を、ぶつける。

　小さく、イングリッドは頷うなずいた。

「……はい。私が任務に失敗して、謹きん慎しん処分を受けるところまで、ヘイルメリー様の考え通りです」

「……やっぱり、そうだったのね」

　アッシュは、渋しぶい顔をする。

　いかにもヘイルメリーのしそうなことだ、と思ってはいたが、こうして改めて聞かされると、気が重くなる。

「我が姉ながら、恐おそるべき敵ね……」

「悲しい話です」イングリッドが言う。「姉妹でありながら、争い、いがみ合わなければならないというのは」

「私だって、望んで今の立場に身を置いているわけじゃないわ。そもそも、──いや、今はこんなことを言っている場合じゃないわね。私に会いに来たということは、何か伝えたいことがあるのでしょう？」

「ええ」

　少し間をおいてから、イングリッドは口を開いた。

「アリメルドは、ザールバイン城にいます」

「……なんですって？」

　少なからぬ驚おどろきを、アッシュは覚えた。

「オルランド陛下が、アリメルドを自ら迎むかえ入れたのです」

　イングリッドの説明に、アッシュはますます動どう揺ようした。

「父が、アリメルドを……？」

　顔に手を当て、考え込む。

「どういうことなの？　父とアリメルドが……？」

「お気持ち、お察しします」イングリッドは小さく頭を下げた。「その……陛下は、アリメルドに、アシュラータ様の捕ほ縛ばく命令を出しています」

「それは知ってる」

　すぐ右手に、アッシュは視線を投げた。このような裏路地にも、手配書は貼はられていた。さすがに、表通りほど数は多くないが。

「でも、一体どういうつもりなの？　なんで父が私を捕つかまえるよう命令するのよ？」

「陛下の御み心は、余人に推おし量れるものではありません」

　イングリッドが口にしたフレーズは、アッシュの懐なつかしい記き憶おくを刺し激げきした。

　父の下で働く者達は、全員が例外なくそのような文句をたびたび口にしていた。表向き、国王に敬意を払はらっているように見えるその言葉は、実はオルランドの無軌き道どうぶりを皮肉るものだった。

　オルランドは、その日の気分、思いつきであれやこれやと命令を下す。部下からすれば迷めい惑わく極きわまりない上司だった。翌日になるとまるきり逆の命令を投げてくることもしょっちゅうで、時には突とつ然ぜん癇かん癪しやくを起こして、ソールドを使い部下をブチ裂さく。どうにかならないか、とアッシュもたびたび相談を受けたものだ。

「……そうだったわね。王国を離はなれて長いから、すっかり忘れていたわ。父のやることに理由なんてない、ってこと」

　重苦しいため息を、アッシュはついた。

「一度捕まったら、どうなるかわかりません。気を付けて下さい」イングリッドは言う。「どういうわけだか、陛下はアリメルドを気に入ったみたいですから。ルクレツィア様を殺したことについて、陛下は礼を言った──という噂うわさもあります」

「…………」

　アッシュは表情を険しくして、しばし無言を貫つらぬく。

「あ、あのぉ……」

　おずおずと、ライセはイングリッドに話しかけた。

「色々と、教えて下さるんですねぇ……」

「私だって、こんなスパイ行こう為いは本意ではありません」

　厳しい視線を、イングリッドはライセに向けた。気け圧おされて、ライセは一歩後じさる。

「でも、私にとって、アシュラータ様は大切な方なのです。アシュラータ様が翼つばさをもがれ、かごの鳥となって一生を過ごすなど、あってはならないことです」

「……ちょっと、イングリッド。そういう言い方は少々大げさじゃないかしら」

　アッシュが口を挟はさんだが、イングリッドは首を横に振ふった。

「少しも大げさではありません。……そう、そういえば今、ヘイルメリー様もこちらにいらっしゃっています」

「ヘイルメリーまで？」

「陛下とアリメルドを引き合わせるため、わざわざいらっしゃったのです。表向きは、数日間の静養ということになっておりますが。……ヘイルメリー様も、今回のことを把は握あくしていらっしゃいます。おそらく、アシュラータ様を一度捕まえたら、二度と手放すことはないでしょう」

「…………でしょうね」

　肯こう定ていするよりなかった。

　アッシュは、よほどのことがない限り、「王国の王女が、同盟側に身を投じている」という事実を公的に発表するつもりはなかった。政治的な駆かけ引きに自分の身を放り込んだところで、厄やつ介かいごとが増えるばかりで、いいことは一つもない。

　だがそれは、王国側からすれば、防ぎたい話である。家中の醜しゆう聞ぶんが表に出ることを望む者は、誰だれ一人としていない。

「向こうからしても、今回の件は、私を捕まえる絶好の機会ってことね……」

「まあ、お互たがい様といえば、お互い様ですかねぇ……」

　ライセの言葉に、

「そうね。虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得えず、ってやつね」

　とアッシュは応じる。

「伝えるべきことは伝えました。……本日会ったことは、ご内密にお願いします」

　最後にそう言うと、イングリッドはふらりと空き家から出て、アッシュ達と視線を合わせることすらせず、さっさと歩み去ってしまった。







「あれかね？　街中で暴れている乱暴者というのは」

　空を水平に墜おちながら、アリメルドは前方を指さした。

「あれだろうな」

　アリメルドのすぐ横を墜ちている、兎と々と木ぎが応じた。

「あれを、乱暴者以外の何って呼ぶんだよ」

　フードを被かぶった女の大暴れは、場所をあちらこちらに移しながら、いまだに続いていた。

　何十人もの衛兵達が、女を抑おさえ込むべく駆り出されたが、試みはことごとく失敗していた。それどころか、人員が投入されるたび、新たな死体の山ができあがるという始末。

　衛兵のみならず、運悪く居合わせた市民までも引き裂きながら、女は抵てい抗こうを続けている。

　誰にも手をつけられない、ということで、アリメルドの出しゆつ陣じんに至ったのだった。

「フゴァァ……！　ォォォ……ッ!!」

　獣けものみたいな雄お叫たけびを上げるたびに、女の周囲に血の花が咲さく。バーサーカーとしか言いようのない、凄せい絶ぜつな暴れっぷりだ。

「こいつはちょっと、私の想像を超こえているな」アリメルドは所感を述べた。「かなりの使い手、かつ女と聞いたから、アシュラータ君かとも思ったけれど、間ま違ちがいなく別人だな」

「女かどうかも怪あやしいだろ。ありゃ、人間の姿をした化け物だぜ……！」

　まず、兎々木が仕し掛かけた。

　引き連れてきたソールドのうち一枚を、まっすぐに女目がけて墜おとす。

　女の胴どうを真っ二つにするであろう、正確な軌き道どうだったが──

「グァッ！」

　振り向きざまに、女は右みぎ腕うでを振った。

　ガキン、と衝しよう突とつ音がして、兎々木のソールドは跳はね返される。

「なに!?」

　兎々木は目を剝むいた。

「そいつの右腕、義手だ！　ソールドだぞ！」

　すぐにアリメルドは見み抜ぬいて、自らもソールドを墜とした。

「合わせろ！」

　兎々木に命じつつソールドを操作、女の左手側へと回り込ませる。

「わかった！」

　応じて、兎々木は弾はじかれたソールドのバランスを取り直した。もう一度、右の義手目がけて突つっ込ませる。

　その場に居合わせた野や次じ馬うまですらうなる、見事な挟きよう撃げきだった。

「……ゥゥゥ……！」

　女は、忙いそがしく首を振ふって、二枚のソールドを見やり──

「……グァァッ！」

　身体からだをきりもみ回転させながら、頭上へと墜ちた。

　回転の勢いをつけて、女はアリメルドのソールドに、義手を叩たたきつける。

　わずかに、アリメルドのソールドの方が、着ちやく弾だんが早いと見て、そちらに対処したのだ。

　兎々木のソールドはわずかに遅おくれて、女の足あし下もとをかすめるに終わる。

　挟撃を華か麗れいに回かい避ひしたかに見えたが──

「……そこだッ！」

　もう一枚のソールドを、アリメルドは墜とした。

　挟撃はあくまで囮おとり。女の逃にげ道を読んで、そこに本命のソールドを放り込む。

　完全に仕留めた、という確信を、アリメルドは得──

「……ムゥゥゥゥッ」

　女は、思い切り身体を反らした。

　背面飛びのごとく、身体を弧こにし──ソールドの直ちよ撃くげきを、避よけきる。

「なに!?」

　さしものアリメルドも、自分の目を疑った。

「……ゥガァァァァ──ッ!!」

　アリメルドの姿を視認して、女は急降下。義手を思い切り伸のばして、突っ込んできた。

「しまった──」

　アリメルドのソールドは、二枚とも女の後方。引き寄せても、間に合わない。

　回避するしかない。

　ぎりぎりまで引き寄せ、寸前で見切る、と心を決めて──

「アリメルド!!」

　兎々木の叫さけび。

　直後、アリメルドの視界が覆おおわれて──激げき突とつ音。

　兎々木が放り込んだソールドが盾たてとなり、女の義手を受け止めていた。

「ングッ」

　今度は、女にとって想定外の事態だった。跳ね返されて、空中を泳がされる。

「……助かった！」

　兎々木に礼を言いながら、アリメルドは一気に距きよ離りを稼かせごうとして──動きを止める。

「……おや……！」

　弾き飛ばされたおかげで、女のフードがはだけて、顔が露あらわになっていた。

　その顔は──アリメルドの知っている顔。

「何してんだ、アリメルド！」

　叱しつ責せきしながら、兎々木は女へとソールドを墜とそうとするが──

「やめろ、兎々木！　彼女は私の知り合いだ！」

　叫んで、アリメルドは兎々木を制した。

「……なんだって？」

　半信半疑ながら、兎々木はソールドの動きを止めた。

「おおい！　私だよ！　私！　アリメルドだ！」

　アリメルドは、両手を掲かかげ、ゆっくりと女に近づいていった。

　再び襲しゆう撃げきをかけようとしていた女は、アリメルドという名を聞くと、ふと手を下ろし、わずかに殺気を弱めた。

「……アリ……メルド……」

「そうだよ、君の心の師し匠しようたるアリメルドだよ、────君！」

　名前を呼んだことが、決め手になった。

　女は、完全に戦せん闘とう態勢を解いた。

　突とつ然ぜんおとなしくなって、巨きよ大だいな義手をだらりと垂らし、落下して着地する。

「いい子だ。それでいい……」

　優やさしく声をかけながら、アリメルドも女と高度を合わせつつ、着地。

「いやあ、久しぶりじゃないか！　生きていたとは驚おどろきだよ！　元気にしていたかね？　ちょっとやつれたかな？」

　突然暴れ出さないか、と警けい戒かいしながら、接近する。

　女は、獲え物ものを狙ねらう野生の獣けもののように息を潜ひそめていたものの、殺気は消え失うせていた。

「……ゥゥゥ……」

　低い声でうなると、ぺたり、とその場に膝ひざをついてしまう。

　兎々木、生き残っている衛兵達は、じっと女の様子を注視する。

　奇きみ妙ような沈ちん黙もくに包まれて──

　ぐぅぅぅぅ、と女の腹が鳴った。

「腹を空すかせているようだ。誰だれか、食べ物持ってないかね？」

　アリメルドの言葉を受けて、衛兵達は戸と惑まどいつつも、散らばって食べ物を探し始めた。

「前から、随ずい分ぶん顔が広いと思っていたが──あんた、こんな奴やつとも知り合いなのかよ」

　言いながら、兎々木が近寄る。

「ギィィィィ……！」

　途と端たん、女は歯を剝き出しにして、敵意をあらわにした。びくり、と兎々木は足を止める。

「大だい丈じよう夫ぶ、彼は敵じゃないさ。落ち着いて、落ち着いて」

　アリメルドは、女の肩かたに手を掛かけた。と、女はいささかながら、落ち着きを取り戻す。

「紹しよう介かいしよう」アリメルドは言った。「彼女の名前は輝てる南なみ亜あ依より。私が身元を引き受けてやった、異邦人オーバージーだよ」

「異邦人……？」兎々木は女をじっと見つめる。「ああ、まあ、言われてみれば、日本人っぽい顔立ちだな」

「彼女は以前、武装盗とう賊ぞく団の首領だった。君が墜おちてくる時に、アシュラータ君の介かい入にゆうを排はい除じよするために力を借りたのが、彼女率いる盗賊団だったんだよ。結果、私は君達を回収することができたけど、盗賊団自体はアシュラータ君達に壊かい滅めつさせられたようだ。以来、別れたきりだったが──どうやらこの通り、生きていたようだ」

　ほどなくして、衛兵が一人、クッキーの詰つまった袋ふくろを片手に戻ってきた。

「……これでどうでしょう？」

　引導術で、アリメルドのもとに布の袋を墜おとす。

「うん、これで結構」

　アリメルドは袋を受け止めて、中からクッキーを一枚取り出した。

「いやあ、これはちょうどいいかもしれないね。亜依君、実は私達も、アシュラータ君を捕つかまえようと思っているところなんだ。手伝ってくれるだろう？」

　とお願いしながら、アリメルドはクッキーを亜依に手渡わたした。

「……アシュラータ……殺ス……殺ス殺ス殺ス殺スゥゥ……！」

　怨おん念ねんも露わに、亜依は意気込みの程ほどを示し──クッキーをもぎ取って、むさぼるように食べた。

























「このような場所にアサイアス殿でん下かをお迎むかえできるとは、光栄の至りであります」

　最年長者として、十じゆう蔵ぞうが礼れい儀ぎを示した。

　四十五度以上腰こしを曲げて、深々と頭を下げる。

「いやいや、そんな堅かた苦くるしい挨あい拶さつはいりませんよ」

　顔を上げるよう、アサイアスは促うながした。

「こっちが勝手に押しかけてきたんです、あまりお気になさらぬよう」

「……は」

　その言葉を受けて、十蔵は背をぴんと伸のばした。それでも、慇いん懃ぎんな態度は崩くずさない。

　先日の約束通り、アサイアスはコーメイを伴ともない、アッシュの浮うき島しまを訪おとずれていた。前線の都市へ向かうにあたり、少し寄り道してやってきたのである。

「いやあ……しかし、アレだね」

　コーメイはというと、アサイアスの陰かげに付き従うように、ごく控ひかえめに立ちすくんでいた。

「アッシュの家は巨きよに乳ゆうの巣そう窟くつと聞いていたけど……これほどまでとはね……」

　メティスとライセ。二人の圧あつ倒とう的なオーラに、コーメイはただ震ふるえるしかなかった。大きなおっぱいを恐おそれるように刷すり込まれて育った彼にとっては、恐きよう怖ふという言葉が具現化したものとしか思えない。

「久しぶり、コーメイ」

　ニヤニヤ笑いながら、メティスは迫せまった。

「相変わらずおっぱいが怖こわいのか」

「当然だろう？　引導士ハイダイバーたる者、大きなおっぱいに警けい戒かい心しんを抱いだくのは、もはや本能と言ってもいい……」

　開き直ったようなことを語るコーメイの声は、しかし震えていた。

「そ、それより、我が愛いとしの要かなめはどこにいるんだい？　きっと僕が恋こいしくて寂さびしい思いをしているだろうに」

「アッシュもいないね」アサイアスも言う。「約束通り、最新の軌き道どう計算結果を伝えに来たんだけど……」

「お二人とも、時間ある？」

　と、メティスは応じた。またも、ニヤニヤ笑いを顔に張り付けたまま。

「アッシュと要は、今、二人で重要な打ち合わせをしててねえ。待っていてくれるとありがたいんだけど。お茶くらい出すよ？」







「……すげー」

　思わず、要は声を漏もらした。

「すげーとしか言いようがねー……」

　星空を見上げながら、要は言う。

　露ろ天てん風ぶ呂ろにつかりながら。

　浮島の表面を掘ほり、石を埋うめて作った風ふ呂ろに、要は入っていた。

　この小型の風呂島は、十蔵の手によって造られたものだ。風呂を満たすだけの水を調達し、沸わかすという手間があるため、そうしょっちゅう立てられるものではないが──今日は、ザールバイン潜せん入にゆう調査に向かった要達のために、メティスが準備してくれたらしい。

　手間がかかるだけあって、入り心ごこ地ちは最高だ。

　なんと言ってもすごいのは、視界の全すべてが空だということだ。現在、風呂島はアッシュの浮島の直上にある。夜空と要の間を遮さえぎる物は、イセス・メリアの大気のみと言っていい状態だ。ごろりと風呂に横たわると、自分も星の一つなのではないか、という錯さつ覚かくにすら襲おそわれる。

「いつも通り、引導術で浮ういているだけなのになあ……」

　宙に浮きながら、裸はだかで湯につかるという行こう為いが、こんなにも爽そう快かいだとは、思ってもみなかった。

　今、空はほとんど無風で、気温もちょうどいい。風呂日和びよりだ。

「寝ねてしまいそうだ……。でも、寝たら風か邪ぜ引くよな。風呂の湯は冷める一方なんだし……」

　適当なタイミングで上がらないと、体調を崩すハメになる。自じ戒かいの言葉を呟つぶやいていると──

　寝るに寝られない事態が発生した。

「……一いつ緒しよに、いいかしら」

　突とつ然ぜん、アッシュの声が降ってきたのだ。

「ああ、別に……」

　何の気なしに答えようとして──要は飛び上がった。ざば、と湯が飛沫しぶきになる。

　飛沫が届く位置に、アッシュは立っていた。

　素す肌はだを隠かくしているのは、タオル一枚。

「…………!!」

　あまりのことに、要は言葉を失い、立ち尽つくした。

「いいかしら、って聞いてるの」

　険しい表情を見せながら、しかし顔を真っ赤にしつつ、アッシュは言う。

　自分が全ぜん裸らであることを思い出して、要は慌あわてて湯船の中にしゃがみこんだ。

「は……入りたきゃ、入れよ……」

　呆あつ気けにとられたまま、要はどうにか口にした。

「じゃ……入るわね……」

　宣言して、アッシュは慎しん重ちように風呂に入った。タオルは頭の上に載のせて、首までつかる。

「…………」

　妙みような沈ちん黙もくが、その場を覆おおった。

「その……」

　たどたどしく、アッシュが声を発した。

「な……なんで、そんなに離はなれた場所にいるのよ？　まさか私、臭におったりしてる……？」

　ふと気づくと要は、風呂の中でも、アッシュから一番遠い場所に腰こしを下ろしていた。

「い、いやあ、ンなことはねー」

　どうにか答えて、要は風呂のへりに沿いながら動き、アッシュの横まで寄った。

　肩かたを並べる格好になって、二人揃そろって前方をじっと眺ながめ──

　また、沈黙。

　ちらりと要は横を見ようとして──おのずと、視線はアッシュの胸に引き寄せられる。

　おっぱいは湯に浮いて、いつも以上に大きく、そして柔やわらかく見えた。

　凝ぎよう視ししていることに気づいて、要は慌てて視線を逸そらす。

　しかし、男としての本能を強きよう烈れつに引きつける吸引力に、耐たえることは難しい。

　今度は、見えない力に押されるかのように、要の首がねじれ始めた。

（こ……これはいかん！）

　むしろ思い切って、要は身体からだごとねじった。アッシュの後頭部あたりを見つめて、

「な……なんで来たんだよ」

　と尋たずねる。

「メティスに言われたのよ」

　低い声で、アッシュは答えた。

「風呂のお湯が冷める前に行ってこいって……」

　これはメティスの仕組んだことか、と要は悟さとった。

　要とアッシュを仲直りさせるための配はい慮りよのつもりなのだろうが──随ずい分ぶん豪ごう快かいな手に出たもんだ、と内心で呆あきれる。

　だが──とすれば、アッシュは仲直りをしに来たということか？

　少なくとも、まだ怒おこっているのなら、こんなアプローチをしてくるはずはない。

　ないはずだ。

　けれども、どう切り出したものか──

「……要は、どう思っているの？」

　先に、アッシュが口を開いた。

「どう、って……」

「グレートゲートのこと」

　す、と頭をもたげて、アッシュは要を正視した。

「……う……」

　至近距きよ離りから見つめられて、要は息を吞のむ。

　アッシュの白い肌はだ、柔らかな身体の線、そして押しつけられている胸──その全すべてが、要の頭を真っ白にする。

「いや、それは……」

　しかし──アッシュの真しん摯しな瞳ひとみが、要の理性に訴うつたえかける。

　要の本音が聞きたい、という意志を。

　雑念を払はらうべく、前方に顔を向け直し、しばし考えて──

「……迷っている」

　正直に答えた。

「日本に帰りたいという気持ちはある。でも、イセス・メリアに来てもう半年だ。こっちの空気に慣れてしまった今、日本に戻もどって、まともにやっていけるのか……いや、違ちがうな」

　気持ちが上う手まく言葉にならない。

　更さらに考える。自分がイセス・メリアに留とどまりたいと思っているのなら、その根本的にして最大の理由は──

「…………」

　自然と、要の目はアッシュに向けられた。

「つまり、──」

　アッシュと永遠に別れることになるだなんて、受け入れられない。

　そうだ──俺は、アッシュと一いつ緒しよにいたい。

　それこそが、要を悩なやませる、最大の理由だ。

「それは、その──」

　しかし、自分の情動を理解するのと、声にして出すのとは、また別の話。

　喉のどが詰つまる。

　どうしても、言うことができない。

「……アッシュは……どうなんだ」

　逃にげを打つ。

　逆に、アッシュに問い返す。

「……私？」

「ああ。アッシュこそ、俺にどうして欲しいんだ。帰って欲しいのか、それとも留とどまって欲しいのか」

「それは、──」

　今度は、アッシュが返答に詰まる番だった。

「だって──それはその、──」

　かなり長い間、意味をなさない呟つぶやきを繰くり返した後、

「……言えないわ」

「……言えない？」

「それは……それは、要が自分で判断すべきことでしょ。私が何か言って、影えい響きようを与あたえるのは、よくないというか、なんというか……」

　回りくどい言い方に、要は少しイラッとして、

「……つまり、俺が日本に帰るって宣言したら、アッシュは引き留めもせずに喜んで見送るってことかよ」

　喧けん嘩か腰ごしに言うと──

「……そんなことないわよ！」

　ざばあ、と水しぶきを上げて、アッシュはいきなり立ち上がった。

「何言ってるの!?　そんなこと一言も言ってないでしょ!?」

　濡ぬれタオル一枚で前を隠かくしていることを忘れ、突とつ然ぜんにキレてまくしたてる。

「なんなんだよ、てめーは！」

　応じて、要も思わず腰こしを上げた。視線の高さを合わせて、

「この間からおかしいだろ、アッシュ！　わけのわからないタイミングでキレやがって！　意味不明なロジックに付き合わされる身にもなってみろってんだ！」

　と言い立てる。

　アッシュは──

「どこが意味不明なの!?　要が私を怒おこらせるのがいけないんでしょ!?」

　いきなり、ボディブローを要の鳩尾みぞおちに叩たたき込んだ。

「ごふあ……ッ!!」

　完全な不意打ちだった。こらえきれず、要は膝ひざを折った。ばしゃ、とまたもや飛沫しぶきを立てて、風ふ呂ろに尻しり餅もちをつく。

「なにしやがる、この……!!」

　殴なぐり返したろか、という勢いで要は立ち直ったが──

　アッシュは、むしろ自分の方が殴られたみたいに、愕がく然ぜんとして立ち尽つくしていた。やがて、

「……どうして……」

　ひび割れた声を漏もらして、

「……どうしてこうなるのよぉ……」

　ボロボロと涙なみだを零こぼし始めた。

「……は……」

　また、要はぽかんとしてしまった。

　なんで突然泣き出したのか、まるでわからない。

「いやちょっと待ってくれよ。とりあえず落ち着け……」

　怒いかりの感情は一いつ瞬しゆんで消え失うせた。アッシュを慰なぐさめようと試みるが、

「バカ!!　バーカ!!　バァァァァカ!!」

　アッシュはますます暴れ始めた。次から次へとパンチを繰り出し始める。

　普ふ通つうの漫まん画が等であれば、細ほそ腕うでで男の胸をポカポカ叩く、というある意味微笑ほほえましい光景のはずだが──アッシュは本気で要を殴りにきていた。

　髪かみと乳とを振ふり乱みだして、腰をひねり、重みの乗ったストレートを繰り出してくる。

「あぐあ！　待てコラ、アッシュ！」

　引導士ハイダイバーとして鍛きたえた動体視力を発揮して、要はひょいひょいとパンチを避よける。が、それがますますアッシュの怒りを募つのらせる。ますますアッシュのパンチはキレを増していき、ついには──

　濡れタオルが、耐たえられなくなった。

　腰をねじった途と端たん、ついにぺろりとタオルが剝はがれて──

「……あっ」

　要の眼前に、一糸まとわぬ素す肌はだが現れた。

　つい、見とれてしまったところへ──

「うおああ──ッ!!」

　アッシュのストレートが、直ちよ撃くげき。

「…………!!」

　首がねじれる。

　要の意識は速すみやかに吹ふき飛び──頭から、風呂の湯の中へと落ちた。

「……はっ」

　湯の飛沫を浴びて、初めてアッシュは自分の所行に気づき、

「だ……大だい丈じよう夫ぶ!?　要!?」

　慌あわてて引き起こしにかかった。

　少しの間、要は水中に没ぼつしていたが──泡あわを盛大に吹き出しながら、すぐに浮ふ上じよう。

「……ゲホッ！　水飲ん……グフ、ゲホ！」

　水を吐はきながら、わたわたと腕うでを伸のばし──アッシュの腰を捕つかまえる。

「ひゃっ!?」

　いきなりのしかかられて、アッシュも尻しりから水面に落ちた。

　またも派手な水しぶきが上がる──が、今度は水中まで沈しずまずに済んだ。

「ゲフン！　かああああッ！　ああ畜ちく生しよう、ゴホッ！　うう……」

　アッシュに抱だかれた格好で、要は咳せきを繰り返し、あるいは鼻奥を唸うならせ、入った水を吐き出し──やっと、一息ついた。

　呼吸を静めたところで、やっと、目の前にアッシュのおっぱいがあることに気づいて、

「うおわ！」

　咄とつ嗟さに離はなれた。

「……ごめん」アッシュは、呟つぶやく。「やりすぎた」

　呟きながら、わずかに鼻をすする。

「…………そうか」

　要は穏おだやかに応じた。

　なんで暴れだしたんだよ、と厳しく追及する気には、なれなかった。

　もう一度、風呂に腰こしを落ち着けて、アッシュに肩かたを寄せる。

「ごめんね。私……」

　アッシュは首を傾かたむけて、要の肩に頭を乗せた。

「私……自分の気持ちが、よくわからない。要が行っちゃう、二度と会えなくなっちゃう、って思っただけで、わけがわかんなくなっちゃうっていうか、その……ムキになっちゃって、ごめん」

　繰くり返し、アッシュは謝る。

（これが、アッシュの本音……でいいのかな）

　要は、そう推察した。

　出会ってから半年、アッシュはたびたび要に暴力を振るってきたものだ。

　初めはチョップ、やがてアイアンクロー、そしてさっきは容よう赦しやのないパンチの嵐あらし。

　しかしメティスの説によると、それらは全すべてアッシュなりの愛情表現なのだという。

　素す直なおな本音を漏もらすことを恥はずかしく思って、つい暴力という肉体的コンタクトに訴うつたえてしまう、と。

　そう聞かされた時は、そんな迷めい惑わくな話があってたまるか、と憤ふん慨がいしたものだが──

　今は、なんとなくわかる。

「……不安なのか」

　要の問いに、アッシュは素直に答えた。

「そう……だと思う。不安だよ、ほんと。要がいなくなったら、と思うと──私、悲しむと思う……」

　小さな声で、はっきりと言う。

「……そっか」

　暴力行こう為いの果てに、やっと、アッシュの裸はだかの心に触ふれられた。

　要は、そんな気がした。

「俺も悲しいや。アッシュに会えなくなる、って思うと……」

　要も首を傾けて、アッシュの頭に、自分の頰ほおを乗せた。

「そうなの？」

　わずかに、アッシュの表情が明るくなる。

「じゃあ、こっちに残ってくれるの……？」

「それは……わからない」正直に、要は言った。「日本に帰りたい、って気持ちも、すごくある。残りたいのか、帰りたいのか──どっちの気持ちの方がより大きいのか、今はわからねーんだ。まだ、結論は出せねーよ……」

「そんなこと言っても……グレートゲートは、待ってくれないわよ」

「わかってる」

　要は、空を仰あおいだ。

「それまでに、心を決めるさ。決めた時は、まずアッシュに報告するよ」

「本当に？」

「ああ……」

　本当だ、と言おうとして、アッシュを見やると──

「じゃあ、約束」

　アッシュは、小指を突つき出していた。

「こんなところにも日本の文化が流入しているのか」

　苦笑して、要は手を伸のばし、小指に小指をからめた。

「約束だからね」

　不安そうな表情で、アッシュは要をにらみ、念押しした。







「なんでてめーがこんなところにいる」

　風ふ呂ろから居間に戻もどってくると、コーメイが待ち構えていた。

「やっと来たかい、要君……！」

　要の姿を見るや否いなや、いきなりコーメイは飛び込んだ。

「ふぬっ」

　足を持ち上げて、要はコーメイの胸を捕とらえた。接近を阻そ止しする。

「言ったじゃないか、君のためにわざわざ寄り道して会いに来る、って」

　足で押さえられながらも、コーメイはうっとりとした表情を浮うかべ、なおもアプローチを試みる。

「風呂に入っていたってことは、僕を迎むかえるために、身体からだを綺き麗れいにしておきたかったんだろ？　やっと僕の気持ちを受け入れる気になったんだね！」

「身体を綺麗にしておくのは、少なくとも、おめーのためじゃねーよ！」

　膝ひざを一いつ旦たん曲げて、コーメイを引き寄せてから、ピンボールを発射する要領で突き飛ばした。

「おわあ──」

　後ろ向きに吹ふき飛ばされたコーメイは──後方で待機していた、メティスの胸の中に収まる。

　背中にメティスのおっぱいの感かん触しよくを得た途と端たん、

「ギャアアア──ッ!?」

　絶ぜつ叫きようして硬こう直ちよく、コーメイはその場に崩くずれ落ちた。

「失礼な奴やつ」

　フッと鼻で笑った後、メティスはコーメイを無視して、室外に向かった。

「十蔵さんと一いつ緒しよに風呂を片づけてくるから、ちょっと待っててね」

「あ」アッシュが一歩踏ふみ出す。「だったら、私も──」

「湯冷めするだろ」メティスはアッシュを押し戻した。「まあ、待ってなって。それにその様子だと、風呂を勧すすめて正解だったみたいだし」

　ぴたりと身を寄せたアッシュと要を見ながら、言う。

「…………！」

　アッシュも要も、つい顔を赤くしたが──どちらも、相手から離はなれることはしない。

「良かった良かった。じゃ、すぐ済ませてくるよっと」

　ニヤニヤと笑いながら、メティスは出て行った。

　要とアッシュは顔を見合わせ──無言のまま、隣となり同どう士しの席に座った。

　宣言通り、メティスはさっさと片づけを済ませ、十蔵を連れて戻ってきた。

　コーメイも気絶から復帰して──全員が、居間に揃そろう。

「……約束通り、最新の計算結果を持ってきたんだ」

　切り出したのは、アサイアスだ。

「運命の時は、意外に近い。今から三日後の、夜明けの時間帯、かなり地上に近いところで、グレートゲートは開く」

「三日後の朝……？」

　思ったよりかなり早い、と要は感じた。

　今日は既すでに夜よる遅おそく、日付が変わるまで数時間を残すだけ。

「そうなんだ。正確に言うと、もう三日もない──二日半を切っているかな。その頃ころに、ゲートは十分から二十分間、開き続ける。グレートゲートの言い伝えが正しいのなら、そのゲートを通して、異世界日本が見えるはずだよ」

「…………」

　重大な予言を受けて、特に異邦人オーバージー組は言葉を失った。

「場所は、ザールバイン地上領の、農民集落の東方約一キロあたりだ」

　アサイアスは地図を取り出して、その地点を指で示した。

「……一つ質問が」

　控ひかえめな声で、要は問いかけた。

「ゲートの向きとか、わかる？」

「……向き？」

「そう、向き。というか、そもそも、ゲートってどんな形なんだ？　勝手に円形だと思いこんでたけど、実は球形とか……」

「ははあ、なるほど」

　やっと要の言わんとするところを理解して、アサイアスは頷うなずいた。

「ゲートってのは、空間に現れる、平面的な円えん盤ばん状の穴だよ。ただし、穴は一方向からしか見えない。穴として見える側を、表としようか。普ふ通つうのゲートなら、表側から、異邦人オーバージーが排はい出しゆつされる。でも、そのゲートの裏側に立っても、何も見えないはずだよ」

「そうなのか。……とにかく、表裏があるってことなんだな。裏側からゲートに突とつ撃げきしても、日本に行くことはできないんだよな？」

「多分ね。表側に突つき抜ぬけてしまうだけじゃないのかな。突き抜けた後、反転すれば、ゲートをくぐれると思うけどね。さすがに、どっち向きにゲートが発生するかまでは、計算はできないよ。現地確認をお願いしたい」

　アサイアスは一つ咳せき払ばらいし、改めて全員を見み渡わたした。

「もちろん、アリメルドも、アッシュはこの機を逃のがさない、必ずやってくる、と踏んでいるはずだ。きっと迎げい撃げき態勢を取っているだろうね」

「アリメルドは、国王陛下とよしみを通じているらしいです」ライセが報告する。「もしかしたら、ザールバインの衛兵をあらかた駆かり出しての大防衛網もうを敷しくかもしれませんよ」

「……厄やつ介かいな話ね」

　す、と音もなくアッシュは上半身を起こした。事務的な態度を取り戻して、検討を行う。

「人海戦術を採られると、かなり面めん倒どうなことになる。アリメルドとしては、時間稼かせぎさえできればいいんだから。真っ向から攻せめかかるだけでは、きっと逃にげられる」

「ならば僕が策を授さずけようじゃないか」

　コーメイが、いかにも自信ありげに身を乗り出した。

「まず第一案。衛兵隊に紛まぎれ込んで、アリメルドへの接近を図はかるのはどうか」

「衛兵隊の制服を調達する必要がありますねぇ」ライセが指し摘てきする。

「それはどうにかなると思うけど……」

　アッシュはライセに言ってから、コーメイに向き直った。

「それは、グレートゲート発生時を狙ねらうってことよね。個人的には、一発勝負は避さけたいところなんだけど」

「というと？」

「もう少し早い段階で仕し掛かけたい。あいつがザールバイン城に滞たい在ざいしていることはわかっているのよ」

「ザールバイン城に殴なぐり込みをかけたい、と？　ちょっとそれはお勧すすめしかねるなあ……」

　否定的な意見を口にしたコーメイだったが、ふとあることを思い出す。

「いや、よく考えたら、アッシュ君はザールバイン城の中のこと、知ってるんだっけ？」

「そこそこには」アッシュは頷いた。「間取り図を書けるくらいには、覚えている……と思う」

「なら話は別だ」コーメイは考え込んだ。「それならば、奇き襲しゆうという選せん択たく肢しもアリだろうね。リスクは高いが、向こうもそんなタイミングで仕掛けられるとは思っていないだろう」

「いや、でも、敵地に飛び込むのは危険じゃねーの」要が発言する。「国王の居城だろ？　そっちこそ、よっぽどな警備が敷かれているんじゃ？」

「いい指摘だ」とコーメイ。「じゃあ、君には代案があるのかい？」

「ある」

　その一言に、全員の視線が要に集まる。

「……あまり期待すんなよ」

　と予防線を張ってから、要は話を切り出した。

「今日、色々聞いて回ったんだが、どうやらアリメルドが街に姿を現していたらしい」

「なんですって」

「本当ですかぁ？」

　アッシュとライセが驚おどろきの顔を見せる。

「おっと、これは俺のお手て柄がらだったかね。……つっても、神しん護ごと可か憐れんのおかげだが」

「……あの二人もザールバインに来てるの？」

「あいつらもグレートゲートをくぐりに来たんだよ。……それはおいておくとして、今日、ザールバインのどっかで大暴れした奴やつがいたらしくて、そいつを制圧するためにアリメルドが下りてきたそうなんだ」

「……マジ？」

　アッシュは耳を疑ったが、

「……でもそう言えば、たしかに、衛兵達が騒さわがしく動き回っていたわね……」

　と納なつ得とくする。ついでに、要が衛兵に追われているんじゃないかと勘かん違ちがいして、ひどく動どう揺ようしたことも思いだし──

「…………」

　ゴスン、と音を立てて、アッシュはテーブルに突っ伏ぷした。

「ん？　どしたの？」

　メティスの言葉に、

「あはは……ちょっと昼間のことを思い出しただけだ……と思いますぅ」

　ライセがフォローを入れた。

「……ううううう」

　タオルを頭から被かぶり、ぶるぶると震ふるえるアッシュ。

「……とにかく」要は話を続ける。「暴れていたのは女だったそうだ。つまり、アリメルドは、アッシュが騒ぎを起こしたと勘違いして、出てきたんじゃねーかと思うんだが」

「ほほう。面おも白しろい」

　コーメイが、目を輝かがやかせた。

「アリメルドを誘おびき出すことができる、と言いたいんだね？」

「その通り。国王の居城に突とつ撃げきするより安全だと思うんだが、どうよ？」

「いいアイデアだと思うわ」

　ばっとアッシュが身体からだを起こした。

「先にそっちを試ためしてみましょう。城への襲しゆう撃げきは、うまくいかない時の保険ということで」

「……ふむ。結局の所、これは君達の問題だ。君達のいいようにするのが一番だろう」

　言って、コーメイは一同を見回した。

「何か異論のある者は？」

　誰だれも、何も言わなかった。

「じゃあ、決まりね」とアッシュ。「さっそく明日、やりましょう」

「具体的に、どうしましょうねぇ？」ライセが問いかける。「誰が囮おとりをやるのかってことですけどぉ……アッシュには控ひかえてもらうとして、私が暴れる役を務めるべきですよねぇ」

「……いいや」

　要は、その場で立ち上がった。

「その役は、俺がやる」

「えっ」ライセが声を上げる。「これは女子がやった方がいいと思うんですけど」

「俺もそう思う」要は認めた。「だから、俺が女装するんだよ」

「…………」

　全員、驚きの眼まな差ざしを要に向けた。

　要が、自ら進んで女装を行うと宣言する──前ぜん代だい未み聞もんの事態だった。

「……本気で言っているのか」

　十蔵が問う。

「本気ですとも」

　これ以上ない真しん剣けんな声で、要は言い返した。

「危険な役目は、俺が引き受けます。ライセはアッシュのフォローをしてくれればいい」

「……いいねいいね」

　ぱちぱちぱち、とメティスが高らかに拍はく手しゆした。

「お姫ひめ様の願いを叶かなえるために、王子様が命をかけるってか？　ロマンチックな話じゃないか」

　その言いように、場の空気がゆるむ。ほんわかとした雰ふん囲い気きに覆おおわれた。

「……ちょっと。からかってるの？」

　アッシュも口ではそう言うが、まんざらでもない風。

「ハハハッ。……さあて、伝えるべきことは伝えた──」

　笑え顔がおを引き締しめて、アサイアスが起立した。

「僕達は、そろそろおいとまするよ。目的地に行かなきゃならないんでね」

「そうでしたね」

　他ほかの面々も、一いつ斉せいに席から立ち上がる。

「これでお別れだ。……特に、要とライセ」

　アサイアスは、二人の前へと進み出た。

「君達とは、もう二度と会えなくなるのかな。さみしいね」

「こちらこそ、よくしていただいてありがとうございましたぁ……」

　ライセは、アサイアスの手を握にぎって、深く頭を下げた。

「俺は──」

　どう言ったものか、要は迷った。

　ちらりと見ると、アッシュは要をじっと注視している。

「どうしたんだい」

　コーメイがにじり寄ってきた。

「僕と別れるのが辛つらくて、日本に帰るのがツライ？　いやあそうだろうそうだろう。二つの世界に引き裂さかれる恋こい人びと同士！　なんて悲劇的なシチュエーションなんだろうねえ」

「……コーメイ」

　要は、真剣な表情を浮うかべて、コーメイの両りよう肩かたに手を掛かけた。

「……はっ」

　恋こいする乙おと女めのごとく、コーメイは頰ほおを赤く染める。

「ま、待ってくれよ。みんなが見てるじゃないか……」

　フッ、と要は笑い──

「パス！」

　コーメイの小さな身体を、アッシュに放ほうり投なげた。

　アッシュは、無言でコーメイを抱き留める。

　アッシュの胸に、コーメイは顔から突っ込む格好になり──

「ギャヒィィィィ──ッ!?」
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　不気味な悲鳴を上げた。感電でもしたかのように、全身をブルブル震ふるわせる。

　アッシュが手を離はなすと、力を失って、またもやぶっ倒たおれた。

「……これが、男しか愛せない人間のつらい現実なのか……」

　呟つぶやいて、がくりと頭を落とした。

「はいはい、これ以上ふざけていては、迷めい惑わくだよ」

　アサイアスはコーメイの首根っこをつかみ、強ごう引いんに立たせた。

「それでは。君達が同盟の協力者として働いてくれたこと、僕は決して忘れない」

「……ありがとうございます」

　要は頭を下げた。







　神護と可憐は、ザールバインの居住区画にある宿に泊とまり、そこを橋きよう頭とう堡ほとしていた。平原の民たみの息がかかった宿なので、ある程度は信しん頼らいがおける居場所である。

　ただし、食事は出してくれないので、各おの々おの外で食べるなり、調達してくる必要があった。

　二人は、たいていの場合、食べる物を買ってきて、部屋の中で食事をするようにしていた。食べ物を買ってくるのは、常に神護の仕事である。

　この日は、要と別れた後、先に可憐が帰宅。神護は寄り道して食料調達を済ませてから、戻もどってきた。

「ただいま……っと」

　自室に帰ってきた神護を待っていたのは、

「……やあ。お邪じや魔ましているよ」

　仮面の男性と、

「…………」

　ベッドの隅すみで膝ひざを抱かかえている可憐だった。

「おっと、これはどうも」

　慌あわてて神護は食料の詰つまった紙かみ袋ぶくろを脇わきに置き、仮面の男性の前でかしこまる。

「気楽にしたまえ。私が勝手に押しかけたのだからな」

　と、仮面の男性──サルベイジョン・フラットランドは小さく笑ってみせた。

　優すぐれた引導士ハイダイバーであると同時に、平原の民を率いる指導者。イセス・メリアの悪あく弊へいメドラニカに対する反旗を掲かかげた、旗手。その名声は、王国と同盟の戦争の最中にあって、ますます評価を高めている。同盟側とゆるやかな共きよう闘とう態勢を取ることによって、小組織ながらも小さからぬ影えい響きようを、戦争に与あたえていた。

「……それより、彼女の方を気にかけてやりたまえ」

　フラットランドは身を引いて、可憐の眼前に神護を押し出した。

　神護は膝をつき、可憐と視線の高さを合わせた。

「……可憐か」

　問うと、可憐は小さく頷うなずいて、顔を膝に埋うずめた。

「どうした」

　腕うでを伸のばして、神護は可憐を抱き留める。

「なんでもない……」

　か細い声を、可憐は漏もらした。

　間ま違ちがいない、エレナ人格が引っ込み、可憐人格が戻ってきている──神護は確信した。

　二つの人格が入れ替わる、そのトリガーはよくわからない。トリガーがあるのかもしれないが、少なくとも神護の目には、見えない。唐とう突とつに可憐人格に戻ったかと思うと、また唐突にエレナ人格が出てくる。ほとんどランダムな現象にしか思えない。

　ただ一つ、はっきりしているのは、可憐の精神はまたもや限界に達しつつあるということ。

　以前、限界に達した時、可憐はエレナ人格を生み出すことで、精神的な破は綻たんを逃のがれた。が、所しよ詮せんは応急処置、付け焼やき刃ば、一時しのぎに過ぎなかったのだ。

　再びの限界が迫せまった今──精神に更さらなるストレスがのしかかった時、可憐はどうなるのか。

　少なくとも、好転は望めない。

「大だい丈じよう夫ぶだ、俺達は、きっと家に帰れる。俺が必ず、可憐を連れて帰る……」

　何としてもグレートゲートをくぐり、日本に帰らなければならない、と神護は思う。

「……そうじゃないの……」

　と──可憐は、わずかに首を振ふった。

「私……帰っていいの……？」

「…………？」

　可憐の言わんとするところを摑つかめず、神護は黙だまる。

「私……イセス・メリアで、いっぱい人を殺したんだよ……」

　ぽつりぽつりと、可憐は語る。

「こんなに人を殺しておいて……日本に戻るなんてこと、許されるの……？」

　そして、肩かたを震わせ始めた。

　そういうことか、と神護は理解して、

「許す」単刀直入に言った。「他ほかの誰だれが何と言おうが、俺が許す。生きるためにやってきたことだ。恥はじる必要も、思い悩なやむ必要もない。そして、日本に帰れたら、こっちであったことは何もかも忘れてしまえばいいんだ」

「……忘れられるのかな……」

「忘れられるとも。日本に帰れば、明日を恐おそれる必要なんてなくなる。忘れられるさ」

　フフ、と神護は微笑ほほえみを見せた。

「疲つかれているから、気持ちが重くなってるんだよ。今日はもう、寝ねるといい」

「……ん……」

　可憐は、抱だいていた膝を離はなした。楽な格好になって──ほどなく、寝ね息いきを立て始める。

「──一苦労だったな」

　一息ついたところで、フラットランドは声をかけた。

「大したことじゃありませんよ」

　身を引いて、神護はフラットランドの対面に着席する。

「二人で日本に帰るためです。……ところで、今日はこちらへ何しに？」

「最後の挨あい拶さつをしに来た」

　にっ、フラットランドは口くちの端はしを吊つり上げた。

「そして、グレートゲートの正確な出現地点を伝えに。グレートゲートは三日後の夜明け頃ごろ、ザールバイン地上領の集落東方一キロに発生する。まあ、二日と数時間後と言った方がより正確かな」

「そんな早くに……ですか」

　驚おどろきを、神護は隠かくせなかった。

　だが、すぐに気を取り直す。妙みように待たされるよりマシだ。

「私としても、後学のために是ぜ非ひともグレートゲートなる物をこの目で見てみたかったが──別件がある。なので、代わりにマリアをよこそう」

　マリア・レフトウィッチ──平原の民たみに身を寄せた神護達の世話役を務めていた女性の名を、フラットランドは口にした。

「当日は、彼女のフォローを受けてくれ。マリアが、君達を見送ることになる」

「すいませんね。そこまで手を割さいていただいて」

「フ。借りだと感じる必要はない。これは監かん視しだよ。君達がきっちり日本に帰れたかどうか、しっかり見ておかなければならん。帰り損そこねた場合、敵に捕つかまったら面めん倒どうなことになるからな。その際、マリアには、君達を必ず連れ帰るように指示してある。もし、敵に捕まるなどして、それが叶かなわない場合は──」

「場合は？」

「必ず殺すように、とも」

「…………」

　感情無きフラットランドの物言いに、思わず神護は硬こう直ちよくする。

「……ハハハッ」

　その硬直を解くべく、フラットランドは笑い声を立てる。

「もちろん、君達が無事日本に帰れることを望んでいるよ。それより気になるのは、敵がいかほどの戦力をグレートゲートに出してくるか、ということだ。場合によっては、それをかいくぐるだけで命がけ、ということも考えられる」

「そいつは、覚かく悟ごしています」神護は言った。「アッシュの襲しゆう撃げきを予期して、必ずグレートゲート防衛に戦力を出してくるはずです。荒あら事ごとになるであろうことは、もう想定済みですよ」

「なら、いい。我々平原の民に、君達の手助けをできるほどの戦力があれば良かったのだが……まあ、今いま更さら言ってもどうにもならん」

　す、とフラットランドは席を立った。

「君達の悲願成じよう就じゆを祈いのっている。そして、可憐君の幸せを、な」

「…………」

　神護は直立して、無言で頭を深く下げた。







　無言。

　無言のまま、要はアッシュのなすがままにされ──

　無言のまま、アッシュは要をいいようにする。

「……ほあッ」

　敏びん感かんなところを撫なでられて、要は妙に色っぽい声を上げる。

「……変な声、出さないの」

　わずかに眉まゆをひそめながら、アッシュは要に上着を着せてやった。

「おまえが変なところを触さわるからだろうが」

　わずかな苛いら立だちをはらんだ声で、要は言い返す。

　アッシュは自室に要を迎むかえ、着き替がえの手伝いをしていた。

　今回、要はアッシュに変装する。アッシュの古着を、要は着せられている。

　お互たがい、気き恥はずかしさ故ゆえ、無言になりがちだった。

「……なんて変態行こう為いだ」

　時折、沈ちん黙もくに耐たえきれなくなって、要は声を漏もらす。

「サイズがそれなりに合ってしまうってのも……なんと言ったものやら」

　服のサイズは合うけれども、要の主観からは違い和わ感かんバリバリだ。

「サイズが合わないのは胸くらいなものね」

　アッシュは、感情を抑おさえた声で応じた。

「合うわけねーだろ。合ったらそれこそ驚きだ」

「まあ、そうね。……詰つめ物、どうかしら」

　手を伸のばし、アッシュは要の胸にできた双そう丘きゆうを手で揉もんだ。

　アッシュの胸を再現するために、要はブラをつけ、その中に詰め物を押し込んでいた。

　アッシュは作り物の胸を繰くり返し揉み、形を整えていく。

「変な気分だ……」要は言った。「直じかに触られてすらいねーのに、恥はずかしくなってくるのはなんでだ」

「そんなこと言わないでよ。こっちまで恥ずかしくなってくるでしょ」

　もとより、アッシュは頰ほおを染めっ放しだった。

　胸の調整の後、アッシュは長い髪かみのカツラを要の頭の上に載のせた。

　要は椅い子すに座り、アッシュはその背後について、姿見と向かい合う。軽く調整してやるだけで、カツラはごく自然な位置に収まった。

「これで、どうかしら」

　女装作業の終しゆう了りようを、アッシュは告げた。

　立ち上がって、要は自分の姿を姿見越ごしにチェックする。

「まあ……これなら、遠目からなら、俺も勘かん違ちがいするな」

　さすが、アッシュ当人が手がけただけあって、見事な仕上がり具合である。

「当然でしょ」

　言いつつ、アッシュは要に身を寄せ、肩かたに手を回した。

　姿見の向こうの、二人のアッシュの姿を、要はじっと見つめる。

「今回、どうしたの……」

　鏡の中の要に、アッシュは問いかけた。

「こんな風に、自分から女装を申し出るだなんて。いつもだったら、さんざん拒きよ絶ぜつしていたのに」

「……なんでだろうな」

　問われて、要は少し考え込み──一つの答えを引き出した。

「歩み寄り、かな」

「歩み寄り？」

「俺が女装癖へきに目覚めたわけじゃないぜ。俺は、アッシュと力を合わせて、戦うつもりでいる。……という態度を見える形で示すために、この作戦を……女装を申し出た」

　言葉を選びながら、要も鏡の中のアッシュに語りかける。

「そっか」

　アッシュの表情はわずかにゆるんだ──が、すぐに引き締しまる。

「……ねえ。こんな風に、私が要に服を着せてあげるのって、これで最後なの……？」

「…………」

　重大な質問だった。

　要はじっくりと、考えに考えて──

「……まだだ」

　正直に、要は言った。

「まだ、心を決め切れてねー。帰るか、残るか、簡単に決められる問題じゃねーって言っただろ」

「……だよね」

　アッシュは、肩を落とした。

　実のところ、ある程度、一方の結論に心は傾かたむいている。

　こっちの結論を選ぶだろう、という未来図が、薄うす々うすと見えてきている──というのが、正直な気持ちだ。

　だが──今それを口にしても、アッシュをぬか喜びさせるだけだ。

　まだ、断言はできないのだから。

　アッシュの心をむやみに傷つけることは、したくない。

　なにもかも、結論を出せない自分が悪いのだが。

　己おのれの優ゆう柔じゆう不ふ断だんさに、内心で歯がみしながら、しかし無表情を、要は保った。

　結論を、早く決めたい。

　しかし、ギリギリになるまで心を決めることはできないだろう。

　それが、自身を──そして、アッシュを苦しめることになる、とわかっていても。







「……毎度のことながら、見事な女装だな」

　友人の変わり果てた姿を見て、神護は悲しげに首を振ふった。

「目的のためだ！　仕方ねーだろ」

　声を潜ひそめて、要は言い返す。

　要は、神護、可憐とともに、ザールバインの街頭に出ていた。いかに要の女装が完かん璧ぺきであろうと、声ばかりは隠かくしようがない。声を小さくするか、あるいは裏声で無む理り矢や理り女性の声を装うか──なんにせよ今現在、普ふ通つうに喋しやべることはできない。

「たしかに、似合ってるな……」

　可憐──完全にエレナ人格に戻もどっている──は、要の身体からだにぺたぺたと触ふれながら、言った。

「……ったく。要がこっち方面の趣しゆ味みに目覚めるだなんて、想像もしてなかったぜ」

「目覚めてねーから、心配すんな」

　要は可憐の手を払はらいのけた。

　空を見上げる。太陽は西の地平線に没ぼつし、空は暗くら闇やみに覆おおわれつつある。もう少し明るい時間帯から始めるつもりだったのだが、なんだかんだでこんな時間になってしまった。

「作戦、ちゃんと理解できてるだろうな」

　要が可憐に問うと、

「わかってるって。今から衛兵に喧けん嘩か売って、片かたっ端ぱしから殺しまくればいいんだろ？」

「…………」

　少なくとも、間ま違ちがってはいなかった。要が言葉を失っていると、

「……やっぱり可憐は抜ぬきでやらないか」

　深刻な表情で、神護が言った。

「なんでだよ」可憐が反論する。「この程度、楽勝だって。あたしが、衛兵連中ごときに不覚を取るとでも思ってんのかよ」

「その点は心配していない。むしろ、殺しすぎてしまうことを心配しているんだ」

「……どういうこった」

　要は、疑問を口にした。

　手短に説明すべく、神護が口を開いた時──

「…………？」

　三人は、空を見上げた。

　二つの人ひと影かげ──おそらく衛兵だ──が、頭上はるか高くを横切り、南方向に墜おちていった。

「……昨日、こんな光景を見たような気がするな」

　要が言うと、

「俺もそんな気がする」

　神護も頷うなずいた。

「なんだよ。折角あたしが、メドラニカへの尽つきない怒いかりをソールドに乗せて大暴れするつもりだったのに」

　右みぎ腕うでを、可憐はぐるぐると回した。引導術を発動し、ソールドとともに宙に浮うく。

「行ってみようぜ！」

　要と神護は、無言で頷いた。




「……暗くなっちゃったわね」

　空を見上げて、アッシュは呟つぶやく。

「そうですねぇ……」

　ライセも、頭をもたげて空を仰あおいだ。

　二人は、昨日と同じ変装で、ザールバインの街中をぶらついていた。

　要達から少し離はなれた場所で、潜せん伏ぷく中である。

　要が騒さわぎを起こして、アリメルドを誘おびき出したところに奇き襲しゆうをかけ、一いち撃げきの下に殺害する。

　今は、ただじっと待つ時である。

　さすがに、アッシュはすっかり落ち着きを取り戻していた。

　その時を待ちわびつつ、周囲から奇き異いの目で見られないよう、二人はゆったりとした歩調で歩き続ける。

　イセス・メリア人は基本的に、太陽が輝かがやいている間を活動時間帯とする。街灯などの便利な光源が存在しない以上、夜間の活動はおのずと控ひかえめになる。日にち没ぼつの時間を過ぎた今、街並みから人影は減りつつあった。

　あまりにも人が減りすぎると、アッシュ達が衛兵に目を付けられかねない。

「うまくやってよ、要……」

　呟いた時──ふと、アッシュの視線が、ある一点に注がれる。

　フードの人物が、壁かべを背にして立っていた。

　思わず、足を止める。

「ん？　どうかしました？」

　不ふ審しんに思い、ライセも立ち止まる。

　始め、アッシュは、またもイングリッドが現れたのかと思ったが──

　違ちがう。

　同じく、マントにフードという出いで立ちだが、その雰ふん囲い気きはまるで異なる。

　だが──フードの奥の二つの目が、アッシュを捕とらえている。

「…………」

　フードの人物は、アッシュ目がけて、足を踏ふみ出した。

　まずい、と本能的に感じてアッシュはその場を立ち去ろうとしたが──思わず、足を止める。

「あっ、おい！　こんなところにいたのか！」

　男が一人、フードの人物目がけて駆かけ寄ってきた。

　兎と々と木ぎ周しゆう人とだった。

「もう家に帰る時間だぞ！　言うこと聞かないんならメシ抜きだぜ！」

　フードの人物を捕つかまえ、連れ去ろうとする兎々木。

　声を気にせず、フードの人物はますます歩を早め、

「……ァァァアシュラァァァタァァァ……！」

　アッシュの名を呼んだ。

「!?」

　目を大きく見開くアッシュ。

　フードがめくれ、顔が露あらわになる。

　やっとアッシュは、名前を呼ばれた理由を理解した。

「……輝てる南なみ亜あ依より!?」

　アッシュの声を聞いて、亜依は──

「…………ゥゥゥ……！」

　空に浮かしていたソールドを一枚引き寄せた。

　いきなり、アッシュ目がけて投げ墜おとす。

「…………!!」

　身をかがめて、アッシュはソールドをかわす。

　が、勢いでハンティング帽ぼうが脱ぬげる。

　帽子の中に押し込んでいた長い髪かみが、ばっとこぼれ出る。

「……アシュラータ・アムルーか！」

　兎々木が気づいた。

「しまった……！」

　こっちで騒ぎを起こすのは、望むところではない。

「逃にげましょう！」

　ライセに言われるまでもなく、アッシュは地を蹴けった。

「……逃にガスカ……アァァシュラァァタァァ──ッ!!」

　亜依は、地面すれすれを滑すべるように墜おちる。

「どういうことなの!?」

　逃げながら、まだアッシュは自分の目が信じられない。

「あいつは私が殺したはずなのに……！」

「そんなことはあとで考えましょうよぉ！」

　アッシュと連つれ添そうように墜ちるライセが、地面をぐっと踏みつけて、方向転てん換かん。アッシュの手を引き、路地裏に飛び込む。

「……ムグ……！」

　亜依は、勢い余って路地への入口を通り越こしてしまった。

　その間に、アッシュとライセは一気に路地の奥まで入り込む。

　あらかじめ、路地の端はしに目立たないように隠かくしていたソールドを取り出して、摑つかむ。

「奇き襲しゆう作戦がパーね……！」

　アッシュは悔くやむが、この状じよう況きようでは仕方がない。

　二枚のソールドを自分の両りよう脇わきに浮うかべて、一いつ旦たん足を止める。

　口を閉とざし、周囲の気配を探さぐる。

　ほんのわずかの間、場が奇きみ妙ような沈ちん黙もくに包まれるが──

「……いた！」

　頭上、建物と建物の隙すき間まに見える空を遮さえぎり、兎々木が姿を見せる。

「こっちだ、亜依！」

　呼びかけつつ、兎々木は自ら真下にソールドを墜とした。

「ほわぁ──ッ！」

　叫さけびながら、ライセはアッシュとともにソールドから逃げる。自分のソールドで後方を守りつつ、更さらに狭せまい路地へ潜もぐり込む。

　兎々木のソールドは、勢いよく路地の入口、建物に激げき突とつ。石造りの壁にめりこむ──けれども、貫かん通つうすることはかなわない。

　その間にアッシュは急きゆう上じよう昇しよう。建物に囲まれた狭い空間から抜け出して、一気に視界が広くなる。

「……ガァァッ……!!」

　眼前まで、亜依に迫せまられていた。

　咄とつ嗟さにアッシュは自分のソールドの陰かげに隠れる。

　直後、激しい激突音。

　亜依の繰くり出した右ストレートが、アッシュのソールドを打つ。

　凄すさまじい衝しよう撃げきが、ソールドを突つき抜けてアッシュに伝わる。

「…………!?」

　ただのパンチで、何な故ぜここまで──と疑問に思った直後、アッシュは目を剝むく。

　亜依の右みぎ腕うでと見えたものは、金属の義手。

　申し訳程度に右腕を模した、金属の固まり──それはもはや、ソールドとしか言いようがない。

「……なるほど、右腕を叩たたき落とされたのに、生きてたってわけね……！」

　ソールド越ごしに声をかけると、

「殺ス……アシュラータ……殺ス……！」

　異常な憎ぞう悪お感を剝き出しにして、亜依は唸うなった。

　理性的な話し合いができるとは、到とう底てい思えない。

「……どうも、ここにたどり着くまで、随ずい分ぶんと苦労してきたみたいね……」

　亜依のあまりの変へん貌ぼうぶりにぞっとしつつ、アッシュは呟つぶやく。

「あなたにきっちりとどめをささなかった私が悪いのかしらね？　改めて、地じ獄ごくに送ってあげる……！」

　ソールドを、アッシュは両足で蹴け飛とばした。

　衝撃がソールド越しに伝わり、亜依はわずかに弾はじき飛ばされる。

　わずかな隙すきを作ってアッシュは後退、亜依との間合いを取り直す。

　入れ替わるように、もう一枚のソールドを墜おとし、亜依の両断を狙ねらうが──

「……ガァァァッ！」

　義手を、亜依は一ひと振ふりして、ソールドを弾き飛ばした。

　押しのけるようにして、亜依はまっすぐにアッシュへと迫る。

「……これは、簡単にはいかなそうね……！」

　近寄られることを嫌きらい、アッシュは逃げる。

「アッシュ！　あたりにも気を付けて下さいよ！」

　防ぼう御ぎよ用のソールドを飛ばしながら、ライセが注意を促うながす。

　敵は、亜依と兎々木だけではない──ザールバインの衛兵達が、騒さわぎを聞きつけてこの宙域に集合しつつあった。

「……まったく、もう！」

　アッシュは舌打ちした。

　もはや、最初のプランは完全に崩くずれたと判断するしかない。

　ただ──プランその二に移行する余地はある。

　すなわち、アッシュと要の役割を取り替えるのだ。要がアリメルドを引きつけてアッシュが刺さすところを、逆にする。

　要が潜せん伏ぷくしている以上、まだ望みはある。

「要がそう判断して、まだ我が慢まんしていてくれればいいんだけど……」

　祈いのりながら、アッシュは追ってくる亜依を視界内に捉とらえ、ソールドを墜とす。




「……なにやってんだ、アッシュの奴やつ！」

　地面から空を見上げて、要は毒づく。

　四方八方から、衛兵達が雲うん霞かのように迫り来ていた。

　無数のソールドが飛び交かう中、アッシュとライセは右へ左へと激しく動いて直ちよ撃くげきを避さけ、逆に次から次へと敵を叩き落としている。

　しかし、衛兵はどんどん増えてくる上──中に二人、おそらくはＧ級以上の引導士ハイダイバーが混じっており、アッシュとライセを追いつめにかかっていた。

「あれは兎々木の野や郎ろうか！」要は、敵の姿を視認した。「アリメルドが来てんなら、そりゃあの野郎も来てるよな。クソ……！」

　助すけ太だ刀ちに入るべく、要は空目がけて墜おちようとしたが──

「待て！」

　鋭するどい声を放ち、神護は要の肩かたに手を掛かける。

「なんのつもりだ、この──」

　反射的に、要は手を振ふりほどく。

「よく考えろ！」神護は説得する。「役回りは変わってしまったが、これはこれで、一応予定通りにことが進んでいると言えるだろ」

「なに？　それは──いや、そうか。言われてみれば……」

　反論しようとした要だったが、すぐに納なつ得とくした。

「ここは我慢しろ。アリメルドが出てくるのを待つんだ」

「あたしは我慢できねーよ！　指をくわえてみてられっか！」

　神護の横で、可憐が叫さけんだ。今すぐにも墜ちていきたいようで、うずうずしている。

「ここは、俺達が行く」

　神護は可憐の肩に手を置いた。

「おまえは秘密兵器だ。ちょっと待ってろ」

「アッシュを信じろって言うんだな……」

　小さく、要は頷うなずいた。

「行くぞ……！」

　神護がソールドとともに空へ向かい、

「待ってました！」

　可憐がそのあとについていく。

「…………」

　無言で、要は二人を見送り──アッシュへと、視線をずらす。

　その時、既すでにことは起こっていた。




「……しつこい……！」

　ひたすらに、アッシュは逃にげる。

　追いかけてくる亜依をあしらいつつ、進路に入ってくる衛兵、あるいはそのソールドを、手元のソールドで弾き飛ばす。

　めまぐるしくあちこちに視線を飛ばしながら、自分、そして二枚のソールドの軌き道どうを決定し、イメージ通りに墜ちる。あるいは、墜おとす。

「どいてッ！」

　余よ裕ゆうを作るため、比ひ較かく的てき人口密度の薄うすい方へと、墜ちていく。

　けれども、亜依は絶対にアッシュをあきらめない。

「……グゥゥ……！」

　唸うなりながら、ひたすらにアッシュを追走する。

　亜依のアプローチのかけ方は、あまりに強ごう引いん、あまりに無む謀ぼう。ごくストレートな軌道で突とつ撃げきし、邪じや魔まするソールドは義手で弾き飛ばす、というもの。よほどの度胸の持ち主か、あるいは危険を感じる能力が根本的に欠けているか──

　どちらにせよ、尋じん常じようではない。

「しょ……正気なの!?」

　思わず、アッシュは呟つぶやいた。

　死を恐おそれない人間は、周辺に死をまき散らす。

　気け圧おされて、アッシュの心に焦あせりが生じる。

　亜依から逃げることに気を取られすぎ、衛兵が迫せまっていることに気づくのが遅おくれ──

「はあぁぁ──ッ！」

　槍やり型ソールドが、アッシュの胴どうを襲おそう。

「…………！」

　身体からだをひねると同時に、アッシュはソールドを振る。

　槍は、アッシュの上着を裂さいて──

　アッシュのソールドは、衛兵の頭を叩たたき潰つぶす。

　が、衛兵の胴どう体たいは、勢いのままに、アッシュに激げき突とつ。

「しまった──」

　からみつく衛兵の胴体を、なんとか振り払はらう。

　その時には、亜依が追いついて──

「……ガァァァッ!!」

　義手を、叩きつけた。

「ぐッ!?」

　アッシュの腹部に、重い衝しよう撃げき、鈍どん痛つうが走る。

　一いつ瞬しゆん意識が飛びかけて、制せい御ぎよを失った。

「……コォォロォォスゥゥゥゥ!!」

　義手を振り下ろした勢いで回転し、亜依は踵かかと落としを繰くり出した。踵はアッシュの側頭部を直ちよ撃くげき、アッシュの首がねじ曲がる。

「…………!!」

　視界が乱転する。手を伸のばして、どうにか自分のソールドにしがみつく。見当識を失った状態で、亜依の姿を探す。

　亜依は、アッシュの背面側に回り込んでいた。

　振り向いた時には、亜依の義手が眼前に迫り──

　ソールドと義手の狭はざ間まに、アッシュは押しひしがれた。




「よォし！　よくやった！」

　亜依の戦果に、声を上げる兎々木。

　しかし、明らかに気絶しているアッシュに、とどめの攻こう撃げきを刺さそうとしているのを見て、

「……いや待て！　生かして連れてこいって言われてるんだぜ！」

　咄とつ嗟さにソールドを墜とす。

　ソールドは、正確に亜依の義手を狙ねらって空を滑すべり、

「……グッ!?」

　振り下ろされようとしていた義手を、外側へ弾き飛ばした。

　すぐに亜依は兎々木の介かい入にゆうに気づいて、

「……ガァァァァ……!!」

　吠ほえ、敵意を向ける。

「まったく、おまえは犬コロかっての……！」

　兎々木は亜依に接近しつつ、懐かい中ちゆうからビスケット入りの小袋ぶくろを取り出した。

「ほれよ！」

　亜依目がけ、ビスケットを放ほうり投なげる。

　亜依は、大きく口を開いて、空中でビスケットをキャッチした。

「……ゥググ……」

　ガリガリと音を立てて嚙かみ砕くだき始める。ついさっきまでアッシュを殺そうとしていたことなど、忘れてしまったかのように。

「よおし、よくやった……」

　亜依の頭を撫なでてやりながら、兎々木は気絶したアッシュを、自分のソールドの上に載のせてやる。

「よしよし、これでいい。うまくいったな。あの変態女装野や郎ろうがいないのが気になるが──」

「……アァァァァ──ッシュ!!」

　とその時、遠くよりアッシュの名を呼ぶ声。

「……噂うわさをすれば、ってか」兎々木は渋じゆう面めんを作った。「言わなきゃ良かった」

「兎々木ィィ──ッ!!　てめえ、アッシュを返せッ!!」

　全速力で墜おち、要は一挙に兎々木へ迫せまる。

　もはや、隠かくれてアリメルドを待っている場合ではなかった。

「返すかよッ！」兎々木は歯を剝むいて笑う。「こいつの父親に、娘むすめを連れてこいって頼たのまれてんだ！　赤の他人が、親子の再会を邪じや魔ますんなよ！」

　迎げい撃げきのソールドを、要へと墜おとす。

　直線的に迫る要に対し、真っ向からぶつけにかかるが──

「邪魔だッ!!」

　ロールして、要は直撃を避よけた。

　逆に、二枚のソールドを時間差で、兎々木目がけて放つ。

「ハ！　その程度で、俺を殺やるつもりかよ!?」

　アッシュを乗せたソールドを背にしつつ、もう一枚のソールドで兎々木は身を守る。

　一枚目、二枚目と順番に弾はじき飛ばし──

「オラァ!!」

　二枚目の陰かげから、要は飛び出した。

「なにィ!?」

　直後、兎々木の右みぎ頰ほほに、拳こぶしが突つき刺さる。

「死ねよッ！」
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　先に弾かれていたソールドを引き寄せて、要は兎々木に叩たたきつける。が、

「……ガァァァッ！」

　亜依が割り込んで、義手でソールドを払はらった。

「邪魔を、……！」

　するな、と言いかけて、要は驚きよ愕うがくする。

　輝南亜依──半年くらい前にアッシュが始末したはずの、女の顔に。

　わずかな硬こう直ちよくが、兎々木に体勢を立て直す間を与あたえてしまう。

「今日のところはアッシュの保護が最優先だ！」

　今にも要につかみかかりそうな亜依の襟えり首くびを捕つかまえて引き寄せ、自らも後退する。

「この礼はあとで必ず返すからなッ！」

　捨てぜりふを残して、斜ななめ上方へと墜ちていった。

「待てよ！　アッシュを返せッ!!」

　要は追いかけようとするが、兎々木の逃にげた道を埋うめるように、わらわらと衛兵達が墜ちてくる。

「どけッ！　邪魔だ！」

　ソールドを振り回し、近づく者を片かたっ端ぱしから裂さく。叩き潰つぶす。殴なぐり飛ばす。

　しかし、人海戦術の前には、さしもの異邦人オーバージーとて突とつ破ぱは不可能。

「返せ！　アッシュを返せよォォォォ──ッ!!」

　要の絶ぜつ叫きようは、しかしむなしく、日の落ちた闇やみの空へと吸い込まれ、消えていった──

























　ザールバインの空域に浮うかぶ、無数の浮うき島しま。

　そのうちの一つに、要かなめはゆっくりと接近していった。

　神しん護ご、可か憐れん、そしてライセに、両手両足を摑つかまれながら。

「離はなせ！　離せったら！　アッシュを取り返しに行くんだよ！」

　三人に拘こう束そくされながら、それでも要は全力の抵てい抗こうを続ける。腕うでを、足を、じたばたと蠢うごめかせ、もがきにもがく。

「いい加減にしろ、要！　落ち着けよ！」

　やむなし、とばかり神護は要の腕を後ろにねじり、極きめる。

「あだだだ！　てめー、何しやがる！」

　首をひねって、要は神護をにらむ。けれども、抵抗するほどに関節の痛みは増す。極められたまま、浮島の上に着地を余よ儀ぎなくされる。

「気持ちは分かりますけど、まずは落ち着いて下さいよぉ……！」

　ライセが、必死の説得にかかる。

　数十人の衛兵の一団による攻こう撃げきと追走を、やっとの事で振ふり切ってきたところだ。全員疲ひ労ろう困こん憊ぱい、大きな怪け我がこそしていないものの、身体からだのあちこちに打だ撲ぼく傷しようを受けており、ひどく消しよう耗もうしきっている。おのずと士気も下がるのが当然なのだが、

「うるせー！　これが落ち着いてられるかよ！」

　要一人だけは、まだまだやる気だった。わき上がる怒いかりが、テンションを持続させていた。

「冷静に考えろ！」

　思い切って、神護は要の頰ほおを張った。

　ばちん、といい音がして、要の首が勢いよく右に飛んだ。

「……てめー、──」

　要が何かを言おうとするより早く、

「冷静に考えろ！」

　素す早ばやく可憐が手を伸のばして、またもや要の左ひだ頰りほほを張った。

　ばちん、と再びいい音がする。

「おいコラ、この──」

「冷静に考えろぉ！」

　ついでに、ライセも要の頰にビンタを叩き込んだ。

　特に三発目、ライセに張られたという事実は、精神的にきた。首を大きくねじ曲げたまま、しばらくその格好で留とどまってしまう。

「……やっと落ち着いたか」

　神護が言うと、

「なんで三人とも左頰ばっかり叩くんだよ！」

　顔の向きを元に戻もどして、要はつっこんだ。

「誰だれか一人くらい右頰叩たたけよ！　バランス悪いだろーが！」

　ひとしきり叫さけんだ後──緊きん張ちようの糸が切れてしまった。疲ひ労ろう感かん、全身を苛さいなむ痛みがどっと押し寄せて、べたんとその場に仰あお向むけに寝ね転ころがってしまう。

「あああ……畜ちく生しよう！　こんなところで倒たおれてる場合じゃねーのに……！」

　身体を起こそうとするけれども、手も足も重い。

「ここは一いつ旦たん退たい却きやくだ」冷静な声を、神護は投げつけた。「今から戻ったところで、返り討うちに遭あうだけだぞ。だいたい、アッシュがどこに連れていかれたのか、わかるのか」

「それは、ザールバイン城に決まってる──」

　とまで言って、要は言葉を切る。

「そうは限らねえだろ」可憐が口を開いた。「ザールバインの城下町のどっかに連れていかれたかもしれねえし、城だとしても、簡単には見つけられねえぜ」

「だ……だったらどうしろって言うんだよ！　ゲートが開くのはあさっての朝なんだぞ！」

「ここは一旦、退却しましょう」

　ライセが提案した。

「一晩寝ねて、体力を回復させるんです。疲つかれが取れれば、いいアイデアが浮かぶかもしれませんよぉ」

「なんにせよ、作戦を考える必要がある。そうだろ」

　語を継ついで、神護が同意を求める。

　神護の言葉の正しさを認めるしかなく、

「……畜生！」

　力ちから一いつ杯ぱい、要は地面を叩いた。







「…………」

　ゆっくりと、アッシュの意識は覚かく醒せいしていく。

　まどろみの中、いつもとは異なるベッドに寝ている、と気づいて、

「…………!?」

　跳はね起きた。

　途と端たん、胴どう部ぶに痛みが走り、

「あづ……」

　身体を折って、うめいた。

　手を当てると、包帯が巻かれていた。胴部だけではなく、手足にも。

　安静にしていれば、痛みはない。しかし、上から撫なでるだけで、切り傷やら打撲傷やらがその存在を声こわ高だかに叫ぶ。

「……そうだ……」

　徐じよ々じよに、思い出す。

　衛兵数十人、そして兎と々と木ぎ、亜あ依よりとの空中戦の結果、体中に傷を負ったことを。

　そして、気絶に至らしめられた。

　負けたのだ。

　それにしても──とアッシュは疑問に思う。

　通常、引導士ハイダイバーが敗北するということは、命を落とすこととほぼ同義。

　なのに、アッシュは今もこうして生きている。

　ここはどこなのか、とあたりを見回して──

　すぐに気がついた。

「ここって……ザールバイン城……!?」

　寝ね起おきの声で、しかしアッシュは驚きよう嘆たんした。

　ベタイゴイツェ王宮で生まれ育ったアッシュではあるが、ザールバイン城にもたびたび逗とう留りゆうしたものだ。

　この部屋は、かつてアッシュが自室として利用していた部屋。

　主を失って久しい部屋らしく、装そう飾しよく物の少ない簡素な空間にはなっていた。しかし天てん蓋がいつきのベッドや窓の位置、あるいは壁かべ、柱に付いた傷やくすみ模様などは、変わりようがない。

　懐なつかしい、という思いと同時に、アッシュは言い知れない恐きよう怖ふを覚える。

　気絶している間に、誰かがアッシュをここまで連れてきた。

　国王オルランドの許可がなければ、こんなところまで入れるわけがない。

　イングリッドの言葉は、やはり正しかったのだ。

　ゆっくりと、アッシュはベッドから出て、部屋の出口に向かった。

　扉とびらは固く閉とざされ、押しても引いても開かない。外側から閂かんぬきがかけられているようだ。

「……お目覚めになりましたか？」

　ドアがガタガタ言う音に気づいてか、女性の声が扉とびら越ごしに伝わってきた。メイドか誰かだろう。

「今、人を呼んできます！　お待ち下さい！」

　閂を開けて、と頼たのむ間もなく、メイドは部屋の前から早足で立ち去っていった。

「昔はこのドア、閂なんてなかったと思うけど……」

　こじ開けることは不可能だ、と悟さとり、アッシュはベッドに戻もどった。全力を振ふり絞しぼったところで、扉より先にアッシュの身体からだの方が壊こわれる。

　ベッドに腰こし掛かけ、改めて胴どうのあたりを撫でる。肋ろつ骨こつが何本か折れているのではないか、とアッシュは推察した。空を墜おちることができないほどの怪け我がではないが、制限はかかりそうだ。

　ほどなくして、近づいてくる足音が室外から聞こえてきた。それも、複数。

　閂が開けられ、誰かがノックをする。

　入ってきたのは──

「……姉さん……」

　ヘイルメリーだった。

　久しぶりの再会でありながら、ヘイルメリーの表情は硬かたく険しい。

　鋭するどい視線を向けながら、アリメルドを引き連れて近づいてくる。

「やあ、元気そうで何よりだ」

　対照的に、アリメルドはいつも通りの陽気さを保っていた。

「君を殺さずに済んで、一安心したよ。なにしろ、お父上から生かして連れてくるように、と厳命されていたのでね」

「……父が？　どういうことなの？」

　アッシュが問い返すと、

「あなたは、父に理論的な答えを求めるのですか」

　ヘイルメリーは冷たく言った。

「……う……」

　アッシュは言い返せなかった。オルランドは情動で全すべてを決める人間であり、そこに理論性はまるでない。

「まあ……結果として、これで良かったと思っています」ヘイルメリーは続ける。「たとえ、同盟側に身を投じたとはいえ、身内は身内です。どこかで野垂れ死にされては、寝ね覚ざめが悪い」

「…………」

　敵意にあふれる視線で、アッシュは姉をにらみ返し──しかし、何も言い返せない。

　ヘイルメリーは、子供の頃ころから頭脳明めい晰せきで弁も立った。その為ため、アッシュは常々頭を押さえつけられてきた。二人の間で意見の衝しよう突とつがあれば、必ずアッシュがやりこめられる。ささいな口くち喧げん嘩か一つとて、ヘイルメリーはアッシュの勝利を許さなかった。

　だから、ある時期を境に、アッシュはヘイルメリーに論争を挑いどむということをやめた。二人が成長するに連れ、メドラニカに対する態度の相そう違いは抜き差しならないものとなっていったが、アッシュがあらゆる手段をもってヘイルメリーを説得したところで、ヘイルメリーの考えが変わるわけがない、と理解してしまったからだ。

　それ故ゆえにアッシュは、ヘイルメリーに射いすくめられると、つい黙だまり込んでしまう。言うなれば、刷り込み反応だ。自覚して、忸じく怩じたる思いに囚とらわれる。

「いい加減、叶かないもしない夢を追いかけるのはやめなさい」ヘイルメリーは語る。「あなたにも、王の娘むすめとして生まれた以上、民たみを正しく導くという義務と責任がある。あなたの行状は、責任から逃のがれようとしているだけにしか見えません」

「生まれながらの義務なんて、クソ食くらえよ」

　言わせるままにしてはおけない、とアッシュは勇気を振り絞った。

「私にだって、姉さんのやっていることはわからないわ。そこにいるのは、アンリエットを殺した男なのよ!?」

　叫さけんで、アリメルドを指し弾だんする。

「あれは、アリメルドの正当防衛ですよ」

　しかし、ヘイルメリーの表情はぴくりとも動かない。

「あの状じよう況きよう、悪いのはどう考えても母です。アリメルドは身を守るためにソールドを墜おとし、アンリエットが巻き込まれた。それだけのことです」

「……それだけのこと？」

　アッシュは声に怒いかりと敵意を込めたが、

「それだけのことですよ」ヘイルメリーの声は氷のようだった。「あの一件で、私達はアリメルドという優ゆう秀しゆうな頭脳を数年間失うことになった。久しぶりに戻ってきてくれたかと思えば、異世界に帰れるゲートが開くとかいう話が出てきて……残念でなりません」

　一いつ旦たん言葉を切ってから、ヘイルメリーは一歩大きく進み出た。

「あなたも私も、憎にくむべきは母であって、アリメルドではない。そんな簡単なことが何な故ぜ分からないのですか」

「分からないわ。今後一生かけて考えても、私の意見は変わらない」

　負けじとアッシュもにらみ返す。

　しばし、室内は沈ちん黙もくに満たされて──

「あなたとの言い争いは、いつもこうなりますね。無益極きわまりない」

　ため息を、ヘイルメリーは吐ついた。

「まあ……話は、後日改めてじっくりとしましょう。私はそろそろ、王宮に戻らなければなりません。グレートゲートとやらの発生を見ていきたいという気持ちもありますが、責任を果たさなければなりません──同盟との戦いを勝利に導くという責任をね」

　とアッシュに言ってから、アリメルドに顔を向ける。

「私はこれで。なにか話をしたければ、ご自由にどうぞ」

　そう通告すると、アッシュに別れも告げず、そのまま室外に出て行ってしまった。

「…………」

　アッシュはその背中に何か声をかけようとしたが、結局やめた。

「……感動の再会、とはいかなかったようだ」

　ヘイルメリーがいなくなってから、アリメルドは言った。

「あなたがまだここにいるということは、私は二日も三日も寝ね過すごしたというわけではなさそうね」

　冷たい声を、アッシュはアリメルドにぶつけた。

「その通り。グレートゲートオープンまでついに二十四時間を切った、というところかな」

　懐かい中ちゆう時計で時間をチェックし、アリメルドは窓から差し込む朝の光に目を細める。

「私は運に恵めぐまれている。君はグレートゲートが開く少し前くらいのタイミングで仕し掛かけてくるんじゃないか、と信じていた。暁ぎよう暗あんの時間に突っ込んでこられたらかなり面めん倒どうだなあ、と心配していたんだよ。それが、よもや生け捕りにすることができたとはね。これは、天が私に日本に帰れと告げているに違ちがいないよ」

　アッシュにとっては、不快極まりない物言いだった。が、言い返して無む駄だにアリメルドを刺し激げきするのは得策ではない。

「……あいつは、なんなの」

　と、話題を変える。

「輝てる南なみ亜依。なんであいつが生きてるの？」

「彼女かね？　いやあ、あれは私もびっくりしたよ。右みぎ腕うでがなくなってたけど、あれは君のやったことかね？」

「ええ……。普ふ通つう、アレは死んだと思うでしょ」

「同感だ。だが、君への復ふく讐しゆうを果たすという一念で、生き延びたらしいな。どこで調達したんだか、義手まで身につけちゃって。ここにたどり着くまでに、言語能力やら人間の理性、知性やらを失ってしまったようだ。一体どのような苦難を乗り越えてきたのか、想像する気も起きないね」

「あいつも、この城にいるの？」

「いるとも。君のお父上はいたく面おも白しろがっていたよ。突とつ然ぜん暴れ出さないよう、人をつけてはいるが、基本的には自由にさせている。とはいえ、君は心配する必要はない。この城からの脱だつ走そうを試みない限りね」

「この怪け我がで脱走を試みる？　冗じよう談うだんじゃないわ。ここで療りよう養ようさせてくれるのなら、何日でも寝ねて過ごすわよ」

　アッシュは隙すきあらば脱走を試みるつもりでいたが、口ではそう言った。

「本当かね？」アリメルドは疑いを隠かくさなかった。「私ならば、怪我ごときで目的をあきらめるなんてことは、しないつもりだがね。たとえ死体となろうと、必ずや日本に帰ってみせる。悲願というのは、そういうものだと思うが……」

　感情を消して、アッシュの顔をのぞきこむ。心の内を読み取ろうとするかのように。

「…………」

　眉まゆをひそめて、アッシュはアリメルドを見返す。

「……まあいいさ」アリメルドは顔を背そむけた。「とにかく、これで私の仕事はやりやすくなった。君の仲間達が気になるが、君がいないのでは脅きよ威ういも半減といったところかな」

「……そう」

　特に肯こう定ていするわけでもなく、アッシュは相あい槌づちを打った。

「さて、私もそろそろ動くか。日本に帰るための手荷物の最終チェックをしなければならないのでね」

　軽く手を振ふって、アリメルドは別れの挨あい拶さつとした。

「これで君とも永遠のお別れだ。君については、ひどく苦しめられた思い出しかないけど、きっと忘れることはないだろう。それじゃあ」

　静かな歩調で、部屋から出て行く。使用人か誰だれかが外で待機していたらしく、扉とびらがしまったのち、ガタガタと閂かんぬきがかけられる音がした。

「…………くっ……」

　苛いら立だちに、アッシュはベッドの柱を叩たたこうと手を振り上げ──肋ろつ骨こつに鈍にぶい痛みが走る。

　思わず患かん部ぶを押さえ、背を丸める。

「まだよ……まだ、勝負はついていない……！」

　小さな声で、アッシュは呟つぶやいた。

　強い気持ちを保っていなければ、心が折れてしまいそうだ。

　真っ先に脳のう裏りに浮うかぶのは、要の顔。

「必ず、助けに来てくれるよね……」

　アッシュは、強く信じた。

　要が助けに来て、アッシュを城外へ連れ出してくれることを。

　さもないと──アリメルドの勝ち逃にげを許してしまうことになる。

　それだけは、許せない。







「…………」

　窓の外の曙しよ光こうを、要は無言で見つめ続ける。

　きっとアッシュもどこかで、この曙光を見ていることだろう。

　グレートゲート開放まで、二十四時間を切った。

　しかし──ここにきて、事態は極きわめて面めん倒どうなことになっている。

「……もう、全員揃そろっているのか」

　神護の声に、要は室内側を振り返った。

　家の居間に、居住者のみならず、神護と可憐までもが集合していた。緊きん急きゆう的に、二人にも来てもらったのである。

「まともに寝られなかったんだよ」要は答えた。「こんな状じよう況きようで、落ち着いて寝てられるかっての」

「自じ慢まんじゃないでしょ。こんな時こそ、じっくり寝て、体力を蓄たくわえるべきだって」

　メティスが軽く要を小こ突づく。しかし、メティスの顔、目の下のくまは濃こい。

「わしはもとより眠ねむりが浅い」

　十じゆう蔵ぞうも言った。最年長者らしく、椅い子すに腰こし掛かけてどっしりと構えてはいるように見えるが、その実、足を神経質にゆすっている。

「まず、冷静になれ。落ち着いていなければ、最善の手を打つことはできんぞ」

「……わかってますよ」

　と十蔵に応じて、要は神護に目を向ける。

「行動方針を決めよう。まず手始めに、アッシュがどこに連れ去られたのか、探さぐり出さなきゃならねー。ザールバイン城が本命だが、別の場所に匿かくまわれてないとも限らねーし」

「聞いて回るしかないだろうな」神護が応じた。「日にち没ぼつ後ではあったが、昨日の騒そう動どう、目もく撃げきしていた人間も決して少なくないはずだ」

「私も、力を尽つくさせて頂きます」

　と発言したのは、神護、可憐とともにやってきた、女性。

「そういえば、この方は？」

　メティスが尋たずねると、

「マリア・レフトウィッチといいます」

　マリアは自己紹しよう介かいした。

「俺達の世話役だ」神護が追加で説明する。「平原の民たみの構成員だよ」

「ははあ、なるほど」

　要の視線は思わずマリアの胸むな元もとに吸い付いた──が、慌あわてて逸そらす。

「平原の民の協力者が、ザールバインにも何人かいます。彼らにも色々と話を聞いてみます」

「はい！」ライセが勢いよく挙手した。「アッシュの居場所の本命はお城なんだから、誰かがお城を監かん視しするといいと思います！」

「いいアイデアだ」要はライセを指さした。「じゃあその役目、ライセに任せていいか」

「了りよう解かいしました！」

　敬礼して、ライセは任務を受領する。

　頷うなずいた後、要は懐かい中ちゆう時計を睨にらんだ。

「あとのことを考えると……午後三時くらいにここに再集合ってとこか。その時に、情報を持ち寄って、その後の行動方針を決める。アッシュの居所が分かったら襲しゆう撃げき作戦を立てるし、分かってなければ──」

「その時はその時だ」神護が口を挟はさんだ。「その時に知ち恵えを絞しぼる」

「そうだな。今からそんな心配をしても始まらねー」

　要は一同を見回して、

「それじゃみんな、朝早くからで悪いが、頼たのむ」

　深く、頭を下げた。

「特に神護、可憐、そしてマリアさん。あなた方にはまるで関係ないことなのに、手伝いさせる格好になっちまって、──」

「いいってことよ」

　可憐が進み出て、要の頭を摑つかみ、強ごう引いんに持ち上げた。

「要の頼みを無視できるわけねえだろ？　たとえ、救出対象が、あのむかつくおっぱい女だとしても。それに──」

　とまで言いかけて、可憐の態度に変化が起きる。突とつ然ぜんまばゆい光を受けたかのように、何度か瞬まばたきして──

「──それに、アッシュは以前、私を助けようとしてくれた──」

　語調が、変わった。

　はっと要は息を吞のむ。

　この感じ──可憐だ、と悟さとった。

　可憐人格が、表に出てきていた。

「おい、まさか、可憐……？」

　神護も驚おどろきを隠かくさない。

　無言で、可憐は神護に頷いてから、改めて要を見やり──

「オプスレイ大公に囚とらわれた私を、助けてくれたでしょ？　私は、その恩返しをしたい。恩を返していかなくちゃ、日本に帰れないよ……」

　はっきりと、エレナ人格とは異なる口調で、しゃべった。

「わ、私も……戦うよ。人を傷つけるのはイヤだけど、このままにはしておけないよ……」

　一言一言、おぼつかない調子ながらも、はっきりと可憐は語る。

「……ありがとよ」

　要は、可憐の肩かたを叩たたいた。

「その言葉、是ぜ非ひともアッシュに聞かせてやりたかったな」

「……そうか。可憐も、そう思うか……」

　神護が声をかけると、可憐はくるりと振り向いて、力強く頷いた。

「始めよう」

　一同を見回し、要は手を打ち鳴らした。

「まずは、午後三時までに、無事に戻もどってきてくれよ、みんな」

　その言葉をきっかけに、全員が一いつ斉せいに動き出した。護身用の小型ソールドを手に取り、室外へと出て行く。

　要もそのあとに続こうとして──

「……大したリーダーシップだな」

　メティスに肩を摑まれた。

「アッシュがいなくても、十分にやれてるじゃないの」

「アッシュがいねーんだ、俺がやるしかねーだろ」

　険しい顔つきで、要は言い返す。

「そっか」

　妙みように穏おだやかな笑え顔がおを、メティスは浮うかべた。

「あたしも行くよ。必ず、アッシュを連れ帰ろうな」

「当然だ」

　短く言い切って、要は一歩を踏ふみ出した。







「アッシュを、連れ帰りたい……？　それは……困るなあ」

　ザールバイン城を辞するヘイルメリーの挨あい拶さつを受けている最中。

　アッシュを王宮に連れていきたい、というヘイルメリーの要求に対し、オルランドは首を横に振った。

「何な故ぜです？」ヘイルメリーは問い返す。「困るとは、どういうことでしょう」

　横長、三人がけ用のソファに座っていたオルランドは、その身体からだを横たえ、手を置く場所を枕まくら代わりとした。

「親子というのは……一いつ緒しよに暮らすのが一番だろう……？　折せつ角かく、アッシュが戻ってきてくれたんだ……私は、色々あの子と話してみたいんだ……」

「ここにも、あなたの子供はいますよ」

　ヘイルメリーは自分の胸に手を当てた。

「父上が王宮に戻ってきて下されば、問題は解決ですが」

「それは困るな……私は二度と、あの場所には戻らないと決めたんだ……。私のような無能が玉座に座っていたところで、いいことなど……一つもない……」

　さしものヘイルメリーも、反論に詰つまった。

　たしかに、オルランドに実務の才、王たる器うつわはまるでない。それを自覚しているからこそ、このようにさっさと隠いん遁とんしている。結果、悪あく影えい響きようは最小限で済んでいると言えるだろう。

　しかしながら、娘むすめとしては、今ひとつやりきれない気持ちにもなる。父は子を導く存在であって欲しい──ヘイルメリーとて、そう思う。

「父上がしっかりしていて下されば、私もこの年から苦労せずに済んだのですがね」

　これみよがしに、ヘイルメリーはため息を吐ついた。

　しかし、それを見てオルランドはニヤリと笑う。

「有能な人間が、必要とされる……それは、とてもよいことだろう……？」

「それは、そうですが」

　父には皮肉も通じない、と内心で嘆なげきつつ、ヘイルメリーは小さく頭を下げた。

「とにかく、わかりました。父上は、アッシュを手放すつもりがないのですね」

「いかにも……その通り」

　何事にせよ、オルランドが一度こうと決めたことを、第三者が説得で翻ほん意いさせるのは不可能に近い。

　父親の性質をよく知ち悉しつしていたので、ヘイルメリーはすぐにあきらめることにした。

「承知しました。それでは、私はそろそろ、帰ります。……最後に一つだけ」

「なにかね……面めん倒どうなことは言わないでくれよ……？」

「先日ここを訪おとずれた時に、女性がいたと思いますけど、彼女の身元は確かなのでしょうね？」

　オルランドが椅い子す代わりにしていた女性を念頭に、問う。

「……スパイかもしれない……と？　ヘイルメリー……おまえは心配性しようだ」

　オルランドは脱だつ力りよくしたような笑い声を立てた。

「スパイだったとしても、何の心配もないさ……」

「何故そう言い切れるのですか」

「私が……この離はなれの裏手で、畑を耕しているの……知ってるだろ？」

「ええ。……それがどうかしましたか」

「来年はいい野菜が取れるだろうよ……彼女には、こやしになっていただいた」

「…………は？」

「ちょっと、気に入らない振ふる舞まいがあったのでね……だから、衝しよう動どう的に埋うめた」

　特に語調を変えるでもなく、オルランドは淡たん々たんと語る。

　さしものヘイルメリーも、愕がく然ぜんとした。




「……おや。久しぶりですね」

　父の離れを出たヘイルメリーを待っていたのは、イングリッドだった。

「あなたもこちらに来ていたのですか」

「はい」

　イングリッドは、片かた膝ひざをつき、頭を下げ、恭きよう順じゆんの態度を全身で示していた。

「顔を上げなさい」ヘイルメリーは声をかけてやる。「あなたには泥どろを被かぶっていただいて、申し訳なかったと思っています」

「ありがたいお言葉です」

　言いつつ、イングリッドは立ち上がって、質問を投げる。

「あの……アシュラータ様は、どうなるのですか」

「もう、聞いていましたか。昨晩アッシュが捕とらえられたこと」

　言い返されて、イングリッドは頷うなずいた。

「父が、是ぜ非ひとも手元に置いておきたいと言っています。私はベタイゴイツェに連れ帰ろうと思っていましたが、ザールバインに残ることになりました」

「そうですか……」

　どう反応したものかわからず、イングリッドは言葉に詰まる。

「あなたがここにいるのは、幸運でしたね」ヘイルメリーは続ける。「アッシュのこと、見てやってくれますか。父が、気まぐれで何をしでかすか、わかったものではありませんからね。アッシュの部屋に出入りしていいよう、担当者に伝えておきます」

　その言葉に、イングリッドの顔はぱあっと明るくなった。

「本当ですか！　ありがとうございます！」

「任せましたよ」

　ヘイルメリーは、短く息をついた。

「たとえ、勝手な思いこみで出しゆつ奔ぽんする愚おろかな娘とはいえ、アッシュにはまだ利用価値があります。父の思いつきや、唐とう突とつな癇かん癪しやくで害されるようなことがあってはなりません」

「それは……」イングリッドはわずかに表情を厳しくする。「お言葉ですが、随ずい分ぶんな言い方ではありませんか」

「……ほう？」

　きっ、とヘイルメリーは冷れい徹てつな視線を向けた。

「あなたらしくもありませんね。口答えをするとは」

　鋭するどい眼光は、手て練だれの引導士ハイダイバーたるイングリッドを怯ひるませるに十分な力を持っていた。

「……申し訳ありません」

　かしこまって、頭を下げる。

「アッシュをけなされて、あなたが鬱うつ屈くつとする気持ちはわかります。私が文句を付けられなくなるほどに、アッシュが賢かしこくなってくれればいいのですがね……」

　それだけ言って、ヘイルメリーは歩き始めた。イングリッドを振り向くことなく、城へと去っていく。

「…………」

　長い間、イングリッドは頭を下げた姿勢のまま、立ち尽つくした。

　ふと振り返り、離れを見やると──窓の奥に、手が浮ういていた。

　こっちにこい、とオルランドが手招きしている。

　何か用事だろうか──と、ためらいつつ、イングリッドは離れに向かった。







「……ありゃ。べっぴんさんじゃないか。こいつは朝からついてるね」

　女装した要に声をかけられると、男は相好を崩くずした。

「……あ、どーも……。あの、お尋たずねしたいんですけど……」

　要は全力で裏声を作り、おずおずと問いかける。

　男は、馴なれ馴れしく要の肩かたに腕うでを回してきた。

「なあ姉ちゃん！　時間ある？　一いつ緒しよに朝飯でも食わないか？」

　また朝っぱらからナンパかよ、と要は思ったが、もちろん口には出さず、

「いえ、あのですね、ほら、昨日の夕方、衛兵達が大おお騒さわぎしてたじゃないですか……」

　アッシュの行ゆく方えについての情報を探さぐり出そうと試みる。

「ああん？　ああ、ンなこともあったっけな。そりゃ別にどうでもいいじゃねえか。近くに馴な染じみの店があるんだよ、さあさあ」

　が、男は要を強ごう引いんに引き連れていこうとするばかりである。

　広場の朝市は、そろそろ終わりの時間にさしかかっていた。

　建ち並んだ屋台は、そのほとんどが空っぽになっている。持ち込まれた新しん鮮せんな農作物類はあらかた売り切れ、早々に店じまいし、帰ろうとしている者も少なくない。

　最盛時の熱気は既すでに去り、道行く人の姿はまばらになりつつある。そんな中、要はあたりをうろついて、暇ひまそうにしている男性に声をかけてまわっているのだが──今のところ、成果は芳かんばしくない。それどころか、男を捜さがしている女だとみなされ、まともに話ができないこともしばしばだ。

「ごめんなさい。あの……」

　するりと要は男の手をすり抜ぬけて、頭上を指さす。

「ん……？」

　男が空を振ふり仰あおいだ瞬しゆん間かん、要は頭上に浮かせていたソールドを真下に墜おとした。

　ゴスン、と音を立ててソールドは地面にめり込み──男の眼前で、直立する。

「…………!?」

　しばし、男は空を振り仰いだ体勢のまま、硬こう直ちよくした。

　ゆっくりと、頭を元に戻もどそうとすると──鼻がソールドをかすめる。

「んむっ!?」

　もがきながら、男は尻しり餅もちをついた。もう少しで二枚おろしにされていた、という恐きよう怖ふが時間遅おくれでやって来て、じたじたと地を這はってソールドから逃にげようとする。

「すいませんねえ」

　要は、ソールドの陰かげから顔を出して、男に笑いかけた。

「私、ナンパ目的の男性には興味ないんです！　ごめんなさいねえ」

「……ヒィィ！　すいませんでしたあーッ！」

　男はどうにか立ち上がって、全力で逃げ出した。

　笑え顔がおのまま、要は男を見送ったが──すぐに険しい表情になる。

「……ああクソ。こんなことしてる場合じゃねーってのによお……」

　アッシュの行方を確定しうるだけの情報を、いまだに摑つかめない。昨晩の騒そう動どうをじかに見た、という人は、決して少なくはない。しかし、アッシュがどこに連れていかれたのか、という疑問に答えてくれる人は、今のところいない。

「一人や二人くらい、見ていた人がいてくれてもいいだろうに……」

　苛いら々いらと要は吐はき捨てる。が、ぶちぶちと文句を垂れたところで、事態が改善されるわけではない。

「話を聞いてみる対象を変えてみるべきか？　よく考えたら、アタックかけてるの、男ばっかりだもんな……」

　あたりを見回して、要は次の聴ちよう取しゆ対象を探す。

　残された時間は少ない。

　なんとしても、アッシュを救い出さなければならないのだ。







「…………」

　猫ねこのように背を丸めて手足を投げ出し、アッシュは自室の床ゆかにじかに寝ねころんでいた。

　部屋の隅すみ々ずみまで調べてみたものの、ソールド代わりになりそうなものは見あたらない。

　ガラス窓の向こうに見えるのは、城の壁かべと、庭園の林ばかり。樹の上部、枝の末まつ端たんしか見えない。

　その上、窓の外側には鉄てつ柵さくが据すえ付けられているため、ガラスを割っても外に出られない。

　とりあえず、自力で脱だつ走そうするのは極きわめて難しいらしい、と悟さとらざるを得なかった。

　誰だれかに部屋の閂かんぬきを開けさせるのが、一番手っ取り早い──という結論に、アッシュは達していた。

「問題は、タイミングよね……」

　今すぐ扉とびらを叩たたいて「トイレに行きたいんですけど！」と訴うつたえるのがいいか、あるいはもう少し待つべきか。脱走を試みるなら、日にち没ぼつ後の方がやりやすいに決まっている。しかし日中を無む為いに過ごしてしまうのも、もったいない。

　できることならば、早く要と合流したい。

　けれども焦あせっては、脱走できるものもできなくなる。

　仕し掛かけ方をよく考える必要があった。

　寝ね転ころがったまま、ほとんど動かず、必死に頭をフル回転させる。

　と、その最中──

「……いるかね……？　アッシュ……」

　外から、部屋の扉を叩く音。

「…………！」

　父の声に、アッシュの思考はかき乱された。

「見せたいものがある……開けるぞ……！」

　と宣言した後、ガタガタと室外の閂を外す音。

　さっそくチャンスがやって来た──？

　獲え物ものを見つけた猫のように、すっとアッシュは身を起こした。

　国王の身み柄がらを押さえて、城を脱だつ出しゆつする。かなり有望な作戦であるように思えた。たとえ実権無き王でも王は王、人ひと質じちとしての価値は果てしなく高い。

　見せたいものがあるというなら、見てやろう。適当にオルランドに喋しやべらせて、油断したところを捕つかまえる。

　そう算段を立てて、アッシュは身体からだを起こした。いつでも素す早ばやく動けるよう、全身の感覚を鋭するどくする。

　ほどなくして閂が外され、扉が開く。唐とう突とつに投げ込まれたのは──

　死体のようなもの。

「……うわあああッ!?」

　思わず、アッシュは金切り声を上げた。

　完全に脱だつ力りよくしきっている人間が一人、勢いよく放り込まれてきた。

　全身血まみれ、服もズタボロになっているその女性は──

「……イングリッド!?」

　気がついて、慌あわててアッシュは近づき、ひざまずいた。

「…………ぅ……」

　イングリッドは、死んではいなかった。苦しげながらも、目だけを動かしてアッシュを見上げる。

　何か言いたそうではあるが、何も喋れない。

「……これはどういうことですか!!」

　オルランドを睨にらんで、アッシュは叫さけぶ。

「……ヘイルメリーから聞いたんだ……」

　オルランドは、大きく首を傾かたむけて、ニヤニヤと笑っていた。

「……捕ほ虜りよになったアバン君を警護していたの……その娘むすめだったそうじゃないか……？」

「……！」

　アッシュは息を吞のんだ。

「ヘイルメリーは立派な娘だ……」

　逆方向に、オルランドは首を傾けた。

「その娘に、婚こん約やく者を殺されたも同然だというのに……親衛隊から外しただけで済ませ、感情にまかせて罰ばつを与あたえることをしなかった……。大したものだよ」

　とまで言って──不意に、オルランドは険悪な雰ふん囲い気きをまとい始める。

「私はそこまで立派じゃない……。婚約の話がまとまった時は、大喜びしたものだよ……これで私にも孫ができる、とね……。だが……三ヶ月前の事故で、全すべては台無しになった……。少なくとも、アバン君とヘイルメリーの間に生まれるはずだった子供は、永遠に失われたのだよ……」

　たらり、とオルランドの目から一筋、涙なみだが流れた。

「私は悲しい……」手で顔を覆おおう。「赤ん坊ぼうが失われたことも……そして、失われた赤ん坊のために涙を流すのが、私一人だけだということも……。それだけに、その娘を許すことは難しい……」

　息も絶え絶えのイングリッドに、オルランドは全力のローキックを叩き込んだ。

「……ぐぉぉッ!?」

　腹部に一発食くらって、おおよそ女性らしからぬ悶もん絶ぜつのうなり声を、イングリッドは上げた。

「お父様！　何をなさるのですか!?」

　咄とつ嗟さに、アッシュはオルランドを両手で突つき飛ばした。

　オルランドはたたらを踏ふんで、数歩離はなれた。

「自分が何をしているのか、わかっているのですか!?」

「わかっている……よーくわかっているとも……」

　悲しげな声を、オルランドは発した。

「許してやらなければならん……ヘイルメリーを見習って、その娘を許してやらなければならん……。だから、この恨うらみを晴らさなければならんのだ……。加えて、己おのれが何をしてしまったのか、その意味を、その娘に教えてやらなければならん……」

　再びイングリッドのもとに近づいて、襟えり首くびをつかんでぐいっと持ち上げる。

「……殺す気はない……。殺しては意味がないし……ヘイルメリーの寛かん大だいな心を踏みにじることとなる……。だから、この娘は今から、医者のところに連れていく……。なあに、骨は折らぬようにしてやったから、たいした怪け我がではないよ……多分な」

「…………」

　呆あつ気けにとられて、アッシュは反論することができない。

　ずるりずるり、とオルランドはイングリッドを引きずり、部屋を出て行こうとする。

「あ、そうだ……」

　途と中ちゆうでふと足を止めて、オルランドはアッシュを見やった。

「なんでこれを、おまえに見せたかったかというと……私は、おまえにも怒おこっているからだ……」

「…………！」

　つい、アッシュはびくりと身をすくめた。

「まあ……こうして戻もどってきてくれたのだし、なによりも私の娘なんだ……。罰を与えるつもりはない……。ただし……おまえがまだ、この城から脱だつ走そうすることを望んでいるというのなら、実際に脱走するつもりなのなら……私は、おまえを、この娘と似たような目に遭あわせねばならん……この通り、タコ殴なぐりにするか……あるいは、焼き印でも押してみるか……？」

　はあ、とオルランドはため息を吐ついた。

「ならん、ならん……この世はやらなければならんことばかりだ。それがいやで、私は隠いん遁とん生活を送っているというのに……生きている限り、様々な義務から逃のがれることはできないようだな……」

　それだけ言うと、オルランドは引きずりを再開、そのまま室外へと出て行った。

「…………」

　父が閂かんぬきをかけ直す音を、アッシュはただ呆ぼう然ぜんと聞いていた。

　あまりにもひどいものを見せられて、頭の中で組んでいた作戦は吹ふき飛んでいた。

　ほどなくして、閂は完全に閉まり、オルランドの足音は遠ざかっていく。

　耳が痛くなるほどの沈ちん黙もくが戻ってきた。

　さっきのオルランドの訪問は幻げん覚かくではなかったのか、とすら思えたが──

　床ゆかにはっきりとこびりついた血の跡あとが、さっきのイングリッドは本物だったということを物語っている。

「……冗じよう談うだんじゃないわ……」

　じわじわと、怒いかりがこみ上げてきた。

　必ずこの城から脱走してやる。

　父の脅おどしなどに、屈くつしてなるものか。







「芳かんばしい成果なし……かよ」

　一同の報告が一通り終わったところで、要は嘆なげきの言葉を吐き出した。

　午後三時過ぎ、情報収集に出かけていた面々のうち、ライセ、マリアを除いた全員がアッシュの家に戻ってきていた。

　彼らの表情は、一様に暗く重い。

「マリアは、平原の民たみの協力者のもとをまわっている」神護が口にした。「ライセは、ザールバイン城の監かん視しを続行中だ。俺も途中までつきあったんだが──あの城、クソでかい上に、離れが死ぬほど多いな。むやみに襲しゆう撃げきをかけても、アッシュを探すだけでかなり手間取るぞ……あらかじめ居場所が分からない限り」

「面おも白しろくねーな。どうすればいい……？」

　時間は無む為いに過ぎていく。

　しかし、アッシュを救うための具体的な方策は、いまだに見つからない。

「もう一つ、気になることがある」神護が言う。「午前中に、城から結構な人数の行列が出て行ったんだ。どうやら、静養に来ていたヘイルメリーが王宮に戻ったらしいんだが──あれの中にアッシュが混じっていないとも限らない」

「おいマジか」要は目を剝むいた。「アッシュが連れていかれただと……!?」

「確定情報じゃねえよ」可憐が口を挟はさんだ。「そんな可能性もあるかも、ってこった。さすがに、あのものものしい武装集団の行列に乱入なんかできねえよ」

「嫌いやな情報ばっかり集まってくるじゃねーか」

　神経質に、要は側頭部をかきむしる。

「悪い面ばかりじゃないさ」メティスが発言する。「城に滞たい在ざいしてた衛兵隊がごっそり減ったから、襲撃が楽になった──って考えるとか」

「城にアッシュがいなかったら意味ねーだろ！」

　容よう赦しやないツッコミを、要は入れた。

　すぐに、要は余よ裕ゆうのなさを自覚して、顔を歪ゆがめる。

「……悪い」

「気にしなさんな」メティスは要の背を撫なでた。「焦あせる気持ちは誰だれだって同じだよ。でもこんな時こそ、冷静にならなくちゃ」

「わかってる」

　大きく息を吐き出して、心を平らに保ち、状じよう況きようを正しく判断すべく、努める。

　少なくとも、この場で暗いツラをつき合わせているばかりでは、どうにもならない。

　となれば──

「重大な決断をすべき時なんだろうな……」

　その一言に、全員が要に視線を集めた。

「これから、俺達にできることはなんだ。方針を決めなきゃ、何もかもがパーになっちまう」

「まず考えられるのは」可憐が手を挙げた。「アッシュは城に囚とらわれているものとみなして、襲撃をかける。アッシュを救出した後、ゲート発現地点にとって返して、アリメルドを討つ。アッシュは仇かたきを討ち、あたしらは日本に帰る。その線が理想だよな」

「問題は」神護が語を継つぐ。「城の襲撃に手間を取られる恐おそれが多分にあるということだ。アッシュがいないか、あるいはすぐにはアッシュの居場所がわからない場合、ずるずると時間を無む駄だにしてしまうかもしれない。そのリスクを考えると、城を捨ててかかるという作戦も考えられる」

「ゲートオープンを待つアリメルドを捕つかまえて、しかる後アッシュを救う、とか？」

　メティスがぽんと手を打った。

「あー、それはアリかもね。なんか、アリメルドを殺すか逃にがすか、の二択たくで考えてたけど、グレートゲートをくぐらせない、って手もアリだわ。安全策ってところかな。アッシュを救うのが後回しになっちゃうのがアレだけど」

「安全策？　……まあ、安全策なのか……」

　要は考え込む。

　検討に値あたいする案ではあるが、それでいいのかどうか。

　と、その時──

「結論を出すのはまだ早い」

　十蔵が、窓の外を見上げながら言った。

「ライセとマリアが一いつ緒しよに戻もどってきたぞ。しかも……人を一人連れてきている」

「なんですって」

　その言葉に、要は真っ先に窓に飛びついた。

「マジですか」

「このタイミングで帰ってくるだと？」

　他ほかの面々も一いつ斉せいに窓に寄ってきた。おかげで要は背に乗られ、押し潰つぶされる格好になる。

「おいコラてめーら！　なにしやがる！」

　文句を垂れながら、それでも要は首をねじ曲げ、空を見やる。

　たしかに、ライセ、マリアとおぼしき人ひと影かげが、この島目がけてアプローチしてきていた。

　二人は人を一人抱かかえていた。大きく首をうなだれているその人物は──アッシュではなかった。

「誰だ、あれは？　知ってるか、要？」

　神護に問われて、要は目を細めて女性を注視し──

「……会ったことがある」思い出した。「イングリッド……とか言ったか？　ベラトリクスのメンバーだ」

「なに!?」

　神護、可憐は、その言葉に色をなした。

「敵ではない──と思う」

　神護らをなだめるべくそう言い置いて、要は大窓から家の外へ出た。

「おーい、ライセ！　どうした!?」

　手を振ふって、呼びかける。

「ソファをあけて下さいぃ～！」

　気づいて、ライセは呼び返した。

「この方を寝ねせてあげたいんですぅ！」

　一気に高度を落として、ライセとマリアは島に着地する。

　二人に肩かたを抱だかれたイングリッドは、完全に脱だつ力りよくしていた。重さを支えきれず、ライセは倒たおれそうになる。

「おっと」

　反対側の肩を押さえて、要はイングリッドを支えた。

「……ぅ……」

　イングリッドの目が動き、要を捉とらえる。苦しそうだが、意識はあるようだ。

　イングリッドの身体からだにじかに触ふれてみて、手当てが為なされていることに要は気づいた。全身広こう範はん囲いに、包帯が巻かれている。大おお怪け我がした入院患かん者じやが無理矢理脱だつ走そうしてきたという風である。

「おいおい、こりゃ、何があったんだ……？」

「偶ぐう然ぜんだったんです」マリアが答えた。「協力者の一人が、城から下りてきた満まん身しん創そう痍いの人物を保護していまして。おそらくオルランドに痛めつけられたのだろうから、きっと恨うらみで情報をベラベラと語ってくれるに違ちがいない、ともくろんだそうで……。私も立ち会って話を聞こうとしたら、この人物が、『ライセという少女を知らないか』って言い出しまして」

「だから、私が呼ばれたんです」ライセが続ける。「会ってみたら、イングリッドさんじゃないですか。ほんと、驚おどろきましたよぉ。だからこうして、とって返したんです」

　二人はイングリッドを室内に運び込み、ソファに寝せてやる。

「ええと、どうしましょうかぁ……」

　両手が自由になると、ライセはわたわたと慌あわて始めた。

「お水とか、要いります……？」

「……いや……それより、伝えねばならないことがある……」

　息を荒あららげながら、イングリッドは上半身を起こそうとした。

「あぁぁ。大だい丈じよう夫ぶですかぁ……？」

　すぐさまライセがつき、イングリッドを支えてやった。

「久しぶりだな、八やつ浦うら要……」

　イングリッドの顔右半分は、包帯で覆おおわれていた。左目を動かして、要を見つめる。

「ブレーベンブルク以来……だな」

　応じて、要は頷うなずいた。

「頼たのむ」

　手を伸のばして、イングリッドは要の肩を摑つかんだ。

「アシュラータ様を助けてくれ……」

「言われるまでもねー」

　要は、イングリッドの手を取った。

「アッシュはザールバイン城にいるのか？」

「ああ」イングリッドは頷いた。「城の自室に軟なん禁きんされている。自力では脱だつ出しゆつできない状じよう況きようだ……外から手を貸さなきゃならない」

「アッシュの自室ってのはどこなんだ」

「城の最上階、北側に面している……。ソールドを叩たたき込めば、壁かべを突つき崩くずせるはずだ。城とはいっても別べつ荘そうみたいなものだ、さして頑がん丈じようにはできていない……」

「そうか……そうなのか。まだ手て遅おくれじゃないんだな……？」

　思わず、要は手を叩いて喜んだ。

　アッシュを救うという問題を解くにあたり、最難関としてそびえていた部分が取り払はらわれたのだ。これが喜ばずにいられようか。

　もっとも──それは、情報が正しければ、の話である。

「あんた、なんでそんなことを教えに来たんだ？　ベラトリクスと言えば、国王親衛隊という重要な役職だろう。現在は実質、摂せつ政しようヘイルメリーのボディガードと聞いているが」

　念のため、神護が問うと──

「国王……？　フッ」

　自じ嘲ちようの笑えみを、イングリッドはこぼした。

「私をこんな目に遭あわせたのは、国王陛下その人だ……。もはや、忠誠を誓ちかう義務などあるものか……」

「……なんだと」

　さすがに、神護も驚いた。

「信じられないか？」イングリッドは目を動かす。「私も信じられないよ……。まさか、国王陛下が御おん自ら私をボコボコにして下さるとは……でも、有名だろ？　陛下は、信じられないことをいともたやすくやってのける人物であること……。たとえ、どんなえげつない行こう為いでも、やると決めたら、やるのだ……あの方は」

「噂うわさには聞いていましたが、そこまでですか……」

　マリアが、所感を口にした。

「陛下のそばにアシュラータ様を置いておくのは、危険だ……」

　摑んだ腕うでに握あく力りよくを込めて、イングリッドは要に訴うつたえかけた。

「救わなければならない。さもなくば、アシュラータ様がどんな目に遭わされるか知れたものじゃ……ううう……」

　うめいて、脱力し──ソファに身を委ゆだねて、目を閉とざした。

「…………」

　手を離はなして、要は立ち上がる。

「要……どうする？」

　十蔵が、問いかけた。

「この娘むすめの話を信じるか否いなか──重大な決断だぞ」

「何言い出すんですかぁ」ライセが反論する。「イングリッドさんの話を疑うんですか……？」

「話が正しいかどうか、証明するものは何もないぞ。罠わなという可能性は捨てきれん。たとえその娘の怪け我がが本物であろうと、そこで思考停止をしてはならん」

　何か言いたそうなライセを遮さえぎり、十蔵は要を見やる。

「だが、話が正しければ、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ。これを逃のがせば、あとで後こう悔かいすることになる。……それを踏ふまえて、おまえさんに問いたい。この娘の話に乗るのか、と」

「…………」

　要は、室内にいる全員の姿を見回した。

　全員が固かた唾ずを吞のんで、要の判断を待っている。

　大きく息を吸い、吐はいて──

「……俺は、もう決めていますよ」

　要は、はっきりと十蔵に答えた。

「イングリッドの言葉、信じます。以前に彼女に会ったのは一度だけですが、アッシュのことを心の底から心配しているということは伝わってきました。そんな彼女が、俺達をハメるためにこんな芝しば居いをしているとは、思えない」

「それじゃ、──」

　イングリッドは左目を見開いた。

「ああ」要は言った。「深夜に仕し掛かける。……アリメルドはいつ頃ごろグレートゲートに向かうんだろうな？」

「深夜三時過ぎ予定……と聞いている」イングリッドが呟つぶやく。

「だったらその後、アリメルドが城を去ってから、救出作戦を仕掛ける。アッシュを救い出したら、そのままアリメルドを追いかける──という方針で行く。あんたの言うこと、信じるよ」

「……ありがたい」

　イングリッドは、安あん堵どの笑みを見せた。

「みんなも、それでいいよな」

　一同に、要は確認を求めた。

「おまえさんがちゃんと考えて結論を出したのなら、それでいい」と十蔵。

「俺も、それが正しい結論だと思う」と神護。

「これでやっと借りが返せるってもんだぜ」と可憐。

「私は、神護さん可憐さんの思う通りに」とマリア。

「頑がん張ばって、作戦、成功させましょうね」とライセ。

　最後に残ったメティスは、要の肩かたに手を回した。

「いいだろ。この作戦を見事に成じよう就じゆさせた暁あかつきには、アッシュを嫁よめにくれてやる」

「……は……」

　一いつ瞬しゆん、要はぽかんとして、

「……あのな、よせよ」慌あわてて拒きよ絶ぜつした。「帰ってきたら結けつ婚こんしようとか、思いっきり死亡フラグじゃねーか。そもそも結婚とか気が早いにもほどがあるだろ」

「照れるこたぁない」メティスはケタケタと笑う。「おまえになら、アッシュを任せられる。お付きのメイドとして、いつかアッシュに婿むこをあてがわなきゃって思ってたけど、これで義務から解放されそうだ。ははッ」

「浮うかれた話は後回しにしろ」十蔵が言った。「取らぬ狸たぬきの皮算用はよくないぞ」

「同感です。みんな、準備に取りかかるぞ」

　要はバチンと手を打ち鳴らす。

　それを合図に、全員が一いつ斉せいに動き始めた。







　深夜三時──

「妙みような夜空だな」

　雲一つ無い空を振ふり仰あおいで、兎々木は呟いた。

　イセス・メリアの空に浮く五つの月のうち、小さい方の四つが、天頂付近にある。

　四つの月は、ほぼ正方形を描えがくように並んでいた。

「この珍めずらしい並びが、グレートゲートを生み出す力になっているのだよ」

　と、そばにいたアリメルドが解説を加えた。

「母なる月は今、イセス・メリアを挟はさんで正反対側にある。母なる月と、四つの小さな月の引力の均きん衡こうが、特とく殊しゆな反応を現すようだ。二十五年前も、このような星の巡めぐりであったらしい」

「はぁん。……墜おちてきて三ヶ月でこんな代しろ物ものに巡り会えるってのは、かなり運がいいんだな」

「その通り。天の配はい剤ざいに感謝することだ」

「感謝ねえ。だったら、最初からこんな世界に墜おとすな、って話でしょ」

　と、兎々木は吐き捨てる。

「ハハッ！　それは、そうかもな」アリメルドは笑った。「ま、私は、イセス・メリアというこの世界、嫌きらいではないがね」

「そりゃそうだろ。あんたほどの天文学者なら、あっちこっちからひっぱりだこにされて当然だ」

「フフ。いざ、この世界をおいとまするとなると、少々名残なごり惜おしくもあるがね。さて……」

　アリメルドは、周囲を見み渡わたす。

　ザールバイン城の屋上には、アリメルド達の護衛を行う衛兵達が十数人出てきている。グレートゲート出現地点へ行く準備は、既すでに整っていた。あとは──

「おっと、やっと陛下のお出ましだ」

　階段室の扉とびらが開き、オルランドが姿を現した。

「これはどうも、陛下。わざわざお見送りに出てきてくださるとは」

　アリメルドが歩み寄り、深く一礼した。

「なに……気にすることはない……」

　オルランドは、亜依を引き連れていた。半分眠ねむっている亜依の頰ほおを軽く叩たたいて、目を覚まさせる。

「この娘むすめは……どうするのかね……？　異邦人オーバージーなんだろう……？」

「それはそうですが、──随ずい分ぶん、陛下になついているようですな」

　亜依はぺったりとオルランドに張り付いていた。警けい戒かい心しんはまるでない。アッシュを追いかけた時の狂きよう態たいがウソのようだ。

「ふむ……私も悪い気はしない……。この歪ゆがみきった姿……容易には手に入れられぬものだ……。だが、当人が望むなら、異界に帰してやるのが筋……とも思ってな」

「ほう？　当人が望んだのですか？」

「いや……そういや、聞いていない」

「そうですか」

　アリメルドは、亜依と視線を合わせた。

「亜依君、君はどうするね？　日本に帰るか、あるいは……そう、アシュラータ君との決着を望むか」

「……ア、シュラータァ……」

　その名を聞いた途と端たん、完全にゆるんでいた亜依の顔に鋭するどさが戻もどった。

「殺ス……アシュラータ……殺スゥ……！」

「ふうむ。どうやら亜依君は、陛下の娘さんにご執しゆう心しんのようですな」

「そうか……ならば、こちらに残るか……」

　オルランドは、亜依の頭を撫なでた。

「アッシュを殺したいとは……厄やつ介かいだが……この娘さえいれば、アッシュもおいそれとは脱だつ走そうできなくなる……まあ、凶きよう暴ぼうな猫ねこを飼うつもりで接すれば、どうにかなるのではないかね……？」

「では、陛下にお任せいたします」

　アリメルドは再び一礼した。

「それでは、私どもは、グレートゲートをくぐって参ります。陛下のご恩は決して忘れません」

「さっさと忘れてくれて構わんよ……」オルランドは首を横に曲げた。「私は……面おも白しろいと感じたことを好きなようにやるだけの男……面白いネタを持ってきた君の作戦勝ち、ということだ……。だがまあ、頭を下げられて悪い気はしない。君の、異世界での更さらなる活かつ躍やくを願っている……」

「陛下も、ご健勝であられんことを」

　アリメルドは頭を上げ、

「それじゃ、出発といこう！」

　衛兵隊に呼びかけて、空へと墜ちた。

　引き続いて、兎々木、衛兵隊も、次々と地を蹴けり、飛んでいく。

　オルランドと亜依は、無言のまま一行を見送った。




「……行ったか」

　島のへりに寝ね転ころがった状態で、要は呟つぶやく。

「行ったな」

　隣となりで同じく寝転がっている神護も、そう応じた。

　要達は、本ほん拠きよ地ちたる浮うき島しまを、ザールバイン城にかなり寄せていた。あたりをさまよう無数の無人の浮島の中に紛まぎれ込み、城の様子が観察できるほどに接近している。

　アッシュの家の中は完全に灯とう火か管制下にあり、真っ暗だ──が、誰一人眠らず、襲しゆう撃げきの時を待ち続けている。

　ザールバイン城屋上から出立した人々の群れは、ほどなくして夜の闇やみに紛れ、完全に見えなくなった。

　要は月明かりに懐かい中ちゆう時計を晒さらし、時間を確認した。午前三時過ぎ、普ふ段だんであれば寝ね静しずまっている時間である。

「三十分待つ」神護は言った。「三十分待って、仕し掛かける。アッシュを助けて、アリメルドを追う。グレートゲート開放の時間に十分間に合うはずだ」

「ああ……そうだな」

　逸はやる気持ちを、要は抑おさえ込む。

　できることならば、今すぐにでも助けに行きたいところである。だが、早く仕掛けすぎれば、アリメルドが戻ってくる。

　失敗できない作戦だからこそ、慎しん重ちようにならなければならない。

「一つだけ、先に言っておく」

　神護は、真顔で言った。

「俺と可憐の第一目的は、日本に帰ることだ。もし、グレートゲートが閉まりそうになったら、俺達はゲートをくぐる。たとえ、まだ状じよう況きようが中ちゆう途と半はん端ぱであっても、だ」

「ことにケリがついていなくても、途と中ちゆう退場する……ってことか。アリメルドの目的を考えると、ゲートが開いた時には、ことは終わってそうだけど」

「何が起きるか分からないからな。つまり何が言いたいかというと、別れの挨あい拶さつは今の内に済ませておきたいってことだ」

「なるほどな。だったら可憐も一いつ緒しよに──」

　と言いながら家の方を振り向くと、

「……そろそろ、アリメルド達は行ったか？」

　ちょうど可憐が出てきたところだった。

「ああ。三十分後にことを始めるぞ」

　神護は可憐のそばに歩み寄り、背中を押して要の眼前に突き出した。

「その前に、別れの挨拶を済ませておくんだ」

「別れ……」

　神護の言葉に、可憐は目に見えて消しよう沈ちんした。

「なあ要……やっぱり、こっちに残るのか？」

「残る」

　問われて、要はあっさりと答えた。

（残る……だって？）

　あまりにもするりと言葉が出てきたので、要自身がまず驚おどろいた。

　つい先日まで、迷いに迷っていた問題ではなかったか。

　だが──この一日の間の激しい状況の変化が、いつの間にか要の意志を確たるものとしていた。

　こんな形でアッシュと別れることになるなんて、耐たえられない。

　とうてい受け入れられるものではない。

　そうだ──

　アッシュと一緒にいたい。

　それが、要の大原則だ。

「俺は、アッシュを救う。そしてこれからも、アッシュと一緒に旅を続ける。そう決めた」

　もはや、迷いはなかった。決意を、すらすらと淀よどみなく語る。

「……そんなにおっぱいがいいのかよ！」

　ばちこん、と可憐は平手で要の腕うでを打った。

「あ痛！　なにするんだよ！」

「これが別れの挨拶だ！」

　要が身をかがめたところに、頰ほおへの平手をもう一発。

「おふッ」

　要の首が、ねじ曲がる。

　その首を、両手で可憐は優やさしく抱だき留とめた。

「アッシュと二人で、長生きしろよ」

　耳元で、ささやく。

「…………」

　意外な言葉を掛かけられて、要は放心した。

「さあ、湿しめっぽい話はここまでだ」

　可憐は勢いよく要を突き放した。

「アッシュを助けられなきゃ、話になんねえからな。気合い入れていくぜ……！」

　バチンバチンと自分の両頰を叩たたき、気合いを入れる。

「ああ、やってやるさ」

　要は決意を新たにして、向こうにそびえる城を見下ろした。
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　あそこで、アッシュは待っている。

　迎むかえに行くのが、俺の役目だ。

























「…………」

　窓まど際ぎわに置かれたランプの炎ほのおを、アッシュはじっと見つめ続ける。

　この炎こそが、アッシュの悲願を叶かなえるための、希望の炎。

　最後の光。

「……頃ころ合あいね」

　誰だれもが寝ね静しずまっているであろう深夜。

　そして、アリメルド達がグレートゲートをくぐるために出発した、今この時。

　やるなら、今しかない。

　古いラグマット、枕まくら、人形の中の藁わらクズ──部屋の中にある可燃物を、窓際に集めて、山となす。

　アッシュは、ランプを手に取り、可燃物の山から少し距きよ離りを置いて立って──

「……それッ」

　ランプを力ちから一いつ杯ぱい、投げつけた。

　乾かわいた音を立てて、ランプは壁かべに激げき突とつし、砕くだけた。ガラスの破は片へんと火種をまき散らしながら、壁を這はって落下。

　直下にあった可燃物に、火が移る。

　乾かん燥そうした可燃物は、あっという間に燃えさかった。

　ある程度、炎が大きくなったところを見計らって──

「火事よ！」

　アッシュは部屋の扉とびらを全力で叩き始めた。声を張り上げて、城内の人間の注意を惹ひく。

　かなり危険な脱だつ走そう方法である。まかり間ま違ちがえば──外の人間が気づいてくれなかったら、煙けむりに巻かれて死ぬ。

　だが、これくらいのリスクは冒おかさなければならない。

　必ずすぐに、誰かがこのドアを開けてくれる──そう信じて、ひたすらに扉を叩き続ける。手の皮がすりむけようが、喉のどが痛みを覚えようが、気にせずに。

　やがて──

「……大だい丈じよう夫ぶですか!?　アシュラータ様！」

　メイドとおぼしき声が、扉の向こうから聞こえてきた。

　しめた、という気持ちを必死に押し殺して、

「ごめんなさい、ランプを割ってしまったの！　出して！」

　必死に訴うつたえかける。

「お待ち下さい！　今、閂かんぬきを開けます」

　外から、がたごとと閂を外す音が伝わってくる。

　それでいい、とアッシュは内心で呟つぶやく。扉が開いた瞬しゆん間かん、全力でダッシュして、必要とあらばメイドをぶっ飛ばし、脱走を開始する。善意で来てくれたメイドには悪いけど、こちらにも復ふく讐しゆうを果たすという悲願がかかっている──などと思いながら、待ち続け──

　ついに閂が完全に外れ、両開きの扉の中央に、隙すき間まが生まれた。

「ありがとう……！」

　自らの肩かたで扉を押し開ける勢いで、アッシュは突とつ進しんする。

　ところが──

　アッシュが触ふれるより早く、がばっと扉は開き──

　その向こうから飛んできたのは、ストレートパンチ。

「!?」

　まるで予期していなかった一いち撃げきを、アッシュは顔面で受け止めた。

「…………ッ!!」

　首が後方にねじ曲がる。

　ものの見事に跳はね返されて、アッシュは室内へ逆ぎやく戻もどり。

　数秒間、意識を失って──

「…………はッ！」

　血の臭においに、我に返る。

　鼻、口のあたりを手でこすると、べっとりと血がこびりついた。

　アッシュは、壮そう絶ぜつに鼻血を流していた。

　カウンターパンチを叩たたき込んできたのは誰だ、とアッシュは扉の外を見やり──

「……こんな時間に……火遊びはいけないなあ……」

　す、と青ざめた。

　オルランドが、立ち尽つくしていた。

「……どうして！」アッシュは叫さけぶ。「どうして、もう、こんな所に……!?」

「アリメルドから……助言をもらっていた……」オルランドは答えた。「彼が去った後に、アッシュが脱走を試みるかもしれないから、気を付けろ、とね……。だから、私はすぐそばの部屋で……おまえが何かやらかさないか、とワクワクしながら待っていたんだ……」

「…………！」

　アッシュは、言葉を失った。

「それにしても……室内で火遊びは……いかんな……」

　オルランドは、閂を小こ脇わきに抱かかえた。太さ二十センチはあろうかという閂を、引導術の力を借りて、軽々と持ち上げる。

「夜に火で遊ぶと、おねしょする……子供の頃ころ、そう教えなかったか……？　悪い子だ……。今後一生おねしょをしなくてすむよう、こいつで栓せんをしてやった方がいいのかな……」

　閂の一いつ端たんを、オルランドはアッシュに近づける。

　その瞳ひとみに灯ともっているのは、いつもながらの狂きよう気きの輝かがやき。

「た……助けて！　要かなめ……！」

　思わず要の名前を呼んだ、その時──

　ドガン、と激突音がして、震しん動どうが走った。

　窓側の壁が、まるで爆ばく破はされたかのように大崩ほう壊かいを起こす。

「ム……!?」

　咄とつ嗟さにオルランドは、引き連れていたソールドで自身を防ぼう御ぎよ。

　ソールドの陰かげに入れてもらえなかったアッシュは、部屋の反対側へと転がって逃にげた。

　窓のガラスは砕け、壁はいくつもの石せつ塊かい、粉ふん塵じんとなって飛び散る。

　炎ほのおと粉塵の中から、ぬっと姿を現したのは、一枚のソールドと──

「……アッシュ！　無事か!?」

　要だった。

「……要！」

　間かん髪はつ入れずに、アッシュは墜おちた。

　要は両手を広げ、アッシュを迎むかえ入れる。

「……アッシュ……！」

　オルランドが、閂をアッシュの背中目がけて放ほうり投げた。

　しかし、要は落ち着いてソールドを割り込ませる。

　オルランドのソールドは弾はじき返され──

「要！　要ッ！」

　無事に、アッシュは要の胸の中に飛び込んだ。

「うおっと」

　あまりの勢いに、要は室外に飛び出してしまった。

　抱だき合ったまま、二人はしばし空中を遊泳する。

「遅おそかったじゃない、要……！」

　アッシュは力ちから一いつ杯ぱい要の胸に顔を押しつける。恐きよう怖ふと緊きん張ちようが一挙にゆるみ、半泣きの声が漏もれ出た。

「アッシュさんともあろうものが、お顔台無しじゃねーか……」

　ハンカチを取り出して、要はアッシュの鼻血を拭ぬぐってやった。

　その間、アッシュはひどくおびえ、震ふるえながら、無心に要の腕うでに身を委ゆだねる。

「いつもと逆だな。相手にしがみついて甘える情けない役は、俺の専売特許だと思ってたけど……」

「情けないとか言うなぁ！」

　叫ぶアッシュ。

「一回くらい、いいだろ」要は言った。「これから先も、俺は何度もアッシュにしがみついて震えることになるんだからさ」

「それは、──」

　と言いかけてから、アッシュは要の発言の真の意味に気づく。

「──これから先、何度も、って……!?」

「そういうこった。俺は決めたぜ……日本には帰らない、イセス・メリアに残る。アッシュがさらわれて、やっとわかった──俺は、アッシュと一いつ緒しよにいたい、別れたくない、ってな」

　要は、はっきりと言い切った。

　アッシュは、何も言い返すことができず、ただ目を潤うるませて要を凝ぎよう視しし──

「…………！」

　もう一度、要の胸の中に飛び込んだ。

「……俺を、あの家に住まわせてくれよな？」

　要の問いに、

「当たり前でしょ……！」

　顔を埋うずめたまま、アッシュは答えた。

「……ありがとよ」

　要はアッシュの頭を撫なでて──

「……でも、安心するのはまだ早いぜ……」

　アッシュの頭越ごしに、砕くだけ、崩くずれた城じよう壁へきを見やる。

　ゆらり──とオルランドが姿を現した。

「……おまえ……私の娘むすめをどこに連れていくんだ……？」

　半開きの目で、要を睨にらむ。

「あれが、国王……？」

　要は我が目を疑った。

　国王という単語からイメージする威い厳げんさ、重じゆう厚こうさはまるでない。その辺にいそうな駄だ目めなオッサン、としか思えなかった。

「こんなタイミングで悪いけど」アッシュが言った。「紹しよう介かいするわ。私の父よ」

「そうか」

　頷うなずいてから、要はオルランドに呼びかけた。

「おたくの娘さんはもらっていきます！　悪いようにはしませんので、ご心配なく！」

　満面の笑えみを浮うかべて手を振ふり、その勢いで立ち去ろうとしたが──もちろん、オルランドが見み逃のがすわけがない。

「どこの馬の骨とも知れん男に……娘をやるわけにはいかんなあ……！」

　砕けた壁かべを蹴けり、空中へと踏ふみ出して──

「……亜あ依よりィィ！　来いィ！」

　呼びかけた。ほどなくして──

「……シャアアァァァァ──ッ!!」

　どこからともなく、亜依が降ってきた。

　義手を長く伸のばして突とつ撃げき、アッシュの首を直接狙ねらいに来る。

「こいつ……！」

　アッシュを抱きかかえたまま、要は横手に滑すべるように墜ちる。

　直後、亜依は要達がいた場所を凄すさまじい勢いで通り抜ぬけていった。

「思いっきり殺す気じゃねーか！」

　どういうつもりだ、と要はオルランドに叫さけぶ。

「アッシュを誰だれかに取られるくらいなら……殺してしまった方がいい……！」

　あっさりと答えて、オルランドもソールドを伴ともないながら接近してきた。

「おいアッシュ。ぶしつけな質問とは思うが、おまえの父親……正気か？」

　逃にげるように墜おちながら、要はアッシュに問いかけた。

「何を正気と定義するかによるわね」アッシュは答える。「いつも通り、という意味では正気よ」

「……アッシュが国を捨てた理由が理解できたような気がするぜ」

　呟つぶやいて、要は更さらに上空へ向かう。

　城上空では、空中戦が展開されていた。神しん護ご達と、衛兵達がソールドを飛び交かわしている。

　数の上では多勢に無勢だが、神護達の側は異邦人オーバージーが揃そろっている。可か憐れん、ライセ、メティスらが月明かりの空を自在に舞まって、次から次へと衛兵達を両断していた。

　裂さかれた手足、あるいは衛兵が摑つかんでいたソールドが、要の頭上に次から次へと落ちてくる。

「……これを使う！」

　その中から二つ選んで、アッシュは摑んだ。要の腕の中から離はなれて、

「私は亜依を始末する。要は、父をお願いね……！」

　と指示し、亜依目がけて墜ちる。

「任された！」

　応じて、要はオルランドを視線の先に捉とらえ直した。

「名前……」

　十メートルほどの間合いを置いて、オルランドは呼びかけてきた。

「おまえ……名前はなんと……？」

「八やつ浦うら要」

　要は、答えた。

「ただの異邦人オーバージーか……おまえ、何の資格があって……アッシュを連れていこうとする……？」

「資格なんて関係ねー！　連れていきたいから連れていく、それだけだ、このクソッタレ！」

　ソールドを、要は返答ついでに放り込む。

「フ……！」

　オルランドは横手に泳ぎながら、ソールドで迎げい撃げき。空中でぶつけて、要のソールドの軌き道どうを曲げつつ、逆に要を襲おそう。

「……おっとぉ！」

　ここまで手早く反はん撃げきされるとは、思っていなかった。慌あわてて要は高度を下げて、逃げる。

「……意外そうだな……？」

　ソールドを操作して、オルランドは要を追いかける。

　たしかに、要は意外な思いに駆かられていた。イセス・メリア人の男性は、一いつ般ぱん的には引導術を得手とはしない。引導士ハイダイバーとしての素質はＡからＧの七段階に分類されるが、男性はよくてもカテゴリＥがいいところ。

　しかし、オルランドのソールド操作には、カテゴリＧクラスのうまさがある。

「ベタイゴイツェの一族には、異邦人オーバージーの血が多く入っている……。私は、イセス・メリア人ではあるが……異邦人オーバージーの血と才能を受け継ついでいるのだよ……！　たやすい相手だと思うな……！」

　追ってくるソールドから、要は逃げる。

「それはそれは……！」

　墜ちる軌道を曲げる。

　二枚のソールドをそばにつけたまま、オルランド目がけて墜ちる。

「フ……すれ違ちがいざまにぶつけるつもりか……！」

　オルランドはそれを受けて立ち、防ぼう御ぎよ用として手元に残していたソールドを伴い、要目がけて墜ちる。

　オルランド、要、そして要を追うソールド。三つが一つところで交こう錯さくし──

　ガキンガキン、と衝しよう突とつ音が連続する。

　ソールド同士がぶつかって、はね飛ばされて、回転する。

　四枚のソールドがくるくると乱らん舞ぶ。

　しかしオルランドは、己おのれのソールドをよく把は握あくして、二枚とも引き連れつつ、衝突地点から離り脱だつ。

　少し距きよ離りを取って、要の姿を探し──

「…………？」

　見あたらない。

　要のものとおぼしきソールドは、二枚とも力無く地上へ向かって落ちていく。

　しかし、要がいない。

「どこへ……行った……？」

　背後からの奇き襲しゆうを避よけるため、オルランドは背中側にソールドを回す。

　あたりを見回して、要の姿を探す。

　と──

「ここだ」

　ソールドの裏側からひょいと手が伸のびてきて、オルランドの首に巻き付いた。

「ぐおッ!?」

　一気に絞しめ上げられて、不気味な声をオルランドは漏もらす。

　首をねじり、要の姿を視認しようとする──が、ソールドの向こう側から絞め上げているため、見ることができない。

「簡単なトリックに引っかかったな！」ソールド越ごしに、要は叫さけぶ。「素質があっても、戦い慣れしてなきゃ、意味ねーよ！」

　全力で、要は絞め上げ続ける。

「ごああああ……ッ!?」

　オルランドは、ソールドを操あやつって脱だつ出しゆつを試みるが、見えない背面側でのソールドの動きを細かく操ることは不可能だ。要も身体からだを思い切り左右に振ふって、オルランドの平へい衡こう感かん覚かくをかき乱し──

「…………」

　ついに、オルランドは絞め落とされた。

「……落ちたか？」

　要は腕うでをゆるめた。間に挟はさまり続けていたソールドが、真下に落ちる。

　オルランドが完全に気絶しているのを確認してから、高度を落として、着地した。

　無防備になったオルランドを、地面に寝ねかせる。

　殺すことはたやすいが──

「国王を弑し奉たてまつるとか、さすがにあとが面めん倒どうだよな。それに何と言っても、アッシュの父親なんだし……」

　どうしたものか、と要が悩なやんでいると、

「……要さん！」

　空からマリアが下りてきた。

「国王の身み柄がらは任せて下さい！」

「お、本当かい」

　渡わたりに船だ、と要は喜ぶ。

　マリアは着地して、オルランドの両りよう肩かたを支えた。

「あなたはアッシュさんの方を！」

　言われるまでもない。要は頷うなずいて、空にアッシュの姿を探した。




「……アシュラータァァ──ッ!!」

　ただ復ふく讐しゆうの一念で、亜依はアッシュに突とつ撃げきする。

　しかし所しよ詮せんは、引導士ハイダイバーにあるまじき単調な軌き道どう。

　先日の対決時は、亜依の迫はく力りよくに完全に吞のまれ、泡あわを食ったが──

　いまや、慌あわてる理由など何一つない。

　冷静に亜依の攻こう撃げきを回かい避ひしつつ、着実にソールドを叩たたき込んでいく。

　獣けもののような反射神経、運動能力で、亜依は攻撃をかわしていくが──ソールドは足をかすめ、腕を打ち、着実に体力を削けずっていく。

「グァァ！　ゥォォ……ッ！」

　全身血まみれになりながら、それでも亜依は追つい跡せきをやめない。

「哀あわれなものね……亜依！」

　ソールドを操りながら、アッシュは亜依に呼びかける。

「抵てい抗こうをやめなさい！　そうすれば、情けで見み逃のがしてあげます！」

　結局の所、引導士ハイダイバーとしての技量は、亜依はアッシュにはるかに及およばない。狂きよう気きに近い復讐心をもってしても、埋うめられるものではなかった。

　もちろん、亜依がそれを受け入れるはずもなく──

「殺ゥス！　殺ス……！」

　義手を伸ばして、アッシュ目がけてまっすぐ突つっ込んでくる。

「私のことを忘れていれば、長生きできたものを……！」

　ソールドを、アッシュは亜依の真横からぶつけにかかった。

「グゥゥ……ッ!!」

　亜依は義手を真横に振り、ソールドを弾はじき飛ばしにかかる。

　が──寸前で、ソールドはわずかに沈しずんだ。

　義手はスカッと空気のみを叩いた。

　予期していた衝しよう撃げきがやって来ず、重い義手に振られ、亜依は空中で体勢を崩くずす。

　手元に残していたソールドを、アッシュはまっすぐに墜おとし──

「…………!!」

　ソールドは、亜依の胴どうを二つに裂さいた。

　亜依の上半身と下半身は、勢いのままにアッシュのそばを通り抜け──そのまま地上に落下した。

「前に対決した時、腕一本で済ませてあげたのが失敗だったかしらね……」

　髪かみをかき上げて、アッシュは短く弔とむらいの言葉を漏もらした。

「……アッシュ！」

　入れ替わるように、要が上じよう昇しようしてきた。

「父は？」

「マリアに任せてきた」

「そう」つまらなそうにアッシュは応じる。「腕の一本くらい、叩き落としてくれても良かったのに」

「…………。とにかく、行こうぜ」

　天頂方向を仰あおぎ、要は墜おちた。

　上空では、まだ神護達と衛兵達の戦いが続いている。要とアッシュは、そこに合流した。

「お！」二人に気づいて、神護が声を上げる。「救出できたか！」

「おかげさまで！」

　アッシュは神護に返礼した。

「だったら、先にアリメルドを追いかけろ！　俺達はこいつらを黙だまらせてから行く！」

　ソールドを操あやつりながら、神護は叫さけぶ。斜ななめ上方で、神護のソールドが衛兵を捉とらえ、二つに裂いた。

「わかった！　向こうを一いつ掃そうして待ってるぜ！」

　応じて、要はアッシュの肩かたを抱だきかかえた。

「早く来なさいよ！」

　そう言い残し、アッシュは動き始めた。空を飛び交かうソールドをくぐり抜けて、城から飛び去る。

　目指すは、グレートゲート発生予定地点。







「二十五年前の目もく撃げき例によると、ゲートが開く直前くらいから、前兆みたいなものが現れるらしい」

　何もない草原に立ち尽つくして、アリメルドは空を見上げている。

　ザールバイン地上領の農民達が住む集落から、東に一キロ離はなれた地点。遊牧地になっており、あたりには木がまばらに生えているのみ。視界を遮さえぎる物は少なく、空が広い。

「前兆……？」

　そばに座り込んでいる兎と々と木ぎが、問い返す。

　周囲に人ひと影かげはまるでない。アリメルドと兎々木、そして付き従ってきた十数人の衛兵達がいるのみである。わずかに風の音がするだけで、周囲は静まりかえっている。

「排はい水すい溝こうの渦うず巻まきみたいなものが、空中にぽっと出るんだとか。渦はどんどん大きくなって、ある規模に達したところでカッと閃せん光こうを放つ。光が引いた後、ゲートとしての機能を発揮する──らしい。私の計算が正しければ、あの辺のはずなんだが──」

　斜め上方、空間のある一点を、アリメルドは指さした。

　わずかに白みつつある東の空を、兎々木は振ふり仰ぐ。

　無言で待ち続けること、十数分──

「……おい、あれじゃねえのか……？」

　兎々木が、声を漏らした。

　空中のある一点で、大気が蠢うごめき始めていた。

　初めは錯さつ覚かくかと見まごう程度の代しろ物ものだったが、時間経過とともに、その存在ははっきりしていく。

　周囲の空気を引き寄せるような渦が、地上四、五メートル程度の高さの地点に発生していた。

「これだ……きっとこれだ！」

　歓かん喜きの声を、アリメルドは上げた。

「長年の悲願を叶かなえる時がやっと来た！　これで日本に帰れるのだな……！」

　希望に目を輝かがやかせて、アリメルドは渦を凝ぎよう視しする。

　数年間の苦労、命の危機、無数のトラブル──それらを全すべて乗のり越こえて、ついにこの時を迎むかえることができた。アリメルドはただ、身を震ふるわせる。

　しかし──

「……アリメルド様！　あれを……！」

　衛兵の一人が、西の空を見上げて叫ぶ。

　アリメルド達のもとへ、突とつ進しんしてくる人影が二つ。

「……おやおや……」

　渦に背を向けて、アリメルドは人影を視認しようとする。

　にわかには認識できない──が、このタイミングで突つっ込んでくる手合いと言えば、ただ一人。

「……アリメルドォォ──ッ!!」

　絶ぜつ叫きよう。

　アッシュの絶叫を耳にして、アリメルドは肩をすくめた。

「やはり君か……！」

　はるか遠とお間あいにあって、アリメルドは語りかけるように言う。

「宿題を残していくことなかれ、と天が言っておられるのかね！　面めん倒どうだが、やるしかないな」

「同感だ」

　兎々木は、もう一人──要の姿を視認する。

　イセス・メリアに墜おちて以降、たびたびソールドを交えた、敵。

「ここで因いん縁ねんにケリをつけていくってのも悪くねえ」

　そう言って、空へ墜ちる。

「諸君……」

　アリメルドは衛兵達に呼びかけた。

「向こうはたった二人でやって来た。それに敬意を表して、こちらも二人で応対しようと思う。決して手出しはしないように。ただし、あとから援えん軍ぐんがやってくるようだったら、善処してくれたまえよ」

　そして、アリメルドも墜ちる。アッシュ目指して。




「どういうつもりだ？　奴やつら」

　衛兵達が待機したきりで、地面から動かない様子は、要の目にも見えた。

「私達を殺すなんて二人で十分……と思ってるのかしら」

　ぎりり、とアッシュは奥歯を嚙かみしめるが──すぐに冷静さを取り戻もどし、

「私はアリメルドをやる」

　と、要に言う。

「兎々木、任せられる？」

「喜んで」要は答える。「兎々木の相手をするのは、俺の役目だ」

「じゃ、任せる」アッシュは要の頭を撫なでた。「……死なないでね」

「そっちこそ」

　要の言葉に、ふっとアッシュは微笑ほほえんで、軌き道どうを曲げた。

　それと入れ違いで、要の眼前に、ソールドを伴ともなった兎々木が飛び込んでくる。

「……今日は女装していないのか？」

　数メートル向こうに静止した兎々木は、まずそう声をかけてきた。

「それもそうか。日本に帰った時、女の格好なんてしてたら、指さして笑われるもんな」

「おまえは勘かん違ちがいをしてるぞ」

　低い声で、要は言った。

「俺は日本には帰らねー。イセス・メリアに残る」

「なに？」

　兎々木の驚おどろきの表情は、すぐに不ふ審しんに変わる。

「……正気で言ってんのか？」

　無言をもって、要は返答とした。

「ハ！　苛いらつく野や郎ろうだ！」兎々木は肩かたをすくめた。「だったら、わざわざ今日、なんでここまで来た？」

「アッシュの願いを叶かなえてやるためだ。アリメルドに逃にげられる前に、仇かたきを討うつ。俺は露つゆ払はらい役だ」

　と言って、要は兎々木を指さした。

「おまえが日本に帰ろうと、知ったことじゃねー。ただ、アッシュの邪じや魔まをするってんなら、容よう赦しやはしねーってこった」

「そうかい……なるほどな！」

　兎々木は、要目がけてソールドを墜おとした。

「だったら、てめーはこっちの世界に死体となって残れや！」

　ソールドを一枚、迎げい撃げきに向かわせつつ、要はもう一枚のソールドとともに、斜ななめ上方へと墜ちていく。

「そのセリフ、そのままてめーに返す！」

　二人のちょうど真ん中当たりで、二枚のソールドは激げき突とつ、乱転。

「逃がさねえぜ……！」

　乱転するソールドの陰かげから飛び出して、兎々木は要を追った。




「やあ……アシュラータ君」

　穏おだやかに、アリメルドは呼びかけた。

「できれば、こんな時に会いたくはなかったのだがね。見たまえ」

　頭上を指さす。空中に発生した渦うず巻まきは、時間経過とともに大きくなっている。

「今からグレートゲートが開く。言い伝えが正しければ、このゲートは日本への道となるんだ。数十年に一度しか起きない貴重な現象が、これから始まろうとしているのに──殺し合いをしなければならないとは、残念極きわまりない」

「私は、そうも言っていられないの」

　硬かたい表情で、アッシュは言い返した。

「あなたを逃がすわけにはいかない。アンリエットの仇を、取る」

「何度も言っていると思うがね、あれは不幸な事故だったって」

　薄うす笑わらいを張り付けたまま、アリメルドは余よ裕ゆうの体で応じる。

「責を負うべきは、報ほう酬しゆうは払はらわないけど私がよそに行くのは許さない、などと意味の分からない主張をした君の母親であり、不意打ちで私を殺そうとした君の母親だよ。あの日、ルクレツィア様は、私が本当に合理性のしもべであるかどうか、試ためそうとした。アンリエット君を盾たてとして私の良心に訴うつたえる、という卑ひ劣れつな真ま似ねでね。そんなことをされたら、まとめて殺すしかないじゃないか。誰だれにだって、譲ゆずれない一線ってのはあるもんだ」

「あなたがどう言おうが、関係ない！」

　勢いよく、アッシュは右みぎ腕うでを振ふり下ろした。

「私は妹を殺された！　殺人者をのうのうとほっとくわけにはいかない！」

「死はあらゆる場所に転がっていて、一つ一つを気にしていたらやっていられない。イセス・メリアとは、そういう世界ではないのかね」

　アリメルドは小さく首をひねった。

「君だって、今日ここに至るまで、たくさんの人間を殺してきたはずだがね。そういや、亜依君はどうなった？　彼女が、君をやすやすと取り逃のがすとは思えないが……」

「今いま頃ごろ、城の中庭で、永遠の眠ねむりに就ついているわよ」

「そうかね。彼女の哀あわれなる魂たましいに哀あい悼とうの意を送ろう」

　わずかに、アリメルドは目を閉じ、死者を悼いたむような姿勢を見せた。が、それもわずか数秒のこと。

「私がアンリエット君を殺したのも、君が亜依君を殺したのも、殺人は殺人。そこに違いがあるとは思えないがね」

「……違いは、あるわ」

　はっきりと、アッシュは言い切った。

「私は、引導術を使えない人々を一方的に殺すなんてことは、絶対にしなかった。それこそ、私にとっての譲れない一線よ。あなたはそれに、抵てい触しよくした」

「……ふうむ」

　顎あごに手を当て、アリメルドはわずかに考え込むふりをした。

「結局の所、君には納なつ得とくしてもらえないようだ。……ま、ここで納得してもらえるなら、そもそもここまでしつこく追ってこないか」

　す……とアリメルドは横に滑すべり始めた。

「言葉は尽つくした。あとは、力ずくで黙だまらせるとしよう……」

　ソールドを二枚とも、自分のそばから離はなす。

　一枚は上、一枚は下に墜とし──時間差で、アッシュを狙ねらった。

「絶対に逃がさない……！」

　アッシュは、アリメルド目がけてまっすぐに墜おちた。

　ソールドを一枚先行させ、引き裂さこうとするものの──

「ハハッ！」

　アリメルドは斜め下方に滑り落ち、逃げる。

　地面近くまで高度を落として、カーブ。弧こを描えがくように、地面すれすれを行く。

　高等技術を持つ引導士ハイダイバーにしかできない、ルート取りである。

「待ちなさいったら……！」

　アッシュは、同じ軌き道どうをなぞるようにアリメルドを追いかけ──

　ほんの一いつ瞬しゆん、頭上から降り注ぐ月明かりが遮さえぎられたのを感じた。

「……!?」

　咄とつ嗟さにロールして、軌道を外す。

　直後、ソールドが地面に突つき刺ささった。

　ロールしていなければ、アッシュがいたであろう地点に。

「…………！」

　息を吞のむ暇ひまもなく──

「そこッ！」

　アリメルドは反転、ソールドを一枚伴ともなって突っ込んできた。

　一瞬動きが止まったところを、アッシュはつかれ──

「くっ……！」

　咄嗟に左方向へ墜ちるものの、肩かた口ぐちが軽くアリメルドのソールドに接せつ触しよく。

　軽く触ふれただけでも、衝しよう撃げきは大きく、アッシュの身体からだは弾はじき飛ばされて回転。

　そこを、アリメルドのソールドは容よう赦しやなく追ってくる。

「このッ！」

　アッシュはソールドを二枚とも自分のそばに引き寄せ、防ぼう御ぎよ。

　アリメルドのソールドを、弾き返した。

　その間にアッシュは一気に高度を上げて、一いつ旦たんアリメルドと離れる。

「……フフフ……」

　アリメルドはそれを追わず、地上に着地して、上空のアッシュを見つめる。

　その顔に張り付いているのは、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑えみ。

　一方でアッシュは、焦あせり、苛いら立だちを抑おさえることができない。

　引導士ハイダイバーとしての技量は、アリメルドの方が上。

　わずかではあるが、しかしはっきりとした差を、アッシュは痛感する。

　でも、やらなければならない。

　数分以内に。

　運命の時は、目前に近づいている。

「必ずケリをつけてやる……！」

　自分に言い聞かせるように叫さけび、アッシュは地上へ向かってダイブした。

　ゲートはじわじわと大きさを増し──光を放ち始めている。







「静かすぎないか……!?」

　グレートゲート発生地点へと全力で墜おち続けながら、神護は訝いぶかる。

　要とアッシュは、アリメルド率いる衛兵団という圧あつ倒とう的多数を向こうに回して、戦っているはず──なのに、戦場特有の騒そう々ぞうしさが聞こえてこない。

「で、でもぉ、方向はこっちでいいはずですよぉ……！」

　神護のすぐあとを追いかける、ライセが言う。

「おいおい、まさか、要の野や郎ろう、方向を間ま違ちがえたとか言わねえよな？」

　ライセと並んで飛ぶ可か憐れんが、疑いを口にするが──

「まあ、焦るなって。目的地に到とう着ちやくすればわかることさ」

　メティスが、一同を落ち着かせるように言う。

　その言葉の通り、やがて前方に、渦うずが見えてきた。ゆっくりと旋動する、空に浮うかんだ大きな光の渦が。

　見た途と端たんに、はっきりとわかった──あの異常な現象こそが、グレートゲートなのだと。

「アレ……どうなってるんだ!?」

　可憐が叫ぶと、

「前兆状態か……？」神護が推論を口にする。「まだゲートそのものは開いていないようだが、──」

　接近するに連れて、やっと見えてきた。

　月、そしてゲートの光を受けてちらちらと輝かがやきながら、あちらこちらへ飛び交かっている、複数のソールド。

　その周辺には、ソールドを操あやつる引導士ハイダイバー達が何人か。

「……要とアッシュですよぉ！」

　喜びの声を、ライセは上げた。

　が、油断できる状じよう況きようではない。二人が敵に回しているのは、アリメルドと兎々木。

　そして、足あし下もとの地面には、待機の衛兵達が十数名。

　神護達の接近に気づいて、ざわめきだし──次々と、戦せん闘とう態勢をとって墜おちてきた。アリメルドの命令通り、邪じや魔ま者ものの乱入を妨ぼう害がいするために。

「簡単には、いきそうにないね」

　メティスは渋しぶい顔をしたが、すぐに気を取り直し、

「先にこいつらを落とすよ！」

　と一同に呼びかけた。

「は、はいぃ！」

「やるしかないようだな……！」

「任せとけよ！　全員あたしがさっさと潰つぶしてやるからさぁ！」

　口々に応じて、一同は散開。

　隊列を組んでやってくる衛兵達に、神護達は少人数で挑いどむ。

　衛兵達は、問答無用で次々とソールドを墜おとしてきた。横よこ殴なぐりの雨のごとく、降り注ぐ。

「一枚たりとも通しませんよぉ！」

　ライセが防御を担当し、片かたっ端ぱしから敵のソールドを叩たたき落とし続け、

「邪じや魔まをするなッ！」

　その陰かげから神護が反はん撃げき。敵てき陣じんの中へソールドを放り込み、かき回して混乱させ、

「うらぁぁぁぁ──ッ!!」

　可憐が、二枚のソールドを伴ともなって特とつ攻こうをかける。

　流星のごとく駆かけ抜ぬける可憐に、衛兵達は対応しきれず、逃にげるのが精せい一いつ杯ぱい。

　不運な何人かは逃げ損そこね、ソールドの激げき突とつを食くらって吹ふき飛ばされる。腕うで、脚あしが千切れ飛ぶ。

「チッ！　うまいこといかねえな……！」

　音高く舌打ちをする可憐。もっとたくさんの敵を巻き込む予定だったが、思っていたより戦果が少ない。

　神護と可憐の連係攻こう撃げきによってかき乱された衛兵達は、そのまま拡散した。しかし逃とう亡ぼうはせず、より広く構えて、可憐を包囲にかかる。

　四方八方から、一いつ斉せいに可憐へとソールドを墜とす。

「下がれ、下がれ！」メティスが可憐に呼びかける。「囲まれてるよ！」

「ハ！　この程度であたしを抑おさえられるかよ！」

　最初に視界に入った衛兵をターゲットとして、可憐は墜ちた。

　バラバラになって攻せめてくるのなら、一人一人順番に潰すしかない。面めん倒どうだ、と思いつつも一挙にアプローチをかけ──

「……ヒィィィィィ！」

　衛兵は、即そく座ざに守りに入った。防ぼう御ぎよ用ソールドを引き寄せつつ、真横に滑すべる。

　可憐の体当たり攻撃を、ぎりぎりのところで回かい避ひ。

　可憐を追って飛んできた、他ほかの衛兵達のソールド群も、うまいことスルー。

　通り抜けていく可憐を尻しり目めに、全力で距きよ離りを開けて、衛兵の群れの中へと沈しずんでいく。

「この……！」

　ソールド群に追われながら、可憐は軌き道どうを曲げる。次に視界に入った男を目指すが──

「……うぉぉぉぉ!?」

　まるで同じ反応を、その男も示した。迎げい撃げきはせず、逃げを打つ。

　可憐は、空むなしく男のそばを通り抜けることしかできず──

「……クソが！　おまえらやる気あんのか！」

　叫さけんで、減速をかけた。

　その場で、二枚のソールドを高速回転させる。

　追ってきたソールド群を弾はじき飛ばし、ことごとく勢いを殺そいでから、天頂方向へ可憐は逃げた。

「厄やつ介かいだなあ」

　遠とお間あいから様子を眺ながめていたメティスが、眉まゆをひそめた。

「連中、さっそく守りに入ってやがる。これ、面倒だよ……。あたしら、ソールドの枚数で圧あつ倒とう的に負けてるわけだから──」

「まことに申し訳ないことを言うようだが、──」

　神護が、西の空を指さした。

「ソールドの追加が来たぞ」

　びくりとしてメティスが後背を振ふり向く。

　西の空から、幾いく人にんもの人々の群れが、ソールドを伴って接近してきている。

「ウソだろ！」メティスは叫んだ。「城の連中がもう追ってきたの!?」

「さすがに、城にいる人間を皆みな殺ごろしにしている暇ひまはなかったしな」

　冷静を装っているつもりだったが、神護の声には焦あせりがある。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか、これぇ……!?」

　焦りがライセにも伝でん播ぱする。パニックに囚とらわれかけて──

「……やるしかねえだろ！」

　飛び込んできた可憐が、鼓こ舞ぶするように叫んだ。

「ここで踏ふん張れなきゃ、日本に帰れねえどころか、殺されるぞ！」

　とまで言ってから、突とつ然ぜんに口調が可憐のものに戻もどり──

「私は、神護とライセと、一いつ緒しよに日本に帰りたい！」

　叫びを、叩きつけた。

「そりゃ、──」

　普ふ通つうに返事しかけて、神護は驚おどろいた。

　可憐人格に戻っているというのに──宙に浮ういたままでいる。

　引導術を発動したまま、可憐に戻っているのだ。

　異邦人オーバージーでありながら、イセス・メリアという現実を受け入れられないが故ゆえに、引導術をまるで使えなかった可憐。

　極限まで追いつめられた結果、エレナという別人格を発生させてしまった可憐が──

　ついに、目覚めたのだ。

　しばし、神護は呆ぼう然ぜんとしたが──気を引き締め直す。

「ああ、そうだな。一緒に帰ろう……！」

　断言して、改めて押し寄せる援えん軍ぐんと向かい合った。

「や……やるしかないでしょぉ！」

　自分を奮い立たせるべく、ライセも叫んだ。

「ソールドが何十枚飛んで来ようが、全部弾き返してみせますからぁ！」

「そうそう、やらなきゃ、あたし達は死ぬよ」

　こんな状じよう況きようにあって、メティスは薄うす笑わらいを浮かべていた。

「あたしは死にたくないから、やる。最後までやりきる。みんな、そうだろ？」

　問われて、神護、可憐、ライセは、深く頷うなずいた。

「簡単に日本に帰れるとは思ってなかったが……厄介だな！」

　もう一度気合いを入れ直し、神護は援軍目がけてソールドを放った。







　無心に、要は戦い続ける。

　異邦人オーバージーとしての素養、半年の間アッシュのもとで鍛きたえてきた引導士ハイダイバーとしての技術──その全すべてをつぎ込んでも、まだ兎々木を倒たおすには至らない。

　引導士としての力は、ほぼ拮きつ抗こうしている。

　実力の変わらない相手と、一対一で戦う──アッシュから、「決してやってはいけない」ときつく教え込まれた、禁きん忌きである。何な故ぜならそれは、コイン投げに命を賭かけるようなものだからだ。確実な勝算がない限り、戦うべきではない。

　だから本当は、兎々木と本気で争うのは賢けん明めいではない。守り重視の空中戦に持ち込んで時間を稼かせぎ、兎々木がグレートゲートをくぐって勝手に帰っていくのを待つべきなのである。

　だが──もはや、それはできない。

「そこかッ！　クソッタレ！」

　兎々木の軌き道どうを予測し、先回りしてソールドを放り込む。

　ソールドは見事に兎々木を捉とらえる──と思われたが、

「このっ！」

　兎々木は身体からだをねじって、直ちよ撃くげきを回かい避ひした。

　そのまま身体を回転させつつ、打ち出すようにソールドを墜おとす。

　今度は、要の進路が狙ねらわれて──

「ふんぬッ」

　手元のソールドを割り込ませ、防ぼう御ぎよ。

　激げき突とつの反動で、要はソールドごと弾き飛ばされるが、これは計算のうち。弾き飛ばされながら体勢を整えて、反はん撃げきに転じる。

　兎々木の殺気を、要はひしひしと感じる。空間に、刺とげ々とげしい殺気が満ち満ちているかのようだ。

　要と兎々木が行っているのは、ただの戦いではない──「殺し合い」だ。

　殺さなければ、こちらが殺される。

　どちらかが死ぬまで、この殺し合いは終わらない。

　だから、要は、兎々木を殺すつもりで墜おちる。

　もっとも、それは兎々木の方も同様で──

「しつこいな、この変態野や郎ろう！」

　トラッシュトーク、挑ちよう発はつの言葉を投げまくり、要の動どう揺ようを誘さそう。

　誘いつつ、ソールドで要を両断する機会を窺うかがい続けている。

「おとなしく死ねよ！　さもないと、安心して日本に帰れないだろうが！」

　決着をつけることなく、逃にげることも可能なはずだ──が、兎々木の態度にそのような気配はまるでない。

　生をつかむため、二人は互たがいにぶつかり合う。

　相手の動きにばかり集中しているため、ゲートから放たれる光が増しつつあることも、衛兵隊と神護達の戦いが始まったことも、すぐには気づかず──

「…………!?」

　予想外の方向から降ってきたソールドが、要を襲おそう。

　すんでのところで、要は身体をひねる──が、避よけきれなかった。

「んグッ!?」

　ソールドは、右みぎ腕うでをかすめた。

　かすめた、といっても、ソールドは大質量の物体である。重い衝しよう撃げきが、要をはね飛ばす。

「そこだッ──」

　機を逃のがさず、兎々木は畳たたみかけようとする。しかし、彼の頭上にも、両断された衛兵の上半身が落ちてきて、

「──うぉわ！」

　回避行動を余よ儀ぎなくされる。

　姿勢が崩くずれたおかげで、兎々木の放ったソールドはあらぬ方向へと流れていった。

「……クソが！　なんだってんだ……!?」

　頭上を見上げて、兎々木はやっと気がついた──衛兵達が、何者かとの団体戦を始めていることに。

「あの変態野郎の味方が乱入してきたのか……？」

　呟つぶやいて──兎々木は、はっと息を吞のむ。

　わずかな隙すきに、要の居場所を見失っていた。

　右左、上下、そして後背と素す早ばやく全方位に視線を走らせるものの──見つからない。

　ゲートが放つ光が、周囲の空間一体を照らし出しているにもかかわらず。

「……ぬかった！」

　慌あわてて兎々木はソールドを二枚とも引き寄せた。

　身を守りながら、要の姿を探し続ける。

　奇きみ妙ような沈ちん黙もくが、兎々木の周辺に下りた。

　上空では、ソールドと怒ど号ごうとが飛び交かっているが──兎々木からは、まるで遠い世界のように見える。

　動くものは、一つもない。

　風すら、一時的に止まっている。

　好都合、と兎々木は内心でほくそ笑えむ。これだけ静かなら、要が仕し掛かけてきた瞬しゆん間かんを見み逃のがす、聞き逃すということはありえない。

　永遠とも思える十数秒が過ぎて──

「…………！」

　兎々木は、天頂を仰あおぎ見る。

　頭上から、降り注ぐものがある。

　ソールド。

　衛兵の死体。

　衛兵の上半身。

　衛兵の下半身。

　その他、衛兵の身体からだの一部分と思われるもの。

　多数の物体が、一群となって降ってくる。

　数メートルほど向こうを、垂直に落ちていく──と思いきや、一群そのものがわずかにカーブ、兎々木の頭上に引き寄せられるようにルートを変えた。

「……そういうことかよッ！」

　ソールドで頭上と背後を守りつつ、兎々木は逃げた。

　一群の中に、要のソールドか、あるいは要そのものが潜ひそんでいる、と信じて。

　十分に警けい戒かいしながら、死体とソールドの雨を避ける。

　雨は、異常な動きを見せることなく、そのまま落ちていってしまった。

「……なに……？」

　奇き襲しゆうを予期していた兎々木は、不ふ審しんに思いつつ、死体の一群を目で追い──

「……ぉぉぉぉああああ──ッ!!」

　背後から、絶ぜつ叫きよう。

　くるりと振り向いた時には、要が急きゆう上じよう昇しようして、すぐそこまで迫せまっていた。

　本命は下からかよ！　と、兎々木は一いつ瞬しゆん焦あせる。

　しかし、背面側にはあらかじめソールドを立てている。衝撃で小さく吹き飛ばされはするだろうが、致ち命めい的てきな被ひ害がいにはなりえない──

　と、思ったその時。

　天頂方向からソールドが一枚、遅おくれて落ちてきて、兎々木の脇わき腹ばらを抉えぐった。




　あらかじめ、要はソールドを一枚だけ、はるか上空に残しておいた。

　死体とソールドの雨を先に降らせて、兎々木の視線を誘ゆう導どうし、時間差攻こう撃げきを試みたのである。

　上からと見せかけて下から、と見せかけて上から──という攻撃に、兎々木は対応しきれなかった。

「…………ッ!!」

　兎々木は、声にならない吐と息いきを漏もらす。

　ぐりん、と勢いで身体が回転する。

　それでも本能的に、ソールドを二枚とも放って、反はん撃げきに出た。

「なに……!?」

　要は意表をつかれたが──兎々木を裂さいたソールドを摑つかんで、陰かげに隠かくれる。

　兎々木のソールドは、空むなしく弾はじき飛ばされた。

　ソールドの行ゆく方えを、要は目で追う。弧こを描えがくような軌き道どうを取って、再び襲おそいかかってくると予期したが──

　二枚とも、姿勢を制せい御ぎよし直すことなく、星の引力に囚とらわれ、地面へと力無く落ちていった。

　要は、ソールドが飛んできた方向を見やり、

「……チッ。心中も失敗か……」

　脇腹を押さえ、恨うらめしそうな顔をしている兎々木を発見した。

　手で押さえたところで、脇腹からの流血は収まらない。

　兎々木の顔には、死相が浮うかんでいる。

「……俺の勝ちだ」

　決着を悟さとって、要はわずかに緊きん張ちようを解いた。

　もはや、追い打ちの必要もない。

　静かに、兎々木と対たい峙じする。

「つまんねえオチだったな……」

　呟つぶやいて、兎々木は吐と血けつした。

「だから俺は、日本に帰りたかったんだ……イセス・メリアなんて、クソ食らえ、だ……」

　もう一方の手を、兎々木は伸のばす。

　その先にあるのは、ますます巨きよ大だいになっている渦うず。

　しかし、その手で渦をつかむことは叶かなわない。

　渦は遠ざかっていき──

「……兎々木！」

　落ちていく兎々木に、要は呼びかける。

　薄うす笑わらいを浮かべたまま、兎々木は小さくなっていき──見えなくなった。

「…………」

　辛かろうじて、命を拾うことができた。

　安あん堵ど感かん、虚きよ無む感かんに、要はしばしその場で呆ぼう然ぜんとする。

　だが──

「こんな、ぼーっとしている場合じゃねー……」

　まだ、戦いは終わっていない。

「アッシュは……!?」

　呟いて、空を振り仰あおいだその時。

　ゲートが、これ以上ない光を放って──ついに、その動きを止めた。

　グレートゲートが、完全に開いたのだ。

　そして、その光の中で──

　アッシュは、胸むな元もとを裂かれていた。







　──まるで歯が立たない。

　必死にソールドを操あやつりながら、アッシュは痛感していた。

　アリメルドとの、力の差を。

　アッシュの攻撃は、ことごとく弾かれる。

　アリメルドからの反撃が飛んでくるのは、ごく稀まれ。しかしタイミングを見計らって仕し掛かけてきており、そのたびにアッシュは出鼻をくじかれる。ペースを摑めない。

　力量の差はごくわずかのはず──だが、アリメルドの防ぼう御ぎよ一いつ辺ぺん倒とうの構えは、鉄てつ壁ぺきだった。

　それを崩くずす術を、アッシュはみつけられずにいる。

　アリメルドとしては、グレートゲートが開くその時まで、時間を稼かせげばいい。アッシュを倒たおさなければならない理由はないのだ。

　刻一刻と迫せまるその時に急せきたてられて、アッシュはますます必死に攻撃を仕掛ける。

　けれども、試みはことごとく跳はね返される。

「……アシュラータ君、まだ続けるかね？」

　アリメルドには、アッシュに呼びかける余よ裕ゆうすらあった。

「これ以上続けたところで意味はないだろう！　賢けん明めいな君なら、もうわかっているんじゃないのかね!?」

　わからないわよ、とアッシュは叫さけび返したかった。

　が、大声を出すと、肋ろつ骨こつに響ひびく。

　代わりに、もう一度ソールドを放り込むことで、答えとする。

　アリメルドの右斜ななめ後方、特に反応しにくい死角からの攻こう撃げきを試みるが──

「……やれやれ！」

　手を一ひと振ふりして、アリメルドはソールドを動かす。

　あっさりと、アッシュのソールドは弾はじき飛ばされる。

　弾かれたソールドは、再びアリメルドの死角を目指すが、

「ま、真に賢明な人間であれば、そもそも復ふく讐しゆうに身をやつすことなどないはずだがね！」

　ふと気づいた時には、アッシュの眼前にアリメルドのソールドが迫っていた。

「…………！」

　逃にげること自体は、容易。だが、回かい避ひ行動に手一いつ杯ぱいになれば、おのずと攻撃の手はゆるむ。

　大きく斜め上に墜おちて、体勢を立て直した時には──アリメルドも大きく場所を変えて、はるか向こうまで逃げている。

　まるで、捕つかまえられそうにない。

　このまま、逃げられるのか。

　アンリエットの仇かたきを討うつことができないのか──

　暗い恐おそれに囚われて、アッシュの動きは鈍にぶくなる。

　荒あらい呼吸をしながら、ソールドを手元に引き寄せる。

　が──次の攻せめ手が思いつかない。

　体中が悲鳴を上げている。アリメルドのソールドは、既すでにアッシュの身体からだのあちこちを痛めつけていた。

　アリメルドを睨にらみつけ──しかし、そのまま静止してしまう。

「そうそう、それでいい」

　対して、アリメルドもソールドの速度をゆるめた。不必要な争いはせず、しかしアッシュが動いたらすぐに対応する、という構え。

「私には、君と争う理由はないからね。もっとも、これまで、無理にアシュラータ君を殺す必要はない、という合理的判断を繰くり返してきた結果が、今の状態だが。合成の誤ご謬びゆうというやつかな」

「合理的……」

　ひたすらに、アッシュは考え続ける。

　まさしく、アリメルドは「合理性」という言葉を形にしたような人間だ。イセス・メリアにおける立ち振ふる舞まいも、ソールドの扱あつかいも、全すべて合理性に基もとづいている。彼に言わせれば、ルクレツィアとアンリエットをまとめて殺したのも、あの場を生き延びるためのもっとも合理的な手段ということなのだろう。

　しかし──その結果、アリメルドはアッシュに命を狙ねらわれ続けるという状じよう況きようを生み出した。

　ただひたすら合理性を追求することが、必ずしも最善手というわけではない。

　そうだ──アリメルドの合理性とやらも、完全無欠ではない。

　少しだけ、アッシュは気分が楽になった。

　堅けん牢ろうな鉄壁にも思えるアリメルドの構えにも、つけいる隙すきは必ずある。

　必ず、どこかに。

「…………」

　無言で、アッシュは一枚、ソールドを動かした。

　アリメルドに直接向けることはせず──横方向へと、放ほうり出す。

「……おや？」

　見み逃のがすことなく、アリメルドもソールドを墜おとす。アッシュのソールドを、追いかけさせる。

「何か、私の裏をかく作戦でも、思いついたかね？」

　アリメルドの問いかけに、アッシュは何も答えない。

　作戦など、何もなかった。

　ただ──事態を動かして流れを作り、流れのうちに勝機を見み出いだす。

　有あり体ていに言えば、出たとこ勝負。

　もう一枚のソールドを引き連れて、アッシュは反対方向に墜ちる。

「ほお……どういうつもりだかわからないが、もう少し付き合って差し上げよう」

　アリメルドは、高度を上げた。先に投げられたソールドとアッシュとを視界に収められるよう、調整しながら。

「おまえを日本には行かせない……！」

　円を描えがきながら、アッシュはくるりとソールドの陰かげに隠かくれた。

　先に投げたソールドも、同じ軌き道どうのうちに取り込む。

　ただし、回転方向は逆。

　逆回転する二枚のソールドが、徐じよ々じよに高度を上げ始める。

　円軌き道どうが螺ら旋せん軌道に変わり、アリメルドを追いかける。

「大したものだな、アシュラータ君。華か麗れいな螺旋だ……」

　アリメルドの視点からは、二つの軌道はほぼ完全な円と見えた。

　高く逃げすぎると、衛兵達のソールドが飛び交かう中につっこむことになり、うっとうしい。

　なので、アリメルドは高度はそのままに、横方向へ逃のがれようとする。

　応じて、二枚のソールドは、螺旋の中心にアリメルドを捉とらえたまま、軌道を修正。

「なるほど……いずれかに身を潜ひそめて、私を捕まえようというのかね？」

　推察を、アリメルドは口にする。

　二枚のソールドは高度もぴたりと合わせていて、一周するうちに二度、交差する。

　アッシュほどの引導士ハイダイバーであれば、高速で飛んでくるソールドに手なり足なりを引っかけ、陰に隠れたまま進行方向を百八十度変えるくらいのことはやってのける。

　つまり──アッシュがいずれのソールドの陰かげにいるのか、今のアリメルドにはわからない。

　もう一方のソールドの陰に移ったか、あるいはそのままか──

「さてはて、どっちかな……？」

　遊ばせていたソールドを、アリメルドは操あやつる。

　螺旋運動を続けるソールドの陰の側に放り込んで、アッシュの存在を確かめにかかるが──

　寸前、問題のソールドはひょいと軌道を変えて、調査を拒きよ否ひ。

「おや……」

　アリメルドは自分のソールドをその場で待たせ、もう一枚の裏側も調べようとするが、そちらも軌道をねじって回かい避ひする。

「なるほどね……ならば、──」

　ソールドを引き寄せて、アリメルドは自分を守った。

　アッシュがどちらに潜んでいようが、攻こう撃げきを跳はね返せばいいだけのこと。

　ほぼ静止して、アリメルドは接近を待った。

　じわじわと二枚のソールドは高度を上げ、迫せまる。

　円の大きさを狭せばめて、アリメルドとの距きよ離りを確実に詰つめていく。

　そして、ある一点まで接近した、その時──

　ぐいん、と急激に曲がった。

　二枚のソールドはＳ字の軌道を描えがいて、アリメルドを襲おそった。

「…………！」

　アリメルドは、右手から迫るソールドに、自ら突とつ進しんした。

　一方のソールドで身を守りつつ、もう一方のソールドを先行させ、アッシュが潜んでいるであろう場所を薙なぎ払はらう。

　が──手て応ごたえはなく、ソールドは空むなしく交差する。

　アッシュのソールドは、一挙にアリメルドの眼前に迫り──

「……クッ！」

　防ぼう御ぎよソールドで、アリメルドは眼前のソールドを弾はじく。

　ガキン、という衝しよう突とつ音を聞きながら、アリメルドは振ふり返る。

　わずかに遅おくれて墜おちてきた、もう一方のアッシュのソールドが、すぐそばまで接近している。

　だが、アリメルドには、反応するだけの余よ裕ゆうがあった。

　身体からだを浮うかせつつ、ソールドにソールドをぶつける。

　こっちのソールドも弾はじけ飛ぶ──が。

　こちらにも、アッシュの姿はなかった。

「なに!?」

　意表をつかれて、アリメルドは目を剝むく。

　どこに行った、と辺りを見回そうとして──

　むんず、と襟えり首くびを摑つかまれる感覚。

「…………!?」

　頭上を見上げる。

　アッシュは、アリメルドの頭上で、倒とう立りつ状態になっていた。

　左手がアリメルドの襟首を摑み──

　右手には、月明かりを受けて鈍にぶく輝かがやく短刀。

　アッシュの速すみやかな一いち撃げきが、アリメルドの脳天目がけ繰くり出される。

　やられる、と思ったその瞬しゆん間かん──




　グレートゲートが、強きよう烈れつな光を放った。




「……っ……!!」

　閃せん光こうが、アッシュの両目を灼やいた。

　視界がホワイトアウトする。

　刃はが届く寸前、ターゲットを見失い──
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　短刀は、アリメルドの顔をかすめるだけに留とどまる。

「うおあッ！」

　意味を為なさない叫さけびを上げながら、アリメルドは、短刀を握にぎるアッシュの手を、両手で捕つかまえた。

　そのまま腕わん力りよくにものを言わせ、刃を逆に向かせ──

　強ごう引いんに裂さく。

　アッシュが、息を吞のむ。

　肉を裂く、確かな手応えが、アリメルドの両手に伝わる。

　アッシュは身をよじって、アリメルドを振り払う。無む理り矢や理りに距離を取る。

　アリメルドも一いつ旦たん間合いを取り──

　やっと、まばゆい光が収まった。

「な……何が、どうなった……!?」

　焦あせりの声を、アリメルドは漏もらす。

　光が収まっても、目が慣れるには少しかかる。その隙すきを襲われては、ひとたまりもない。

　ソールドを引き寄せて、アリメルドは恐きよう怖ふの十数秒を過ごし──

　目が慣れた時、それが杞き憂ゆうであることを知った。

　数メートル向こうに、アッシュは浮いていた。

　すっかり脱だつ力りよくしきって、手足を投げ出した格好で。

　胸むな元もとから脇わき腹ばらへ、着衣が大きく裂けている。アリメルドが無我夢中のうちに斬きりつけた痕あとだ。

　致ち命めい的てきな傷か、あるいは表皮を軽く裂いただけかは、よく分からない──が、軽いダメージでないことは、アッシュの呆ぼう然ぜんとした表情が物語っている。

「……フフ……ハハハ！」

　じわじわと状じよう況きようを理解して──アリメルドの口から、自然と笑いがこぼれた。

　アッシュは、乾けん坤こん一いつ擲てきの賭かけに出たのだ。ソールドを二枚とも下方に置いてアリメルドの目を惹ひき、自らは単身でアリメルドの上空側へ回り込んで、死角からの奇き襲しゆうを仕し掛かけた。

　まさしく賭けだ。頭上では、衛兵達のソールドが飛び交かっており、単身でそこに飛び込むのは自殺行こう為いである。

　だが、アッシュは敢あえて、そういう行動に出た。

「さすがはアシュラータ君だ！　肝きもが据すわっている！」

　アッシュの気持ちが、アリメルドにはよくわかる。

　合理性に勝つには非合理的手段しかない、と決心したのだろう。

　奇襲に、アリメルドは完全に不意をつかれた。こんな分の悪い賭けに出るはずがない、と頭の中からその可能性を排はい除じよしてしまっていた。

　合理性を信しん奉ぽうするが故ゆえに、アリメルドは危機に陥おちいったのである。

　だが──最後の最後で、運命が微笑ほほえんだ。

　よもや、このタイミングで、グレートゲートがまばゆい光を放つとは──

　開放されたゲートを、アリメルドはじっと見つめる。

　風が吹ふいている。

　ゲートに向かって大気が吸い込まれるような気流が発生し、アリメルドの背を撫なでている。

　そして、ゲートの向こう側では、光が点々と輝いている。

　あれは、イセス・メリアではとんとお目にかかれなかったもの──

　そして、昔むかし懐なつかしい光景。

　街の灯だ。

　夜の街を照らす、ビル群の光だ。

　ただ静止しているだけで、アリメルドの身体からだは引き込まれていく。

　ゲートそのものが、ゆるやかな吸引力を発揮しているのだ。

「ハハッ！　ハハハハ！　これだよ！　私はこれが見たかったんだ！」

　アリメルドは、歓かん喜きの声を上げた。

　長年の苦労が報むくわれる時が、ついにやってきたのだ。

　万ばん感かんの思いを胸に、アリメルドはくるりと背後を──イセス・メリアを振ふり返る。

「……アッシュ！　アーッシュ！」

　遠くで、要がアッシュを呼ぶ声がする。

　見やれば──遥か向こうに、要の姿。グレートゲートに接近すべきか、アッシュのもとに飛ぶべきか、しばし迷って──アッシュを選ぶ。

　アッシュは──

「……アリメルド……」

　どうにか、体勢を立て直していた。

　どうやら、深い傷ではなかったようだ──けれども、アリメルドに追いつくには、身体が流れすぎていた。グレートゲートから、随ずい分ぶん離れてしまっている。

「アリメルドォォォォ────ッ!!」

　絶ぜつ叫きよう。

　魂たましいを揺ゆさぶるような絶叫を、アッシュは上げた。

「今度こそお別れだ、アシュラータ君！」

　ゲートに背を向けた状態で、吸い込まれながら、アリメルドは手を振った。

「君との腐くされ縁えん、決して嫌きらいではなかったよ！　オ・ルヴォワール！」

　フランス語で別れを告げるアリメルド。

　最後の瞬しゆん間かんまで、イセス・メリアの光景、アッシュの姿を目に焼き付けながら──




　グレートゲートから飛び出してきたソールドに、背中を貫つらぬかれた。




「…………ッ!?」

　鈍にぶい衝しよう撃げきとともに、ソールドの先せん端たんが鳩尾みぞおちあたりから飛び出した。

　痛みよりも、驚おどろきが先に来た。

「……なに……!?」

　口から血を吐はきながら、アリメルドは首をひねる。

　後背のゲートに、変化はない。

「……何な故ぜ……ゲートからこんなものが……!?」

　よもや、これは日本に帰れるゲートではないのか──という疑いに、アリメルドはかられる。

「ちげーよ！」

　要が、叫さけんだ。

「ゲートの裏側から、俺がソールドを墜おとしてやったんだ！」

「……！」

　アリメルドは、口を閉とざした。

　思い出した──空間に円として現れるゲートには表裏があり、裏側から通過しても何も起きはしないということを。

　要は、グレートゲートを、視界を遮さえぎる障しよう壁へきとして利用した。

　その事実を、アリメルドは完全に失念していた──

「そ……そういうことか……」

　アリメルドは、身体をねじって、ソールドを振り落とした。

　胸にぽっかりと穴が空いている。

　急速に命が失われていくのを、アリメルドは実感する。

「アリメルド……！」

　要に肩かたを抱かかえられたアッシュが、呼びかける。

「私としたことが……最後の最後で、ミスってしまったな……！」

　アリメルドの身体が、地面に向かって沈しずむ。

　アリメルドの引導術が弱まっているのだ。

　あとは、イセス・メリアの引力に引かれるのみ。

　届かないグレートゲートに、アリメルドは必死に手を伸のばす──けれども、届かない。

　諦てい観かんした、その時──

「…………？」

　何かが、アリメルドの身体を支えた。

　手をつくと、すぐそこに固いものがある。

　ソールドだった。

　しかも、アッシュの。

「ほう……」

　首を傾かしげて、アリメルドは横手を見やる。

　すぐそこにまで、アッシュが要とともに接近していた。

「あなたを、イセス・メリアの土にはさせない」

　アッシュは、静かに言った。

「あなたの故郷で、死になさい」

「……フ……ハハハ」

　力無く、アリメルドは笑った。

「そうか……やっと、君は、私が願いを叶かなえることを、許してくれるのか……」

「どうなのかしら」アッシュは首を傾げた。「あなたの解かい釈しやく次し第だいよ。好きに捉とらえて」

「私は……もう少し早く、君に許しを乞こうべきだったのかもしれないな……。だが、まあ、いい。どんな形であろうと、私は帰るよ……！」

　それが、最さい期ごの言葉となった。

　ゲートの際で、アリメルドとソールドが、離はなれる。

　アリメルドの身体からだは、一挙にゲートの中へと吸い込まれていく。

　地球の引力に捕とらわれて、その姿はすぐに見えなくなった。

「…………」

　要もアッシュも、ただ無言で、アリメルドを見送り続けた。

「これで、良かったんだな……？」

　ぽつりと言って、要はアッシュを見やる。

「これで……良かったのよ」

　呟つぶやくアッシュの目から、一筋の涙なみだがこぼれる。

　母の行いさえなければ、今もってアッシュは王宮にいて、アリメルドとともに引導術の研究をしながら過ごしていたかもしれない。

　あり得たかもしれない、しかし永遠に失われた未来に、一いつ滴てきの涙を捧ささげ──

「……これで、私は、前に進める……」

　右手で拭ぬぐい、空を振ふり仰あおぐ。

「それより、上は──？」

　いつの間にやら、上空での戦いも止やんでいた。

　衛兵達は、殺されるか逃にげ出すかしており、空域に残っていたのは四つの人ひと影かげのみ。

「……ケリ、つけたのか」

　そのうちの一つ──神護が下りてきて、アッシュに問いかける。

「……まあ、ね」

　力無く、アッシュは答えた。

「いいところは要に盗とられたような気がするけれど……」

「……というか、その傷どうしたんですかぁ！」

「おいアッシュ、大だい丈じよう夫ぶかよ」

　アッシュの傷を目まの当たりにして、ライセとメティスが口々に言う。

「見た目ほど、ひどくはないわ」

　小さく、アッシュは笑ってみせた。先さき程ほどからずっと傷口の上に手を当ててはいるが、それは裂さけてはだけた服を押さえるためである。

「これが、グレートゲート……」

　ゲートと向かい合い、凝ぎよう視ししながら、可憐が呟く。

「アサイアスは、十分から二十分くらい持つんじゃないか、って言ってた。焦あせる必要はないんじゃないの」

　と要は指し摘てきしたが、

「そんなの、わからないでしょ」

　可憐は神護とライセの袖そでを引き、ゲートに引き寄せようとする。

「そうだな」神護は頷うなずいた。「油断して、酷ひどい目に遭あいたくない」

　ゲートの吸引力に身を任せ、じりじりと接近していく。

「それがいいわ」

　アッシュと要も、わずかに遅おくれて神護達のあとを追う。

「お別れ……ですねぇ」

　ライセが目を潤うるませながら、要、アッシュ、メティスを見やり、

「お世話になりましたぁ……」

　深々と、頭を下げる。

「こちらこそ、あなたのおかげで色々助かったわ……」

　アッシュはライセをハグして、別れの挨あい拶さつとした。

「……要、本当にこっちに残るの……？」

　可憐が、名な残ごり惜おしげに要に問いかける。

「ああ、そう決めたんだ」

　優やさしく、しかし決然と、要は答えた。

「そう……。残念だけど、要が決めたことなら、仕方ないよね」

「そういうことだ」

　言って、神護は握あく手しゆを求めた。

「元気でな」

「そっちこそ」

　要はその手を力強く握にぎり返した。

　握手を済ませて、神護はくるりと振り返り、ゲートの向こうをのぞき込む。

「……ところでこのゲート、向こう側も空中に発生しているようだが、俺達向こう側でも引導術を使えるのか？」

「それは心配だな。向こうに行った途と端たん墜つい落らく死とか、シャレにならねーぞ」

「ちょっと要、俺を押さえておいてくれ」

　神護は要に右手首を摑つかませて、自らはゲートの向こう側へと乗り出した。

　しばしの間、様子を探さぐって──

「……大丈夫だ。こっちの月と地球の引力を感じられる。手を離はなしてくれ」

　言われるがままに要は手を離す。しかし、ゲートの向こう側に行った神護が、突とつ然ぜん制せい御ぎよを失うようなことはなかった。

「無事に地上に生せい還かんできそうだ。……可憐！　ライセ！」

　呼びかけに応じて、可憐とライセも、ゲートをくぐった。

　日本に戻もどる、神護、可憐、ライセ。

　イセス・メリアに残る、要、アッシュ、メティス。

　六人が、ゲート越ごしに相対した。

「それじゃあな、要！」

　勢いよく、神護は手を振ふった。

「ああ、あばよ、神護！」

　応じて、要も手を振り返す。

　神護達三人は、地球の引力に引かれ始めた。ゆっくり、ゆっくりと、イセス・メリアを見つめながら、去っていく。

　ほどなくして、三人の姿も見えなくなった。

「…………」

　一番最後まで要は手を振り続けていたが、ついに手を下ろし──肩かたを落とす。

「二度と会うことができないと思うと、寂さびしいな。覚かく悟ごはしていたけど、いざとなると──」

「……なぐさめて欲しい？」

　アッシュが、肩を寄せてきた。

　要はアッシュを見つめて──

「よろしければ」

　控ひかえめに、お願いした。

　アッシュは要の頭を捕つかまえて、胸の内に抱だきしめた。

「そうそう、こうでなくちゃ」

　要の頭を撫なでながら、アッシュは呟つぶやく。

「要が顔を埋うずめる方で、私が顔を埋められる方。ね？」

　と──ぽんぽんぽん、と要はアッシュの腰こしを叩たたいた。

　腕うでをゆるめて、要の頭を自由にしてやると──

「それより先に、やるべきことがある」

　要の顔面に、アッシュの血がべっとりとついていた。

「めっちゃ血ィ出てるじゃねーか！　どうなってんだよ！」

「だって全然痛くないんだもの！」

「手当てだ手当て！　さっさと家に帰るぞ！」

　言い立てながら、要はアッシュの背中と膝ひざ裏を持ち上げて、お姫ひめ様だっこの状態にした。

「行くぞ。……痛くないよな？」

　問いかけに、アッシュはわずかに放心したが──

「……うん」

　頷うなずいて、要の腕に身を委ゆだねた。

「おうちに、帰りましょ」

「それがいい。行こうぜ、十じゆう蔵ぞうさんも待ってるだろうしさ！」

　先導して、メティスが墜おち始める。
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　その背を追って、要も移動を始める。

　地平線からわずかに顔を見せた曙しよ光こうを、早朝の爽さわやかな風を浴びながら。

　帰るべき処を目指して、要とアッシュはどこまでも一いつ緒しよに墜ちていった。

























「…………ぅぅ……」

　見知らぬ場所で、オルランドは目を覚ました。

「……!?」

　首輪を嵌はめられていることに気づいて、眠ねむ気けはすぐに吹ふき飛んだ。

　あたりを見回す。

　さして広くもない、煉れん瓦が造りの無機質な部屋。

　薄うす暗ぐらい空間の中にいるのは、オルランドと──オルランドの目の前に立つ二人。

「お目覚めのようですな」

　男性の方が、オルランドに声をかける。

「……誰だれかね……？」

　内心の焦あせりを抑おさえながら、オルランドは問う。

「サルベイジョン・フラットランドと申す者でしてね」

　仮面の男は、慇いん懃ぎんに一礼した。

「世間では、『平原の民たみ』の指導者として通っていますが……ひょっとしたら、ご存じありませんかね」

「バカにしてもらっては困るな……」オルランドは眉まゆをひそめる。「メドラニカを屁へとも思わない、テロリスト集団だろう……」

「ご存じでしたか。それは失礼いたしました」

　笑えみをもって、フラットランドは応じた。

「……私は、テロリストどもに捕まった……というわけか……」

「はい。私がここまで連れて参りました」

　フラットランドの後方に控える女性──マリアが、一礼する。

「……私を捕ほ虜りよとして、王国と交こう渉しようするつもりか？　なるほど、実権はなくとも王は王……価値ある存在だものな……」

　いつも通りの調子でオルランドが言うと、

「いえいえ、違ちがいますよ」

　フラットランドは肩をすくめ、首を横に振った。

「あなたには、今後一生をこの部屋で過ごしていただく。公的には行ゆく方え不明ということになるでしょうな？」

「……何？」

「ここから先は、あなたがご存じない話でしょうが……私、昔、妻を殺されておりましてね」

　静かに、フラットランドはオルランドを見み据すえた。

「近所でも評判の美しい妻だったのですが、噂うわさがこの国の国王の耳に入りましてね。ある日衛兵隊がやってきて、私の元から強ごう引いんにさらっていったのですよ。妻は三日三晩弄もてあそばれた後ゴミのように殺され、妻を取り返すため王宮に潜せん入にゆうしようとした私は、逆に捕つかまり、よく焼けた鉄の棒を眉み間けんに押しつけられた──」

　とまで言って、仮面を外す。

　仮面の下から現れたのは、醜みにくい火傷やけどの痕あとだった。

　眉間を中心として斜ななめに走る、帯状の傷きず跡あと。

「寝ね取られ男の烙らく印いんというやつですかね。あれからですよ、私が反政府活動に身を投じるようになったのは。いつか必ず復ふく讐しゆうを成し遂とげる、と誓ちかって今日まで生きてきましたが、よもやこんな形で機会が巡めぐってくるとは予想外でした。というわけで、私し怨えんを晴らさせて頂きたい」

「…………」

　黙だまりこくったまま、オルランドは冷や汗あせを流した。

「まあまあ、そんなに緊きん張ちようなさらず。これから長いつきあいになるんです、肩かたの力ちからを抜ぬいて。お互たがいの親しん睦ぼくを深めるために、ちょっとしたゲームでもどうです？　マリア君、例の物を」

　マリアは頷うなずいて、室外で待機させていたワゴンを運び込んできた。

　ワゴンの上に乗っているのは、ヘルメット二つとピコピコハンマーが一つ。

　二人の間にワゴンを配置して、マリアはまた室外に出て行く。

「……何のつもりかね……」

「日本のゲームですよ。『叩たたいて被かぶってジャンケンポン』。ジャンケンをして、勝った方がハンマーで相手を殴なぐる、負けた方はヘルメットを被ってハンマーを受け止める。先に相手の頭を叩いた方が勝ち。簡単なルールでしょ？　ただし──」

　もう一つ、マリアが室外から持ってきたものを、フラットランドは受け取った。

「私は、こいつを使わせて頂きます」

　オルランドの鼻先に、熱気がつきつけられる。

　赤く輝かがやく鉄の棒を、フラットランドは握にぎっていた。

「待て！」

　さしものオルランドも、血相を変えた。

「こんなもので殴るというのか……!?　冗じよう談うだんじゃない！」

「私も冗談だと思ってましたよ。あなたが衛兵に『侵しん入にゆう者のツラを焼いておけ』と言った時、ね」

　にまああ、とフラットランドは笑った。

「その点、私は慈じ悲ひ深いでしょう？　あなたがジャンケンで勝ち続ければ、あるいはきっちりヘルメットで対応し続ければ、火傷を負う心配はまるでない。その時は見事だ、やられた、と思って、棒を引っ込めますよ。……ま、私、このゲームが好きなもので、一時間くらいぶっつづけでやることもあるんですがね」

　フラットランドは鉄の棒を右手で摑つかんだまま、左手を振ふってジャンケンしようと促うながした。

「一つだけ特別ルールがあります。ジャンケンする前から、武器を握っていただいて構いませんよ！　さ、始めましょうか！」

　オルランドの顔からは、あっという間に血の気が引いていった。







　国王オルランド行方不明の報は、あっという間に王国中を駆かけめぐった。

　王国側は「同盟側が特務隊をザールバインに潜入させ、王をさらっていったのだ。行方不明時にザールバイン城とその近辺で一ひと騒そう動どう起きたのがその証しよう拠こである」と主張し、一方で同盟側は「厄やつ介かいなお荷物と化していた国王を葬ほうむるための自作自演だ」と主張した。

　もっとも、いずれの主張も、強固な説得力は持ち得なかった。いずれにしろ、オルランドを行方不明のままにしておく必要がないからである。

　世の人々は、この一件にはなにか隠かくされた裏がある、と信じて、さまざまな仮説を立て合った。家庭のダイニングにて、居酒屋にて、コーヒーハウスにて、あるいはサロンにて、人々は議論をぶつけ合ったが──やがて、時とともに忘れさられていった。もとよりいてもいなくても、さして戦争の行方ゆくえには関かかわりのない人物である。むしろ、いつヘイルメリーが正式に戴たい冠かんするのか、という話題の方に、人々の興味は移っていった。

　とはいえ、その影えい響きようは決して小さくはなかった。なんだかんだでオルランドは国王、その国王が突とつ然ぜんいなくなれば、混乱が生じる。まして、戦争中の国家であれば。王国軍の勢いは殺そがれ、結果、同盟軍側は戦線を立て直す余よ裕ゆうをもらった。

　戦争の帰き趨すうは、ますますわからなくなった。これは、同盟側にとっては悪くない展開だ。そういう意味では、要かなめとアッシュは大きな貢こう献けんを果たしたと言える。二人にしてみれば、私用を片づけただけに過ぎないが。







「お帰り、と心の底から言おう、要！」

　イルナバラの天文台に帰き還かんした要を待っていたのは、喜色満面のコーメイだった。

「僕への熱い愛故ゆえにイセス・メリアに残ることを選んだんだろう？　きっとそうしてくれると信じていたよ！」

　感激のハグをコーメイは試みたが──要は全力でコーメイの頭を押さえつけ、接近を封ふうじた。

「決してそんなことはねー、とはっきり言ってやる」

「いやだなあ、照れちゃって。ツンデレってやつ？」

　コーメイは、懲こりるところを知らない。

　普ふ段だんであれば、アッシュの胸の中へと突き飛ばしてやるところだが、アリメルドに切られた傷はまだ癒いえきっていない。

　力ずくで、要はコーメイを押し返した。

「おめー、それ以上うっとうしい真ま似ねをするようだったら、今日は帰るぞ」

「それは困るよ！」

　脇わきで見ていたアサイアスが食いついた。

「折角、グレートゲートの目もく撃げき情報を教えてもらおうと思っているのに。コーメイ、少しおとなしくしていてくれないかな」

「仕方ありませんね。愛に試練はつきものだからね」

　コーメイは肩かたをすくめて、引っ込んだ。

「…………」

　なにかツッコミを入れてやりたいところだったが、敢あえて要は我が慢まんした。アサイアスに向き直り、告げる。

「教えてくれた通りでしたよ。出現位置も時間も、予測通りだった」

「そうか、それは良かった。もし計算が間ま違ちがっていたらどうしよう、って少しだけドキドキしていたんだよね。難しい計算だから……。でも、当たっていたってことは、少しは自分に自信を持っても良さそうだ」

「自尊心は大切ですよ。本当にありがとうございました」

　アッシュが口を挟はさみ、頭を下げた。

「うん」アサイアスは頷うなずいた。「これで、新しい研究に心おきなく進めそうだよ」

「新しい研究？」

「ああ。ゲートを人じん為い的に発生させられないものか、なんてことを考えていてね」

　嬉しそうに、アサイアスは語る。

「月の引力と引導士ハイダイバーの力とを組み合わせることで、ゲートの発生位置、時期をいじれないかな、なんて考えているんだよね。今のところ実現のメドはまるで立っていないけど……最終的には、グレートゲートを発生させることが目的かな」

「それって」要が言った。「日本とこっちが自在に行き来できるようになるかも、ってことですか」

「そういうことだね」

「すげーや。夢が広がるな。神護達と再会できるかもしれねーのか」

「かもしれない。でも実現のためには、もっとたくさんのデータや実験、そして時間が必要だろうね。だから、見てきたグレートゲートのこと、教えてくれないかな」

「いくらでも教えますよ。なあアッシュ」

　要に水を向けられて、

「もちろんよ」アッシュは頷いた。「私も、行けるものなら行ってみたいわ……要の生まれ育った場所に」

　二人は腰こしを据すえて、グレートゲートのことを説明した。できるだけこと細かく、できるだけ正確に。







「文明世界バンザイだな。いつだって冷たい飲み物が手に入る」

　と呟つぶやいて、神しん護ごは自じ販はん機きの取出口からペットボトルのコーラを取り出した。

「本当だよね」

　と応じて、可か憐れんは自販機の正面に立ち、何を飲もうかと選び始める。

　神護と可憐は、予備校からの帰き途とにあった。

　二人の帰還は、周辺にちょっとした騒さわぎを巻き起こした。行ゆく方え不明になって半年、完全に足取りが途と切ぎれた状態になっていながら、ひょっこりと戻もどってきたのである。

　二人とライセは、警察の聴ちよ取うしゆまで受けるハメになった。

　もっとも、真実を語ったところで誇こ大だい妄もう想そう狂きようと思われるだけだし、適当に口裏を合わせようにも、半年間何をしていたかという疑問に対する合理的な答えは思いつかなかった。おのずと黙だまるしかない。

　その態度は、周辺に憶おく測そくを呼ぶ余地を与あたえたが、どうしようもなかった。結局のところ警察は「三人で家出していたのだろう」という結論をクリエイトして、三人を解放した。

　半年間の行方ゆくえ不明の結果、神護と可憐は休学扱あつかいを受けていた。復学も可能だったが、今いま更さらそうしたところで、心ない連中の噂うわさで苦しめられるだけだ、と判断し、二人は予備校に通い始めた。大検をクリアした後、大学受験を目指すつもりである。

「ライセ、元気でやってるかなあ……」

　スポーツドリンクを取り出して、可憐が呟く。

　ライセは、隣となりの県の住人だった。高校で退学扱いを受けていたので、神護達と同じく大検を目指して勉強をしているらしい。

　と──ちょうどその時、神護の携けい帯たい電でん話わが鳴る。

「おっと。噂をすれば、だな」

　画面にライセの名前を認めて、神護は通話ボタンを押す。

「もしもしぃ？　あの、十とお日か町まちライセですけどぉ……」

　聞き慣れた声が、耳をついた。

「やあ。どうした？」

「あのですねぇ。明日、そちらに遊びに行こうと思うんですけどぉ、お二人、空いてます？」

「来るのか。俺は大だい丈じよう夫ぶ。可憐は……当人から聞くといい」

　神護は可憐に電話を手て渡わたした。

「あ、もしもし？　ライセ、久しぶり！」

　笑えみを浮うかべながら、可憐は会話に没ぼつ頭とうし始めた。

　可憐もすっかり元気になって、良かった──と、可憐の様子を見ながら神護は思う。

　イセス・メリアでの血みどろの日々から離はなれて、可憐は明るくなった。精神的な負ふ担たんがなくなったからだろう。エレナの人格が出てくることも、久しくない。

　エレナは去っていった──というか、可憐の人格とくっつき、一つになったのかもしれない。イセス・メリアに墜おちる以前より、可憐は積極性が増した──ような気がする。大検を目指すことを最初に言い出したのも、可憐だった。

「──うん、うん。ええ、それじゃね……」

　会話を終えて、可憐は電話を切った。振ふり返って、

「明日、三人でどこに行こうか？」

　神護目がけて携帯電話を放ほうり投なげる。

「おっと──」

　携帯電話はあらぬ方向に投じられ、神護は大きく一歩踏ふみ出したが、

「あ、ゴメン」

　可憐の謝罪の言葉と同時に、かくんと電話は軌き道どうを曲げて、神護の手の内に飛び込んだ。

「うお、っと」

　どうにか、神護は携帯電話をキャッチした。

「……街中で力を使うのはやめとけって」

「そうだね。ごめん」

　照れ隠かくしに、可憐は笑った。

　日本に戻ってきても、引導術の力が衰おとろえることはなかった。もっとも、おおっぴらに使える力ではないのだが──時々、横着するためにこっそりと使う時はある。ゴミをゴミ箱に放ほうる時など。

　アリメルドが生せい還かんしていたら、大喜びだったろうに──と、神護は時々思う。

　アリメルドもまた、帰き還かんを果たしていた──死体となって。

　再び地球に戻ってから、絶命するまでの短い間、アリメルドはどんな想おもいを抱いだいていたのか──

　想像するだけで、神護はなんとも言い難がたい気持ちになる。

　もう一点、アリメルドの死体が発見されてからほどなくして、婚こん約やく者を名乗る人物が現れたのも、少々心にこたえた。

　アリメルドは、結けつ婚こん式の寸前にイセス・メリアに墜ち、行ゆく方え不明となった。以来、婚約者の女性は、新たなパートナーを見つけることをせず、ひたすらにアリメルドを待ち続けていたというのである。

　それがひょっこり、遺体となって戻ってきた。死んだのがつい最近、とあれば、これまでどこで何をしていたのか知りたくなるのも当然だろう。何か手がかりはないか、と同時期に帰還を果たした神護と可憐のもとに、女性は話を聞きに来たのである。

　だが、神護達は、何一つ答えることはできなかった。アリメルド──有あり銘め輝てる人と氏は異世界イセス・メリアにて生きていくため罪を重ね、その罪故ゆえに罰ばつを受けることになった、などとは。

　女性は、別れ際ぎわに、こんな言葉を残していった。

「輝人さんの死に顔……こう、なんというか、満足そうな笑顔だったんですよね。きっと最さい期ごの瞬しゆん間かんまで、心は満ち足りていたのでしょう。それだけが、せめてもの慰なぐさめですよ」

　神護は、何も言い返せず、ただ頭を下げるしかなかった。

　日本に戻ってきた途と端たん、死という存在の重苦しさが、神護の心中に蘇よみがえった。思えば、アリメルドも、イセス・メリアという場所に狂くるわされた人間だったのか──という気にもなる。日本人としての感覚があれば、アンリエットを巻き添ぞえで殺しておいて「合理的」と強弁することもなかっただろうに──

　だが、今いま更さらどうこう考えてみたところで、後の祭りだ。

「さて、どこに遊びに行こうかね……」

　考えながら、神護は歩き始める。

　コーラの蓋ふたを開けながら、ふと空を見上げ──空を自由に墜ちていた日々に思いを馳はせた。

「ここに要もいてくれたら、何も言うことはないんだが」

　つい、思いが口に出る。

　しかし、要がイセス・メリアに残ったのは、要自身が決めたこと。

　当人が幸せならば、それでいい。







　そして──今日も要は、同盟のエージェントとして空を行く。

　イルナバラで短い休養を取った後、要達には新たな任務が下された。今回の任務は、中立大公国を同盟側に引き込むための工作である。荒あら事ごとになる可能性は低く、傷が癒いえたばかりのアッシュにとっても負担が少ない。半ば、観光に行くようなものだ。

　大公国へ向かう浮うき島しまの舳へ先さき部分に立って、ぼんやりと風を受けていると──

「……どうしたの？」

　家から出てきたアッシュが、歩み寄ってきた。隣となりに立って、一いつ緒しよに風を受ける。

「いや、別に。風に当たりたい気分だったんだ」

　何の気なしに言って──ふと、要はアッシュを見る。

「そういや、傷、もういいのか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　アッシュは胸から腹部のあたりを撫なでた。

「傷はもう完全に塞ふさがったわ。まあ……傷きず跡あとははっきり残っちゃったけど」

「そうなのか。それは……何と言ったらいいのか」

「アンリエットの仇かたきを討うつための、名めい誉よの負傷よ」

　穏おだやかに微笑ほほえんで、アッシュは首を振ふった。

「でも……こんな傷持ちじゃ、お嫁よめに行けないかも……」

　小さな声で言って、ちらりと要を見る。

「…………」

　その視線の意図するところを察して、要は息を吞のんだ。

「ま、まあ……気にする必要はねーんじゃねーの」

　できるだけ自然に見えるよう心がけながら、アッシュの肩かたに手を回して、引き寄せる。

　が、それ以上は言葉が出てこず、お互たがい黙だまり込んでしまう。

　要もアッシュも、探さぐるようにちらちらと相手を見ていたが、視線を交かわし合ううちに、まるで引きつけられるような錯さつ覚かくに襲おそわれ──気がついた時には、お互いの顔をじっと見つめ合っていた。

「…………」

　自然と、二人の唇くちびるが近づいていき──

「……アーッシュ！　メシまだ～？」

　唐とう突とつに、メティスの声が割り込んできた。

「…………！」

　要はびくりとして跳はね上がり、

「ほああ!?」

　反射的にアッシュは要を全力で突き飛ばした。

　要はよろけ──三歩目で、地面が途と切ぎれていることに気づく。

「おわあ──ッ！」

　転落しかけて、慌あわてて引導術を発動。手足をバタバタさせながらも、どうにか浮島の上に復帰する。

「……あぐぐぐぐぐ」

　そして、アッシュの胸に飛び込んで、ひたすらに震ふるえた。

「ご、ごめんなさい！　つい……！」

　アッシュは要の頭を撫でて慰めつつ、ギッとメティスを睨にらんだ。

「あ、お邪じや魔まだった？　メンゴメンゴ！」

　不必要なまでに陽気に振る舞まって、メティスは全力で逃とう亡ぼう、家の中に引っ込んだ。

　バタン、と扉とびらが閉まる──再び、静せい寂じやくが戻もどってくる。

「……はあ。まったく……」

　ため息を吐ついて、アッシュはその場に膝ひざをついた。

「まあ……いいわ。私も、こうしているとなんか落ち着くしね……」

　いとおしげに、アッシュは要を撫で続ける。

「いつでも好きな時に、胸を貸してあげる。いい？」

　耳元でアッシュは告げた。

「そ……そんなこと言って、いいのかよ」

　なんとか、要は我を取り戻し、胸から顔を離はなした。

「俺……乳ち離ばなれができなくなるぞ」

「離れたいの？」

「いや……そんなことはない」

　照れ隠かくしに、要は頰ほおを手でこすった。

「……今度の用事を済ませたら、コーメイは長期休きゆ暇うかをくれるって言ってたよな。どこに行く？」

　わずかに考え込んだ後、アッシュは答えた。

「ベタイゴイツェに行ってみるのはどうかしら？　近く、ヘイルメリーが戴たい冠かんするって噂うわさだから、その戴たい冠かん式しきを見に行く、とか」

「休暇だ、つったろ。休みもスパイ活動に費ついやすつもりか」

「私、単純に、戴冠式見てみたいんだもの。まだ見たことないからね」

「そうか。しかしとなると、俺もまた女装しなきゃ……」

　と言いかけて、要ははっと息を吞んだ。

「……そっちが本命かよ」

「どうかしら？　でも、要に着て欲しい服、色々あるのよね」

　ふふ、とアッシュは微笑んだ。

「参るなあ……」

　頭をぶんぶんと振って──要は開き直った。

「ええい、なんでも持ってきやがれ。服が何枚あろうが、つきあってやるよ」

「さすが、要。ありがとうね」

　アッシュは要を抱だきしめて、謝意を示した。







　要とアッシュ、二人の旅は、まだまだ終わらない。







　　　あとがき







　六むつ塚づかです。

『墜落世界のハイダイバー４』をお届けします。

　三巻からちょっと間が空いてしまいましたが……




　シリーズ最終巻です。

　これで、要かなめとアッシュの物語はおしまいになります。

　二人がこれまで追い求めてきたものに、あるいはアリメルドが求め続けてきた日本帰き還かん計画に、ケリがつくことになりますが──

　その顚てん末まつは、読んでのお楽しみということで。







　今回、紙し幅ふくが余っているので、個人的な話でも。




　この原げん稿こうを含ふくめて立て続けに三冊ほど、夏の入りから終わりまでの時期、執しつ筆ぴつ作業に没ぼつ頭とうしていたのですけれど──

　その冒ぼう頭とう、部屋のエアコンが壊こわれるという事故に見み舞まわれまして。

　気がついたのは、六月下げ旬じゆん頃ごろでした。

　それまでは、窓を全開にしたり、サーキュレーターを回したりすることで凌しのいだんですが、晩になってもなかなか気温が下がらず。

　もういいや、と抵てい抗こうをあきらめ、ある晩エアコンをつけっぱなしにして寝ねたんですけど、翌朝目を覚ましたらドえらい寝ね汗あせをかいていたのです。

　エアコン自体は動いているのに、流れてくる風がまるで冷たくない。

　長年これと言った手入れもせずに使ってきたのが悪いのか、と思い、エアコン掃そう除じ用のスプレーを買ってきて手を入れてみても、まるで状じよう況きようは改善されず。

　メーカーの方を呼んで、見ていただいたところ、室外機の方がいかれていることが発覚しまして。

　結論として、エアコンの入いれ替かえを敢かん行こうすることになったのです。




　僕が現在住んでいるのは、築二十年超ちようのマンションです。

　エアコンもその時期、一九九〇年頃ごろに製造されたものだったようです。

　まあ二十年も稼か働どうしていれば、壊れるのも当たり前かなあとは思います。

　エアコンを見て下さったメーカーの方も、あまりの古さに、色々苦労されていたようですし。報告書書くのとか。

　マンションの管理会社に連れん絡らくし、手を回してもらい、新品のエアコンを入れてもらえることになったのですが──

　さすがに、すぐに、とはいきません。

　夏の入りの約半月、大おお阪さかでエアコン無しで過ごす、という想定外の戦いを強しいられることになったのです。




　真夏にエアコンを使わない。

　究極的な節電対策ではありますが──

　さすがに死ぬかと思いました。

　そもそも僕、東北出身で、暑いの苦手ですし。

　東北の夏と関西の夏はまるで別物なんですよ。

　関西に住み着いてそろそろ十五年くらいになりますけど、初めて関西での夏を迎むかえた時は、想像外のクソ暑さにそれはまあ驚きよ愕うがくしたものです。

　湿しつ度どが圧あつ倒とう的に違ちがうんですよね。

　特にはじめの二、三年は、「ここは人の住む場所か」と夏が来るたびに絶望しておりました。

　さすがに数年経つと、それなりに過ごし方もわかってきたのですが──

　エアコンがなくては、どうしようもありません。

　学生の時の友人には、エアコン無しの下宿に住んでいる強つわ者ものもいたものですけどねえ。

　もう、そんなことやってられる年ねん齢れいじゃないんです。




　対策として──

　エアコンが死んでいた間、少しでも涼りようを得るためのグッズを求めてあちこちをさまよいました。

　運良く、とか言ったら少々アレですが、今年は節電のための納のう涼りようグッズが世にあふれていましたし。

　そういや今年の夏は電器店から軒のき並なみ扇せん風ぷう機きが消えたって話もありましたね。ホームセンターだと結構余っていたような気もするんですが。

　業務用、というかおそらく工場に設置する用の巨きよ大だいかつパワフルな扇風機を見かけたりもしたものです。アレを家庭用に買っていった人とかもいるのだろうか……。

　ともあれ、サーキュレーターは持っていたので、扇風機以外のグッズを色々と探し、良さそうに思ったものを買って試してみました。

　ジェルシートやら、エアコンマットやら。

　ただ──結論として、一番コストパフォーマンスが良かったのは、一畳じようサイズのゴザでした。

　こいつを布団の上に敷しいて寝ると、あらかた寝汗を吸い取ってくれるんですよね。

　シーツの上で寝ると、寝汗ベトベトでかなり不快な目覚めを強いられるんですが、ゴザの上で寝るとそれがまるでない。

　すごく気に入ったので、すっかり気温が下がった今でも、布団にゴザを敷き続けています。日本の伝統的な知ち恵えを見直してみるのも悪くないもんですな！

　エアコンマットなんて買う必要なんてなかったじゃねえか、とちょっと後こう悔かいもしましたけどね。エアコンマット自体は、予期していた通りの性能を発揮してくれたんですが。




　ともかく、努力の甲か斐いあって、夏の暑さでのたれ死ぬことなく、やり過ごすことができました。

　エアコンが死んでいた期間、天候不順だったり、晴れても空気が乾かん燥そうしていたり、という日が多かったということも、かなり助かりました。

　で、どうにかエアコンの工事日を生きて迎えることができたのですが──

　エアコン設置にもトラブルがありまして。

　今住んでいるマンション、バブル期に作られたデザイナーマンションなのです。

　故ゆえに作りが少々妙みようなことになっているらしく。

　エアコン用の電源コンセントとか排はい水すい用のパイプとかが、壁かべの中に完全に埋うまってたんですね。

　そこに新品のエアコンを交こう換かんするとなると、壁に豪ごう快かいに穴を開けるよりなく──

　結構な手間のかかる工事になってしまったわけです。

　自分の部屋の壁に穴を空ける工程を一部始終見るってのは、なかなか体験できるものではありません。

　幸いその日のうちに工事は終しゆう了りようし、新品エアコンは無事稼か働どう、快適な生活を手に入れることができました。

　ついでに言うと、エアコンが最新型になったため、省エネ性能が高くなり、昨年同時期に比べて電気代が減りました。

　不幸中の幸いってやつですかね。




　季節ネタといえば──

　特に必要がなかったので、作中では直接的な描びよ写うしやはしませんでしたけど、イセス・メリアには季節と呼べるものがほとんどないんです。

　ベタイゴイツェ王国を中心とする領域は、ほぼ赤道直下にあって、太陽は真上を通ります。

　現実の地球、赤道直下にある地域が、年間通しても大きな気候変動を起こさないように、ベタイゴイツェ領域も季節の変化をあまり見せないのです。加えて、基本的に空の上が生活の舞ぶ台たいですので、海流による影えい響きようも鈍にぶくなりますし。

　ただし、ならば一年中暑いのか、というとそうではなく、適度に温暖な気候がずっと続いています。地球に比べ、イセス・メリアという惑わく星せいは、全体的にわずかながら温度が低いということです。

　話に直接関係ない設定ではありますが、参考までに。







　さて。

　長々と書き連ねてきましたが、この辺で。

　次のお話でお会いしましょう。

　スーパーマ○オ発生装置の話にするか、記憶捏ねつ造ぞうの話にするか。

　とにかく早めにお届けできるよう頑張ります。
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